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《　序幕　魔ま王おう、家族を欲ほつする　》







　まだ日が昇のぼって間もない早朝のことである。

　柔やわらかな日差しが荒野を優やさしく照らすなか、一〇〇を超こえる魔族の群れが、傷だらけの顔を地に擦りつけて土下座していた。

「ほんっとうに申し訳ありませんでした！」

「もう二度とこのようなまねは致いたしません！」

「お願いします、アニマ様！　どうかお許しください！」

　びりびりと大気が震ふるえるほどの声で命いのち乞ごいをする男たち。

　朝っぱらから殴なぐりこみを仕し掛かけてきたあげく、無む駄だにうるさい合唱を浴びせられ、彼かれは忌いま々いましげにため息をつく。

「……許せ、だと？」

　怒いかりの滲にじむ声に、男たちは身み震ぶるいした。

　ご機き嫌げんをうかがうようにひとりまたひとりとおそるおそる顔を上げていき……その顔が、瞬またたく間まに青ざめていく。

　彼らの瞳ひとみは、いますぐこの場から逃にげだしたいと物語っているが、誰だれひとり動こうとはしない。

　恐きよう怖ふのあまり身が竦すくんで動けないのだ。

　男たちの心身を恐怖の鎖くさりで縛しばりつけているのは――黒いローブを羽織り、フードで顔を隠かくした男である。

　真しん紅くの瞳で男たちを睥へい睨げいし、アニマと呼ばれた男は威い圧あつするように問いかける。

「逆に訊きくが……お前たちが俺おれと同じことをされたら、どう対処する？　快く許すか？」

　並々ならぬ威圧感に、男たちはさらに身を縮こませる。

　責任を押おしつけあうように各おの々おの視線を交かわし、立場の弱そうな男が媚こびるような口調で言う。

「ゆ、許すもなにも、同じことをされたら普ふ通つう、死にます。なにせこっちにはジュラーレ騎き士し団だんの一番隊にモストロ協会の大幹部、オラクル・クラブの十じつ傑けつにバローネ・クランの頭領までいるんですから……」

　今回の襲しゆう撃げきのために最強の戦力を集結させたとでも言いたげな口ぶりだが――アニマはいま挙がった名前を聞いてもどれが誰だかわからなかった。

　アニマは隠いん居きよしてひさしいし、おまけに彼らのなかに印象に残る強敵はいなかった――魔ま法ほうを使うまでもなく、アニマは拳こぶしだけで彼らを全ぜん滅めつさせたのだ。どこかで名前を聞いたことがあったとしても、わざわざ覚えておくほどの相手ではない。

　しかし有名無名はさておき、同じことをされたら普通は死ぬ、というのは間ま違ちがいない。

　なにせアニマは寝込みを襲おそわれたのだから。男たちは家を取り囲み、一いつ斉せいに極大魔法を放ったのである。

　おかげで地形が変わってしまった。家のまわりが深々とえぐられ、底なしの穴ができたのだ。

　魔法で外がい壁へきを強化しているため家は無事だが、景観は台無しだ。なにより無傷だろうとなんだろうと命を狙ねらわれた事実に変わりはない。

「お前たちは俺を殺すつもりでここへ来た。反はん撃げきされて死ぬ覚かく悟ごもできてるだろ？」

「できてません！」

「どうかお慈じ悲ひを！」

「命だけはお助けください！」

　アニマと戦っていたとき以上の必死さで命乞いをする男たち。

　これだけ怯おびえているのだ、彼らがアニマを襲うことは二度とないだろう。が、アニマの命を狙っているのは彼らだけではない。

　なぜならアニマは世界最強にして世界最凶なのだから。

　アニマを殺して英えい雄ゆうになろうとする輩やからがあとを絶たないのだ。

　ひとりで挑いどんでくる者もいれば、徒党を組んで襲ってくる者もいる。

　真っ昼間から挑んでくる者もいれば、寝込みを襲ってくる者もいる。

　そして全員、決まって返かえり討うちに遭あう。アニマを倒たおすどころか、傷を負わせることすらできないのだ。

　そこに誇こ張ちようなどないが、『噂うわさにはおひれがつきものだ』と鼻で笑う愚ぐ者しやがあとを絶たず、今日もこうしてアニマは愚おろか者ものの始末をつけることになったのだった。

「やろうと思えば、俺はお前たちを葬ほうむることができた。だが、極限まで手加減してやった。なぜだと思う？」

「じ、じわじわとなぶり殺すのが趣しゆ味みだから……ですか？」

　アニマは不ふ愉ゆ快かいそうに渋じゆう面めんを作る。

「俺にそんな趣味はない。……お前たちには家族がいるだろ？　だから手加減してやった。お前たちが命を落とせば、残された家族が悲しむことになるからな」

　なかには家族のいない者もいるかもしれないが、仲間はいるのだ。話を聞く限りでは、彼らは全員なんらかの組織に属ぞくしているのだから。

　アニマは孤こ独どくのつらさを知っている。

　彼らが死ねば、誰かが孤独になるだろう。

　そう考えたからこそ、アニマは彼らを殺さなかったのだ。

　もっとも、しつこく挑んでくるなら話はべつだが――

「わかったら家族のもとへ帰れ。俺の気が変わらないうちにな」

　彼らに再戦の意思はないようで、蜘く蛛もの子を散らすように走り去っていった。

　小さくなっていく男たちの背に嫉しつ妬とするような眼まな差ざしを向け、アニマは深々とため息をつく。

「……なぜだ」

　なぜ寝込みを襲って極大魔法を放つような乱暴者に仲間がいるのに――家族がいるのに、アニマは孤独なのだろうか。

　これまで何度となく自問してきたが、いつも同じ結論に達していた。

　アニマが孤独な理由。それは、アニマが人々にとってあまりにも怖おそろしい存在になってしまったからだ。

「こうなったのも、すべてあいつのせいだ……」

　アニマは力なくうめいた。

　あいつというのは、ハーレムを作っていた父のことだ。

　父は女にしか興味を持たず、ハーレムのなかにいたであろう母はアニマに『自分が母』だと名乗りもせず、大勢いた兄弟は身を寄せ合って寂さびしさを紛まぎらわせていたが、アニマは生まれながらに目つきが悪かったせいで嫌きらわれ、爪つま弾はじきにされていた。

　ひとりぼっちで過ごせば過ごすほど人ひと恋こいしさが増していき、アニマは旅立つことにした。妻を見つけ、子を作り、幸せな家庭を築くことにしたのだ。

　しかし、ずっとひとりぼっちだったアニマは他人との接し方がわからず、女性を口説き落とせる自信などなかった。

　そこで恥はじを忍しのんで父にコツをたずねたところ、『腕うでっ節ぷしの強い男は女にもてる』と自信ありげに返答された。

　なるほど、と当時幼かったアニマは素す直なおに感心した。たしかに父は喧けん嘩かが強かったし、強い男のまわりには必ずと言っていいほど女が群がっていたのだ。




　強くなれば幸せな家庭が築ける――世界最強になれば世界一幸せな家庭が築ける！




　そんな想おもいを原動力に、アニマは戦いに明け暮れた。

　一〇〇年ものあいだ世界中の強者と戦い、人間相手では物足りなくなって以降は魔ま物ものと戦い、死と隣となり合あわせの日々を過ごしたことで世界最強になったのだ。

　毎日のように攻こう撃げきを受けてきたことで耐たい性せいがついたのか痛みを感じることはなくなり、日々酷こく使ししたことで身体は頑がん丈じようになり、破は壊かいと再生を繰くり返したことで筋肉が鍛きたえられ、アニマは魔法を使うまでもなく、拳ひとつで楽勝できるようになった。

　人類を超ちよう越えつした力を手にしたアニマは、人々から『魔王』と称しようされるほどの男になったのだ。

　魔族のなかで最も強い者に与あたえられる『魔王』という称しよう号ごうを手にしたいまなら、世界一幸せな家庭を築くことができる。そう喜んだアニマだったが、女たちはアニマを見るなり血相を変えて逃げだした。悲鳴を上げて気絶する者も続出した。

　世界中どこへ行っても、女たちは――否、人類は同じような反応を見せた。

　アニマが死と隣り合わせの日々を過ごしている間に、アニマの怖ろしい噂が世界を駆かけ巡めぐり、すっかり定着していたのである。

　魔王という呼こ称しようは魔族の王ではなく、人類に災わざわいをもたらす害がい獣じゆうである魔物の王という意味だった。

　アニマは『人類』ではなく『人外』にカテゴライズされたのだ。人外の王となった以上、家庭を築くのは難しい。なにせアニマは、全人類からバケモノ扱あつかいされているのだから。好き好んでバケモノに嫁よめ入いりする娘むすめがいるとは思えない。

　ならば……家族ができないなら、せめて友達を。

　そう考えたが、アニマと仲良くしてくれる者はいなかった。

　なかにはアニマに手を差さし伸のべる者もいたが――大勢に怖れられてきたアニマは他人の顔色に敏びん感かんであり、瞳を見ただけで人ひと柄がらを察することができた。

　それゆえ口では歓かん迎げいしていても、本心ではアニマの力を利用するだけ利用して、最終的には殺してしまおうと企くわだてていることはすぐにわかった。

　世界はアニマを敵と見なした。

　アニマは父のせいで世界から孤こ立りつしてしまったのである。

「俺はあいつみたいに女を侍はべらせたいわけじゃない。ただ、家族がほしいだけなんだ……たったひとりでも俺を愛してくれるひとと巡り会あえたら、それだけで幸せなんだ……」

　魔族の平均寿じゆ命みようは三〇〇歳さい。このままだとアニマは一五〇年以上の余生をひとり寂しく過ごすことになってしまう。

　そんな人生、御ご免めん蒙こうむる。

　かといって、アニマは全人類に敵視されているのだ。

　どこへ行こうとバケモノ扱いされるのだ。

　そんなアニマに味方するということは、世界の敵に荷か担たんするということになる。

　全人類に命を狙われる危険を冒おかしてまでアニマを愛する者なんて、この世界にはいないだろう。

　と、アニマが憂ゆう鬱うつな気分に浸ひたっていたところ――

「む？　……なんだ、これは？」

　なんの前まえ触ぶれもなく、アニマの足もとに真紅のサークルが浮うかび上あがった。突とつ如じよとして現れたそれは赤々とした輝かがやきを放ち、アニマの全身を包みこむ。急速に輝きが増していき、視界が真っ赤に染まり、臓物の浮かぶような奇き妙みような感覚に襲われる。

　そして、次の瞬しゆん間かん――……




　魔王アニマは、運命の女性と巡り会う。







《　第一幕　魔王、没ぼつ落らく令れい嬢じようを救う　》







　夕日が森を染める頃ころ――。

「さてと。今日はこれくらいにしましょうかっ！」

　畑の手入れを切り上げ、ルイナ・スカーレットは曲げっぱなしにしていた背中を大きく反らした。

　品の良い外見に似つかわしくない庶しよ民みん的てきな仕草だ。あどけなさの残る美び貌ぼうに大おお粒つぶの汗あせを浮かべ、透すき通とおるような白い肌はだは泥どろで汚よごれてしまっている。

　それを気にする様子もなく、一仕事終えたルイナは清すが々すがしい笑えみを浮かべていた。

「まま！　おしごと、おしまい？」

　ルイナの顔をじぃっと見上げ、幼い娘がたずねてくる。

　ルイナのとなりにしゃがみこみ、見よう見まねで土をいじくっていたため、小さな手は泥だらけだ。その手で汗を拭ぬぐったのか、顔にも泥がついていた。

「仕事はおしまいですよ。マリーが手伝ってくれたおかげで、もう終わっちゃいました」

　ルイナが愛いとおしそうにほほ笑みかけると、マリーは嬉うれしそうに顔を輝かせた。

「まま！　いーこいーこしてー！」

「はいはい。マリーは良い子ですね～」

　やわらかな髪かみを撫なでてあげると、マリーが甘あまえるように脚あしにしがみついてくる。

「まりー、もっといーこいーこしてほしい！　おてつだいする！」

「でしたら、ママのお手々を洗うのを手伝ってくれますか？」

「きれいきれい、する！」

　ルイナはマリーの手を握にぎり、井い戸どのほうへ向かう。

「まま、がんばえ！」

「ママ、頑がん張ばります！」

　マリーの声せい援えんに笑みで応こたえ、荒あら縄なわを引っ張る。縄が手に食いこみ、じんじんしてきた頃、ようやく井戸から桶おけが現れた。

　水がこぼれないようにぷるぷると腕を震わせながら桶を引っ張り上げ、地面に置くと、マリーがすかさず水に手を突つっこんだ。ばしゃばしゃとかき混ぜるように手を洗う。

「きれいきれい、できた！」

　綺き麗れいになった手を、得意気に見せてくる。

「上手にできましたね～」

「できた！　まま、きれいきれいできる？」

「さあ、どうでしょうか。マリー、ママを応おう援えんしてくれますか？」

「まま、がんばえ！　がんばえ！」

「はい、頑張ります！　ママ、頑張りますよ！」

　ルイナは残り少なくなった水で手を洗うと、マリーに見せてあげた。まじまじと真しん剣けんな顔でルイナの手を見て、マリーはにぱっと笑う。ぱちぱちと拍はく手しゆしながら、

「まま、きれいきれいできた！　いーこいーこしてあげる！」

　ルイナの頭を、マリーがごしごしと擦るように撫でてくる。そうしていると、ぐぅ、と小さな音が聞こえてきた。

　マリーはお腹なかを押さえて笑いだす。

「まま！　おなか、ぐぅってゆった！　ぐぅってゆったよ！」

「ぐぅって鳴りましたね」

「まりー、ごはんがいい！」

「じゃあ、お家に帰ってご飯にしましょうっ」

「やったー！」

　マリーは嬉しそうにバンザイした。するとぶかぶかの袖そでがずり下がり、ほっそりとした腕がさらけ出された。

　マリーは、三歳児にしては痩やせていた。

　食欲がないわけではない。むしろマリーは食欲旺おう盛せいだ。ご飯を残したことは一度もない。ただ、マリーは野菜ばかり食べているのだ。

　三ヶか月げつほど前に乳歯が生はえ揃そろって食べられるものが増えてきたし、できることなら肉や魚などを食べさせてあげたいが、金銭的に難しいのである。




（私にお父様のような魔ま力りよくがあれば……そうすれば、子どもたちに不自由のない暮らしをさせてあげられるのに……）




　スカーレット家は有事の際に戦場へと赴おもむく契けい約やくを国と交わすことで多額の契約金を得ていた。

　とりわけルイナの父は、スカーレット家でも随ずい一いちの魔力の持ち主として知られており、任務中に多くの命を救ったことで名声を揺ゆるぎないものとしていた。

　ここライティン王国で、父は英雄のような扱いを受けていたのだ。力を持っているからといって威い張ばり散らすことはせず、誰にでも優しく接する父は、ルイナの自じ慢まんだった。

　父のように強く優しい人間に憧あこがれ、自分もそうなりたいと幼い頃から夢見ていたのだ。

　だが、ルイナの魔力は微び々びたるものだった。スカーレット家の血を濃こく受うけ継つぐ父ではなく、スカーレット家とは縁えんのない家系の生まれである母に似たのだ。

　そのため二年前――任務中に父が魔物に殺され、家か督とくを継いだ日に契約が打ち切られ、スカーレット家は瞬く間に没ぼつ落らくした。

　魔物に親を殺されたという話は珍めずらしくない。父は孤こ児じを育てるために孤こ児じ院いんを設立し、子どもたちが寂しくないように一いつ緒しよに暮らしていた――資産のほとんどを孤児院の運営にまわしていたためスカーレット家に蓄たくわえはあまりなく、過労と心労で倒れた母の治ち療りよう費ひを捻ねん出しゆつするため家財はあらかた売うり払はらってしまった。その母も、昨年の頭に命を落とした。

　父が存命だった頃は多くの子どもで賑にぎわっていたが、みんなを養うことはできなくなり、母の死からほどなくした頃、多くの子どもたちが養子として引き取られていった。

　屋や敷しきに残っているのはルイナとマリーともうひとり。三人暮らしなので生活費は以前と比べるとかからなくなったが、収入がないため生活は苦しくなる一方だ。町のひとたちが好意で食べ物や古着などを恵めぐんでくれることはあるが、ふたりの子どもを養うのは難しい。

　町外れにあり、交通の便は悪いものの、子どもたちが遊べる庭があるという理由でこの屋敷を購こう入にゆうしたが――

　残されたふたりの子どもを養うためにも、家族との想い出でが詰つまったこの屋敷を手放し、格安の集合住宅に引ひっ越こしたほうがいいかもしれない。

　しかし庭がなければ野菜を育てることができず、自給自足できなくなれば食費が嵩かさみ、いま以上に子どもたちがお腹を空すかせることになる。

　どの選せん択たく肢しを選ぼうと、待っているのは暗い未来だ。

（だめだわ。また暗いことばかり考えてしまってる）

　子どもは大人の顔色に敏感だ。マリーを不安にさせないためにも、ルイナは常に明るく振る舞まわなければならないのだ。

「あとね、まりーね、あそびたい！」

　マリーが明るい声を張り上げる。

　一日働いたのに、体力がありあまっているようだ。元気なマリーを見ていると、不安な気持ちは薄うすれていく。

「じゃあ、お家までかけっこして遊びましょうっ！」

「する！　まりーね、かけっこできるよ！　まま、みてて！」

　マリーが元気な声を響ひびかせ、すぐそばに佇たたずむ屋敷に向かって駆けだそうとした、まさにそのとき。

　バキッ！

　と、不ふ穏おんな音が響き、ルイナは音のしたほうを振り向むいた。

「そ、んな……」

　ルイナの顔から血の気が引いていく。明るく振る舞うと決めたばかりなのに、絶望的な声がもれる。

　視線の先には、土気色の肌をした小鬼が佇んでいた。

　ゴブリンだ。

「ど、どうしてこんなところに魔物が……」

　魔物は本能的に人間を襲う生き物だ。放っておけば多くの魔物が人間の匂においをかぎつけ、人里に乗りこんでくる。

　そうならないよう、多くのハンターが命いのち懸がけで町の外を見まわっているのだ。

　町の外で魔物に殺されることはあれど、町のなかで魔物に殺されることは起こりえない。無論、町外れの森沿いとはいえここも例外ではない。

　そもそも魔物に襲われる可能性がある場所に孤児院を建てるわけがない。魔物のことを知り尽つくしていた父がこの場所に孤児院を建てると決めたのだから。この孤児院が魔物の脅きよう威いに晒さらされることはありえないのだ。

　だというのに、視線の先には魔物がいる。

　マリーより少し背が高いくらいの矮わい小しような体たい躯くだが、その力は丸太の柵さくをへし折るくらい強力だ。

　日々の家事で鍛えられたとはいえルイナが敵かなう相手ではない。ましてや、幼いマリーに勝ち目などない。ゆえに――

「屋敷に逃げて！」

　ルイナは腹の底から叫さけんだ。

「ま、まま？」

「屋敷に逃げなさい！　早く！」

　まだ幼いマリーは魔物のことを知らない。

　ゴブリンがいかに怖ろしいかを知らないのだ。

　だが、ルイナの切せつ迫ぱくした表情からただごとではないことを察したのだろう。わあと泣き声を上げて屋敷へ逃げこむが、これで一件落着とはならない。

　魔物は本能的に人間を襲う生き物なのだから。

　ルイナを殺したあとは屋敷に乗りこみ、マリーを襲おうとするだろう。

　だからこそ。

　ルイナは足止めではなく、いまここでゴブリンを倒さなければならないのだ。




「お父様、お母様！　スカーレット家の秘宝を使うことをお許しください！」




　ルイナは服の内側に仕し舞まいこんでいたペンダントを――真紅の水すい晶しようを取り出した。

　ただの水晶ではない。

　これは魔ま石せきだ。

　魔物は死ぬと魔石を遺のこして消しよう滅めつする。

　その魔石に魔力を流すことで、魔物の力を再現することができるのだ。

　魔力を流せば流すほど魔石の性能を引き出すことができるが、ルイナの魔力は微び弱じやくだ。たとえ高価な魔石を使ったところで、ゴブリンを倒すほどの威い力りよくを発揮することはない。

　しかしスカーレット家の秘宝たるこの魔石には、あらかじめ魔力が蓄ちく積せきされている――とある目的のため、スカーレット家が代々魔力を溜ためてきたのだ。

　その目的には反するが……

　マリーをゴブリンの魔の手から救うには、それ以外に方法はない。

　ルイナはすがるようにペンダントを握りしめ、祈いのるように叫ぶ。

「お願い、マリーを助けて――！」

　その瞬間。ルイナの叫びに呼応するようにペンダントが真紅の輝きを放った。爆ばく発はつ的てきにまき散らされた幾いく筋すじもの閃せん光こうはひとつに束ねられ、足もとに照射される。ペンダントから放たれた光は大地に真紅のサークルを描えがき、夕日を塗ぬり潰つぶすほどの赤々とした輝きを放ち、そして……

　輝きが失われたとき、そこには闇やみのようなローブを羽織った男が佇んでいた。




◆




　真紅の輝きが収まったとき、アニマは見知らぬ場所に佇んでいた。

　青空から夕焼け空に移り変わっているが、アニマは赤々とした光に包まれていたとき、一いつ瞬しゆんたりとも意識を失わなかった。つまり時間が流れて夕方になったのではなく、先ほどとは異なる場所に佇んでいるというわけだ。

　その証しよう拠こに、荒こう涼りようとしていた荒野には緑が生おい茂しげっているし、目の前には優しげな瞳の娘が佇んでいる。

　透き通るような白い肌につぎはぎだらけの衣装を纏まとった、優しげな雰ふん囲い気きの娘である。

　青みがかった髪を背中まで伸ばし、うしろで綺麗にまとめている。

　胸は大きく膨ふくらんでいるが、体つきはほっそりとしていて弱々しい。幼さの残る美貌は不健康なほど青白く、青い瞳を不安そうに揺らしている。

　そんな娘に、アニマは思わず見とれてしまう。

（……俺は、夢でも見ているのか？）

　家族を欲していたアニマは理想の家庭像を思おもい描くことが多々あった。子どもの人数や家の広さは妄もう想そうのたびに変化するが――妄想世界に出てくる嫁よめはいつも決まって優しげな雰囲気を纏っていた。

　目の前の娘は不安げな表情をしているが、垂れ目がちの瞳には優しさが内包されている。その瞳に、アニマは見とれているのであった。

　が、いつまでも見つめているわけにはいかない。このままでは彼かの女じよを怖こわがらせてしまう。

　アニマは我に返ると、二択たくに頭を悩なやませた。




　――いますぐにこの場を立ち去るか。

　――フードを脱ぬいで正体を明かすか。




　いますぐ立ち去れば彼女を怖がらせずに済むが、理想の女が目の前にいるのだ。ここで逃げればアニマは一生後こう悔かいするだろう。話し相手になってほしいし……欲を言えば家族になってほしい。

　そしてそのためには、アニマは正体を明かさなければならないのだ。アニマの顔を見た瞬間に悲鳴を上げるかもしれないが……正体を隠して付き合うということは、彼女を騙だますということになるのだから。

　幸せな家庭の第一歩が嘘うそから始まるのは、アニマとしては望ましいことではない。

　なによりアニマは、ありのままの自分を受け入れてほしかった。ありのままのアニマを好きになってもらわなければ、理想の家庭を築くことなどできないのだから。

「……俺は怖くないからな」

　自信なさげに前置きすると、アニマは怖こわ々ごわとした手つきでフードを脱いだ。

　ごっそりと色の抜ぬけ落おちた白髪に、真紅の瞳。つり上がった目に、あどけなさが残る顔。そして側頭部から伸びたツノ――。

　そんなアニマを構成するパーツを目にして、しかし娘は悲鳴を上げなかった。あるいは恐怖のあまり声が出ないのかもしれない――

　と、そう思った矢先、

「あ、あのっ！　うしろ！　うしろです！」

　娘が慌あわただしく叫んだ。

「うしろ？」

　振り返ると、二足歩行の生き物がすぐそばにいた。背が低く、醜みにくい顔をしている。細い両りよう腕うでを振り上げ、ぽかすかとアニマの腰こしを殴りつけてきた。その顔は殺気に満ちている。

　まさか、とアニマは不安を抱く。

　この小こ柄がらな醜男と娘は恋こい人びと関係であり――愛する彼女をアニマの魔の手から守るために殴りかかっているのだろうか。

　実際、同じような事例が過去にあった。

　あのときはけっきょく男は恐怖に駆られて逃げてしまったが、醜男は逃げる素そ振ぶりすら見せなかった。よほど彼女を愛しているのだろう、勇ゆう猛もう果か敢かんにアニマを殴りつけてくる。

　この男以上に彼女を愛する自信はあるが、他人の幸せを踏ふみにじるわけにはいかない。

「……安心しろ。お前たちの仲を引き裂さくつもりはないからな」

「なにを言ってるんですか!?」

「む？　これはお前の恋人ではないのか？」

「違ちがいます！　恋人じゃありません！　そもそも私に恋人はいません！」

　全力で否定された。

　しかも、彼女に恋人はいないという情報まで手に入れてしまった。

　そのことにアニマが内心喜んでいると、娘がおどおどとした顔で言う。

「そ、それより痛くないんですかっ？　さっきから腰こし元もとを叩たたかれてますけど、痛くないんですかっ？」

「……俺のことを、心配してくれるのか？」

「あたりまえです！」

　まさかアニマを気き遣づかう女性がいるとは思わなかった。心優しい娘に、アニマはますます惹ひかれてしまう。

「もしよければ……俺に名前を教えてくれないだろうか？」

「ルイナですけど……」

　生しよう涯がい忘れないように、アニマはその名を心に深く刻みつける。

「ルイナ、聞いてくれ。いろんな連中が俺のことを血も涙なみだもない極ごく悪あく非ひ道どうのバケモノだと言うが、俺にもちゃんと感情があるんだ。たしかに血は流さないが、涙を流すことはある。それに俺は、噂されているような極ごく悪あく人にんではない。たしかに戦いに明け暮れていた時期はあるが、暴力が好きというわけでは――ええいっ、さっきから鬱うつ陶とうしい！」

　パァン！　と頭を鷲わし掴づかみにして地面に叩きつけると、小柄な生き物は乾かわいた音を立てて弾はじけ飛とんだ。

（なっ。弱すぎる……）

　軽くあしらっただけで弾け飛び、アニマは戸と惑まどってしまう。もしかするとこの醜男にも家族がいたかもしれないのだ。それをアニマは葬ってしまった……。

　そのことに罪悪感を抱きつつ、いまは彼女とのやり取りを優先するべきだと自分に言い聞かせる。葬ってしまったことを悔くいるのは、彼女との仲が進展してからでも遅おそくはない。

　アニマは気を取りなおすように咳せき払ばらいして、

「とにかく、俺はバケモノではない。だから……どうか俺を怖がらないでくれ」

　返事はなかった。

　ルイナはほうけたように目をまるくしている。

　きっと『アニマはバケモノではない』ということをすぐに受け入れることができないのだろう。

「ルイナの言いたいことはわかる。だが、俺は噂されているような男ではない……って、俺の話を聞いているのか？」

　ルイナは放心状態だ。顔の前でぶんぶん手を振ると、彼女ははっと目を見開く。そして、ぺこぺこと頭を下げ、

「あ、ありがとうございます！」

　涙ぐんでお礼を言う。

「……なんだと？」

　今度はアニマがほうける番だった。聞きき間違いでなければ、アニマは感謝されたのだ。生まれてこのかた感謝されたことのないアニマは、思わず聞き返してしまう。

「い、いま、なんと言った？　もしかして……ありがとうと言ったのか？」

「はい！　本当にありがとうございます！」

「……なぜ俺は感謝されている？」

「あなたが助けてくださったからです！」

「助け……？」

　アニマはハッとする。

「もしかして、さっきの男に襲われていたのか？」

「あれは魔物です！」

「あれが魔物？」

　アニマは強くなるために人魔問わず戦ってきたが、あんなに弱い魔物は見たことがない。この世界の魔物は、アニマのいた世界の魔物と比べると遙はるかに弱いのだろうか。それとも、先ほど弾け飛んだ魔物があまりにも弱すぎただけなのだろうか。まあ、アニマにとっては等しくザコに過ぎないのだが。

　ともあれ、ルイナが嘘をついているとは思えないし、あれが魔物だったという話は事実なのだろう。ならば葬ってしまったからといって罪悪感を抱く必要もない。魔族と魔物は殺るか殺られるかの関係なのだから。

　と、ルイナは感動するように涙ぐむ。

「初対面の私を助けてくださるなんて……。召しよう喚かんに応じてくださったのがあなたのような優やさしい方で、本当によかったです……」

「……俺が、優しい？」

　ふいに温かい言葉をかけられ、アニマは困こん惑わくしてしまう。長いことバケモノ扱いされてきたのに、この短いうちに心配され、感謝され、さらには優しいと言われたのだ。

　こんなにも嬉しいことが立て続けに起こるなんて夢のようだ。

　……まさか、本当に夢なのだろうか。

「ルイナ。ひとつ頼みがある」

「はい。私にできることならなんでもしますよ。あなたは命の恩人ですからね」

「では俺おれを殴なぐってくれ」

「えっ？　ど、どうしてですか？」

「いいから全力で殴ってくれ」

「そ、そんなことできません！」

「なぜだ？」

「理由もなくひとを叩くなんてできません！」

「優しすぎる……」

　アニマは心優しいルイナにますます惹かれつつ、自分の頬ほおを叩いた。バッチィィン、と凄すさまじい音が響き渡わたるが、アニマは痛みに耐性があるのだ。これくらいでは痛みを感じることはできない。もっと強力な攻撃を浴びせなければ。だがこんなところで魔法を使えばルイナを巻まき添ぞえにしてしまう。

　アニマが困っていたところ、

「だ、だいじょうぶですか？」

　と、ルイナがアニマの頬に手を添そえてきた。

　アニマは痛覚が麻ま痺ひしているが、触しよつ覚かくは残っている――殴られても痛みは感じないが、なにかが触ふれたという実感を抱くことはできるのだ。

（……温かい）

　頬に伝わるこの温ぬくもりは、夢ではけっして味わうことのできないものだ。つまりこれは現実――ルイナは実在の人物なのだ。

　アニマは嬉しさのあまり泣いてしまいそうになる。

「な、泣くほど痛かったんですか？」

「俺は痛みなど感じない。ただ……嬉しくてな」

「嬉しい、ですか？」

「ああ。ルイナのような優しい女に召喚されて嬉し……」

　そこまで言って、ふと疑問が湧わいてきた。

「召喚とは、いったいなんのことだ？」

　ルイナは申し訳なさそうに目を伏ふせる。

「私はあなたに謝あやまらないといけません。実は、あなたを呼びだした魔石には……召喚する力はあっても、異界へと送り返す力はないのです」

「異界だと？　とするとここは、俺が住んでいた世界とは異なる世界ということか？」

「はい。無理やりつれてきてしまい、本当に申し訳あり――」

「俺を召喚してくれたこと、感謝する」

　謝罪を遮さえぎって礼を告げると、ルイナがきょとんとした。

「え？　い、いま、なんて……」

「感謝すると言った。ルイナのおかげで、俺は救われたからな」

　アニマはあの世界に愛着などない。あそこにはアニマを怖れ、敵視する者しかいないのだから。

　しかし、この世界ではアニマは無名だ。怖ろしい噂うわさは存在しない。アニマは敵のいない世界で人生をやりなおせるのだ。

　おまけに目の前には心優しい娘がいる。

　これを救われたと言わずしてなんというのか。

「お、怒おこらないんですか？　あなたはもう、もとの世界に帰ることができないんですよ？　大切な方と再会することができないんですよ？」

「俺には、ルイナ以外に大切なひとなどいない」

「わ、私だけですか？　あの……私たち、いまお会いしたばかりですよね？」

「たしかに出会ってまだ間もないが、ルイナは俺にとって特別な女だ。ルイナと出会えた今日という日を、俺は一生忘れない」

「えっと、その……特別な女というのは、いったいどういう……」

「好きという意味だ」

「好き!?　私のことがですか!?」

「そうだ。世界一好きだ」

「そんなにですか!?」

　かあっと顔を赤らめるルイナに、アニマは真剣な眼まな差ざしを向ける。

「ルイナ、俺の家族になってくれ」

「か、家族って……つまり、結けつ婚こんするってことですか？」

　アニマは力強くうなずいた。

「ルイナのそばにいられるだけでも充じゆう分ぶん幸せだが……できることなら、俺はルイナと結婚したい」

「で、でも私たち、いま出会ったばかりですよ？　まだあなたの名前すら知らないんですけど……」

「俺はアニマだ。どうか結婚してくれ、ルイナ」

　アニマは目をそらすことなく、ルイナに愛を告げる。

　ひとと接した経験が浅く、女性を口説いたことのないアニマに、正しく求きゆう婚こんできているという自信はない。

　ルイナの戸惑いぶりからして、アニマの口説き方は間ま違ちがっているのだろう。

　それがわかっていながら、アニマは口説くのを止めなかった。

　ルイナには、ありのままのアニマを好きになってほしいのだ。

　ゆえにアニマは言葉を飾かざらず、ありのままの想いをぶつけているのである。

「アニマさんは、どうしてそんなに結婚したいんですか？」

「俺は、家族がほしいんだ」

　アニマの真剣な想いが伝わったのか、ルイナの顔から戸惑いが薄れていく。

「……アニマさんは、家族がほしいんですか？」

　じっと瞳ひとみを覗のぞきこまれ、アニマは深くうなずいた。

「そうだ。俺はずっと、家族に憧れていた。つらいことがあったときに助けあうような、嬉しいことがあったときに喜びを共有するような、そんな家族がほしいと。そう、ずっと思っていた。正直、いままでは家族になってくれるなら誰だれでもいいと思っていたが、いまではルイナ以外に考えられないんだ。ルイナの優しい瞳を見た瞬間、俺はルイナに惚ほれた――俺のことを心配してくれたルイナのことが、本気で好きになったのだから」

　ルイナに対する想いを再確かく認にんするように、アニマは気持ちを綴つづる。

　この世界には、アニマを怖がらない娘がほかにもいるだろう。

　心優しい娘もいるだろう。

　だが、アニマはルイナを一目見た瞬間に『理想の嫁』だと確信したのだ。ルイナ以上に魅み力りよく的てきな女性がいるとは思えない。

　それにルイナはアニマを召喚した。

　本来出会うはずのない男女が出会った――まさしく運命の出会いを果たしたのだ。

　結婚相手はルイナ以外に考えられない。

　ルイナと幸せな家庭を築くことができるなら、アニマはなんでもしてみせる。

　そんな想おもいを愛の言葉に変へん換かんし、ルイナに告げようとした――そのとき。




「まま！」




　と、幼い娘が屋敷から飛び出だしてきた。ぐずぐずと涙を流し、ずるずるとほうきを引きずりながら、こちらへ近づいてくる。

「こわいひと……ひっく、まりーが……ひっく……やっつける！」

　泣きじゃくりながら睨にらみつけられ、アニマは慌てた。大人の恐きよう怖ふに歪ゆがむ顔は見慣れたが、子どもの泣き顔は何度見ても胸が苦しくなってくる。

　どうにかして笑え顔がおにさせたいが、子どもとの接し方がわからないアニマにとって幼子を泣なき止やませるのは難易度が高すぎるのだ。

　それにこの世界ではアニマはバケモノではないが、目つきの悪さが消えたわけではない。おまけにアニマにはツノが生えている。

　魔族にとってツノはあって当たり前だが、ルイナと幼子にツノはない。

　つまりアニマは、この世界では異形なのだ。

　そんなアニマが無理に子どもをあやせば、泣き止ませるどころかトラウマを植えつけてしまいかねない。

「違いますよ」

　どうしたものかと頭を悩ませていたところ、ルイナが幼子の髪を撫でた。

「アニマさんは怖くありません。悪いひとを倒たおしてくれましたからね」

　ルイナに優しく語りかけられ、幼子はきょとんとする。

「……ほんと？」

「本当ですよ。アニマさんは、私とマリーを守ってくれたんです」

「おいたん、やっつけた？」

　マリーと呼ばれた幼子が、ぐずぐずと鼻をすすり上げながら、アニマを見つめてくる。

　子どもにじっと見つめられるのははじめてだ。アニマは慣れない視線にどぎまぎしつつ、うなずいた。

「魔ま物ものは俺が倒したから……だから、もう心配はいらない」

　そう言った瞬しゆん間かん、マリーがぱあっと笑顔になった。ぱっと手を開いてほうきを離はなすと、アニマの脚にぎゅっと抱きつく。

「おいたん、あいがと！」

　無む垢くな笑みを向けられ、アニマは思わず目め頭がしらが熱くなる。

　大人たちが『いたずらをするとアニマに食べられるよ』と脅おどしてしつけを施ほどこしたせいで、アニマは世界中の子どもたちに怖がられていた。

　そんなアニマに、マリーは笑いかけてきた――抱きついてくれたのだ。こんなの嬉しくないわけがない。

　アニマが涙目になっていると、マリーが心配そうに見上げてくる。

「おいたん、どこかいたいの？　まりーがいたいのいたいのとんでけー、してあげる！」

　そう言うと、マリーが手を伸のばしてきた。思いきり背せ伸のびして、

「あたま！　あたま！」

「……頭？」

「とどかないー！」

　じんわりとマリーの目に涙が浮うかび、アニマは再び慌てた。

「俺はどうすればいい？」

「アニマさん、しゃがんでください」

「……こうか？」

　ルイナに言われてしゃがむと、マリーが頭を撫でてきた。アニマにはツノが生えているのに、マリーはまったくためらわなかった。

「いたいのいたいのとんでけー！　……もういたくない？」

　いまのがなにを意味しているのかはわからないが、アニマのためを思っての行動であることは伝わった。撫でられたのは頭なのに、胸の内側がじんわりと温かくなってくる。

「ありがとな。助かったよ」

　アニマが礼を言うと、マリーは嬉しそうにルイナを見上げた。

「まま！　まりー、あいがとってゆわれた！」

「よかったですね～」

「うん！　あとね、ぐぅってゆったよ！」

「じゃあ、ご飯にしましょうか。アニマさんも、ご一緒にどうですか？」

「い、いいのか？」

「はい。たくさん作ってますから」

「し、しかも手料理を食わせてくれるのか？」

　アニマは感動に打うち震ふるえる。

　真しん紅くの瞳に涙が浮かび、ルイナの顔がぼやけて見える。

「そんなに嬉うれしいんですか？」

「こんなに嬉しいのは生まれてはじめてだ」

　アニマの主食は魔物である。たまに酒が飲みたくなり人里へ出向くことはあったが――アニマが町に姿を見せるとすべての食事処どころが戸を閉め、人々は家に閉じこもり、あるいは町を捨てて逃にげてしまい、賑やかな町はゴーストタウンさながらになるのである。

　居留守なのはわかっているため無理やり戸を開けたことはあるが、そのときは『これで勘かん弁べんしてください』と泣きながらに命いのち乞ごいをされ、店中の酒と食しよく糧りようと金を渡され――翌日、アニマが強ごう盗とうに押おし入いったという噂が流れた。

　そんなアニマを家に招き、手料理を振ふる舞ってくれる者などいるわけがなく、アニマはいつもひとり寂さびしく魔物の肉を食べていた。

　だというのにルイナは笑顔で食事に誘さそってくれたのだ。

　やはり結婚相手はルイナ以外に考えられない。

「ルイナ。俺と結婚してくれ」

　あらためて告白すると、ルイナは困ったように眉まゆ根ねを寄せた。

「で、ですが、私にはやるべきことが……」

「やるべきこととはなんだ？」

「それは……」

　ルイナは、マリーをちらっと見た。

　それから、真しん剣けんな眼差しでアニマを見つめてくる。

「私は、子どもたちの世話で忙いそがしいんです。アニマさんと結婚しても、夫ふう婦ふらしいことはできません。お金がありませんからアニマさんに不自由な暮らしをさせてしまいますし、うちは孤児院ですから落ち着いた暮らしはできませんよ」

「孤児院とはなんだ？」

「身寄りのない子どもを育てるお家です」

　つまり、ルイナとマリーに血のつながりはないということか。

「それを聞いて、ますますルイナと結婚したくなった。なにせいいことずくめだからな」

　予想外の返答だったらしく、ルイナがほうけたように目をまるくする。

「なぜ、いいことずくめなのですか？」

「生活に不自由してるということは、俺にもルイナの手助けができるということだからだ。惚れた女の力になれるなんて……最高じゃないか。それに俺は、子どもには寂しい思いをさせたくない。俺自身、寂しい思いをして育ったからな。だから……俺がルイナの仕事を手伝うことで、ルイナが子どもたちの世話に専念できるようになるなら――子どもたちが寂しい思いをせずに済むのなら、それは俺にとって最高に幸せなことだ。だから、たとえルイナと結婚できずとも、俺はここで働きたいと思っている」

　たとえ結婚できなくても、ともに孤児院で子どもを育てれば、アニマはルイナと友達になれる。

　賑にぎ々にぎしい場所で過ごせるなら、アニマは孤こ独どくから解放される。

　それだけで、アニマは幸せなのである。

「そうですか……」

　ルイナが、じんわりと唇くちびるをほころばせる。

「アニマさんは、とっても変わってますね」

「そ、それは悪い意味でか？　悪いところがあるなら言ってくれ。すぐに直すから」

　いいえ、とルイナは首を振った。

「無理に変わることはありません。いまのままの、強くて優しいアニマさんでいてほしいです。私、強くて優しいひとにずっと憧あこがれてましたから。それにマリーも、アニマさんのことを好きになったみたいですし」

「ほ、ほんとか？」

「不安なら聞いてみましょうか。マリーは、アニマさんのことが好きですか？」

「おいたんしゅき！　こわいひとやっつけた！」

　ここまで幼子に懐なつかれたのははじめてだ。

　アニマが喜びを噛かみしめていると、ルイナが真剣な顔で二の句を継ついだ。

「マリーは……パパがほしいですか？」

「ほしい！　らってね、おでかけしたら、みんなね、ぱぱにだっこしてもらってるよ！」

　マリーは父親にだっこしてほしいらしい。

　アニマには、その気持ちがよくわかる。

　幼い頃ころ、街中で父親にだっこされている子どもが――父親の胸のなかですやすやと眠ねむる子どもがどんなに羨うらやましかったことか……。

　アニマの父親はだっこどころか、どこかへつれていってくれたことすらないというのに……。

　もしマリーが父性に飢うえているなら、アニマでよければ、だっこだろうとなんだろうとしてみせる。

「マリーは……アニマさんに、パパになってほしいですか？」

「おいたん、ぱぱがいい！」

　アニマの脚あしにぎゅっと抱きつき、マリーが笑う。その無垢な笑顔に頬を緩ゆるませていると、ルイナが見つめてきた。

「気の迷いなどではなく……アニマさんは、本当に私と結婚したいのですか？」

「気の迷いなものか。俺は心の底からルイナに惚れたんだ。なにがあろうとこの気持ちは変わらない」

　じわじわとルイナの頬が紅潮する。

「……私と結婚したら、不自由な暮らしになりますよ？」

「ルイナと結婚できるなら、ほかにはなにも望まない。俺の望みはただひとつ――家族と幸せに暮らすことだ。理想の家庭を――笑顔の絶えない家庭を築くことができるのなら、俺はなんでもしてみせる」

　アニマが力強く告げると、ルイナはますます頬を赤らめた。伏し目めがちになりつつも、アニマを見つめ、




「でしたら……末永くよろしくお願いします」




　結婚を承しよう諾だくされ――念願の家族ができ、アニマは涙ぐんだ。感動のあまり、言葉が出てこない。

　そんなアニマのとなりでは、マリーがお腹なかを押さえていた。

「まま！　おなかぐぅってゆってるよ！」

　ルイナはにっこりとほほ笑えみ、

「それじゃあ、ご飯にしましょう。私は裏口から炊すい事じ場ばに行きますから、マリーはアニマさんを食しよく卓たくまで案内してください。案内できるひとー？」

「はーい！　ぱぱ、こっちらよ！」

　アニマは涙を拭ぬぐうと、とことこ歩くマリーのあとを追いかけて屋や敷しきへと向かうのだった。




◆




　マリーについていくアニマのうしろ姿を眺ながめ、ルイナは胸を押さえていた。ふくよかな胸の奥おく底そこが、どきどきと波打っている。

（まさか、こんなに好きになるなんて……）

　アニマを召喚したときは、こんな感情を抱くことになるとは露つゆほども思わなかった。

　ルイナのアニマに対する第一印象は、寂しそうなひと、だ。

　なにが原因かはわからないが、きっと多くの人々にあらぬ疑いをかけられ、迫はく害がいされ、心に深い傷を負ったのだろう。

　アニマは、とてもつらそうな顔をしていた。

　嫌きらわれることを怖おそれているのか、アニマは怯おびえるような眼差しでルイナを見つめていたのだ。

　そんなアニマを見て、ルイナはどうにかして彼かれの心を癒いやしてあげたいと思った。

　アニマはルイナたちをゴブリンの魔の手から救ってくれたし――そうでなくとも悲しい目をしている彼を放っておくことはできなかったのだ。

　アニマの心の傷が癒いえるまではそばにいよう。そう考え、『もしよければ屋敷で暮らしませんか？』と切り出すタイミングをうかがっていた。

　そんなとき、アニマに結婚を申しこまれたのだ。
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　予想すらしていなかった申し出に、ルイナは心の底から戸惑った。正直言うと、最初は夫婦になるのではなく、友達からお願いしようと思っていた。

　だが、アニマの話を聞いて考えが変わったのだ。

　アニマはルイナだけではなく、子どもたちのことも心から愛してくれると語ってくれた。過去、ルイナに求婚してきた男たちは、子どもたちのことを邪じや魔ま者もののように見ていたが、アニマは子どもたちを邪魔者扱あつかいするどころか、心の底から歓かん迎げいしてくれたのだ。それが嘘うそ偽いつわりのない本音であることは、彼の目を見ればわかることだ。

（まさか、こんなに素す敵てきなひとと巡めぐり会あえるなんて……）

　ルイナは幼い頃から父のような強くて優しいひとに憧れていた。

　アニマは、ルイナがずっと憧れていた理想の男そのものだった。

　そんなひとに熱く口説かれ、好きにならないわけがない。

　子どもたちを魔物の脅きよう威いから守れるほど強く、血の繋つながりのない子どもたちを我わが子このように愛してくれるほど優しいアニマとなら、幸せな家庭を築くことができる。そう確信できたからこそ、ルイナはアニマと結婚しようと決めたのだ。

　ルイナの思い描く『幸せな家庭』は、アニマと同じく『笑顔の絶えない家庭』である。そんな家庭を築くためには、まずはアニマを笑顔にしなければならない。

　アニマはルイナの夫であり、家族なのだから。

（私の料理、お口に合うといいんだけど……）

　アニマに美味おいしいと言ってもらえることを期待しつつ、ルイナは炊事場へと向かうのであった。




◆




　マリーのあとを追いかけて屋敷を訪おとずれたアニマは、ぎしぎしと軋きしむ板いた敷じきの廊ろう下かを進み、食堂にやってきた。

　古びたテーブルのまわりには四脚の椅い子すが並んでいる。そのうちの一脚は使い古され、ぼろぼろになっていた。

　あの椅子に座すわると壊こわしてしまいそうだ。

「……どこに座ってもいいのか？」

　アニマはマリーに怖々と話しかける。

　先ほどまではルイナがそばにいたが、いまはアニマとふたりきりだ。不安になり、急に泣きだす怖れもある。できる限り優しく話しかけたが、それでも怖がらせてしまったかもしれない。

　そう不安に感じていたアニマだったが、

「まりー、ぱぱのおとなりがいい！」

　無垢な笑みを向けられ、アニマは心の底から安あん堵どした。

「俺も……パ、パパも、マリーのとなりがいい」

　アニマはたどたどしくそう言うと、マリーのとなりの椅子に座る。

「……マリーは、何人家族なんだ？」

　マリーが上手に椅子に座れたのを見届けてから、アニマはたずねた。

　椅子は四脚しかないし、多くても四人家族なのだろう。だとするとアニマはあとふたり、家族の顔を見ていないことになる。

「まりーとね、ままとね、みゅけおねーたん！」

「ミュケおねーたん……姉か？」

「うん！　あとね、ぱぱ！」

　びしっと顔を指さされ、アニマは感動する。

　自分のようなバケモノを、マリーは家族として歓迎してくれたのだ。

　マリーの期待に応こたえるためにも、立派な父として振る舞まわなければ！

（立派な父親がどういうものかはわからないが……最悪な父親ってのは、あいつみたいな奴やつのことだよな）

　アニマの父は女といちゃつくことを最上の喜びとしていた。ひとりの女を愛するのではなく、女とみれば手て当あたり次し第だいに愛するのだ。女たちも、口が達者な父といちゃつくのを楽しんでいるようだった。

　そのせいでアニマはないがしろにされ、寂しい日々を過ごすことになったのだ。愛いとしいマリーに寂しい思いをさせないためにも、ルイナを独どく占せんするわけにはいかない。

　アニマは家族みんなを愛するのだ。

　父を反面教師にすれば、立派な父親になれるはずである。

「お待たせしました～」

　アニマが父親としての振る舞い方を模も索さくしていたところ、ルイナが大おお鍋なべを運んできた。とろみのある白く濁にごったスープに細かく刻まれた野菜が沈しずんでいる。すぅっと息を吸うと、食欲をそそる甘あまい香かおりが鼻び腔こうをくすぐってきた。

　魔物の丸焼きばかりを食べてきたアニマにとって、それはひさしく目にしていなかった『料理』であった。

「お野菜たっぷりのシチューです。たくさん食べてくださいねっ」

　木き彫ぼりの深皿にたっぷりとスープを注ぎ、ルイナが向かいの椅子に腰こしかけた。

　ということは、ぼろぼろの椅子に座るのは残るひとり――『みゅけおねーたん』ということになる。

　子どもをぼろぼろの椅子に座らせるわけにはいかないし、ミュケが来たら席を譲ゆずろう。

「ミュケはどこだ？」

「ミュケを知ってるんですか？」

「さっきマリーに教えてもらった。寝ねているのか？」

　たずねると、ルイナはわずかに表情を曇くもらせる。

「ミュケは……」

「みゅけおねーたんはね、おでかけしてるの！」

「出かけてるのか」

　ルイナが顔を曇らせたのは、ミュケがいなくて寂しいからだろう。

　アニマとしても、早くミュケの顔を見たかった。ミュケに父として認めてもらい、家族四人で賑にぎやかに暮らしたいのだ。

「ミュケが帰ってくるのは、来週頃になります。帰ってきたら、紹しよう介かいしますね」

「ミュケに会うのが楽しみだ。……ところで、もう食べていいのか？」

「はいっ。お口に合うといいんですけど……」

「ルイナの手料理だ。美味うまいに決まっている」

　アニマは待ちきれないとばかりにスプーンを握にぎり、さっそく食事に取りかかろうとする。

「あーっ！　いただきますしなきゃ、めっ、だよ！」

　マリーに叱しかられ、アニマは慌あわててスプーンをテーブルに戻もどした。

「……俺はどうすればいいのだ？　いただきますとは、いったい……？」

「いただきますはね、こーだよ！」

　マリーがパチンと手を合わせた。

「いただきます！」

　元気な声を張り上げると、アニマをじぃっと見つめる。

「ぱぱ、できる？」

「……こうか？　いただきます」

　自信なさげに手を合わせると、マリーがにっこり笑う。

「わあっ！　ぱぱ、おじょーず！　まま、みた？　ぱぱ、おじょーずだったよ！」

「はい、見ましたよ。アニマさん、上手にいただきますできましたね」

「まりーもだよ！　まりーもいただきますできたよ！」

「マリーも上手にできましたね」

「えへへー」

　嬉しそうに笑い、マリーはスプーンでスープをすくうと、小さな口に運んだ。

「おいちー！」

　ほっぺに手を当て、目を細めるマリー。その姿を見て、ルイナは幸せそうにほほ笑んだ。

「よかった。たくさん食べてくださいね」

「たべる！　……ぱぱ、もぐもぐできる？」

「もぐもぐ？」

「スプーンを使えるかって聞いてるんですよ」

「なるほど。スプーンは使えるが……というか、いまのでよく理解できたな」

「私はマリーのママですから」

「そうか。ならば俺もパパとして、早くマリー語を理解できるようにならないとな」

「ぱぱ、もぐもぐできる？　あーん、してあげるよ！」

「あーん……とは、いったいなんだ？」

　考えてみたが、わからなかった。

「マリーが食べさせてくれるそうですよ。あーん、って口を開けてください」

「なるほど。では、あーんしてくれ」

「はーい！」

　マリーはスプーンでスープをすくい、

「あーん！」

　と、アニマの口に近づけてくる。

　アニマはあーんと口を開け、ぱくりと食べる。

「――っ！」

　ほかほかと湯気を放つスープを口に含ふくんだ瞬間、甘い風味が口いっぱいに広がった。

　とろっとした甘みの濃こいスープが舌の上を這はうように喉のどの奥おくへと流れていき、ほのかな野菜の香りが後を引く。

　刺し激げきのない優しい味付けだったが、アニマにとっては衝しよう撃げき的てきな味だった。その味わいにアニマが呆ぼう然ぜんとしていると……

「……お口に合いましたか？」

　ルイナが不安げに見つめてきた。

　はっと我に返り、アニマはこくこくとうなずく。

「俺、ルイナの手料理が好きだ」

　ルイナの顔がぱあっと華はなやいだ。自分の言葉で愛する妻が笑顔になってくれたことが、アニマは泣きたくなるほど嬉しかった。

「よかったですっ。たくさんありますから、いっぱい食べてくださいね！」

「まりーも！　まりーもいっぱいたべる！」

「はいっ。マリーもたくさん食べてくださいね！」

　にこやかにそう言うと、ルイナはシチューを食べ始めた。アニマは食事の手を休めると、その姿をじっと見つめる。

「……私の食べ方、変ですか？」

　アニマは首を振る。

「でしたら、どうして見てるんですか？」

「ルイナを見るのが嬉しくてな。こんなに優やさしい目をしたひとが俺の嫁よめになってくれたんだと思うと、幸せすぎて涙なみだが出そうになるんだ」

　ルイナの頬が、じんわりと赤らむ。

「そ、そうですか。……じゃあ、私も見ていいですか？」

「俺の顔を？」

「はい。こんなに優しい目をしたひとが、私の旦だん那な様さまになったんだと思うと、幸せすぎて泣いちゃいそうです」

「俺おれの目が、優しい……？」

　アニマは目つきの悪さのせいで兄弟からも見放されたのだ。だというのに、ルイナにはアニマの目つきが優しげに見えるのだろうか。

「俺の目つき、怖こわくないのか？　睨んでいるように見えないか？」

「たしかにアニマさんはつり目がちですけど、睨んでいるようには見えませんよ。それによく見ると瞳が潤うるんでて、なんだか可愛かわいいです」

「そ、そうか……。嬉しいが、なんというか……照れるな……」

「ふふ。仕返しです」

　いたずらっぽくほほ笑まれ、アニマは顔が火ほ照てってしまう。嬉しさと照れくささが押し寄よせてくるのだ。

　愛しい家族にもっと幸せになってもらうためにも、できる限りのことをしなければ。

「ルイナは、このあとなにをする予定なんだ？」

「このあとはお皿を洗って、お風ふ呂ろの準備をして、マリーをお風呂に入れて、寝かしつけます。あと、夜のうちに洗せん濯たくの準備をしておきます」

「俺に手伝えることはないか？」

「でしたら、食事が終わったらマリーをお風呂に入れてくれますか？　そのあいだ、私は洗い物をしますから」

「風呂に入れるというのは、具体的にどうするんだ？」

「一いつ緒しよに湯船に浸つかってマリーを見守ってあげてください。マリーは、お風呂で遊ぶのが大好きですからね。目を離すと、溺おぼれたり、のぼせたりしますから」

　アニマの手に、マリーの安全がかかっているというわけだ。

　責任重大だが、ルイナはアニマを信しん頼らいしているからこそ、マリーの世話を任せてくれたのだ。なんとしてでもやり遂とげてみせる。

「わかった。風呂は俺に任せてくれ」

「助かりますっ。じゃあ、食事が終わったらすぐにお風呂の準備をしますね」

「風呂の準備はどうやるんだ？　大変そうなら俺も手伝うが……」

「今日はもう水を溜ためてますから、あとは火を起こして温めるだけですよ。最近は暖かくなってきましたけど、水みず風ぶ呂ろだとマリーが風邪かぜを引くかもしれませんからね」

　水を張って火を起こして風呂を焚たく――。風呂の仕組みはアニマの世界と同じらしい。似通った文化があるのなら、この世界での暮らしにも早いうちに慣れそうだ。

「風呂水はルイナが溜めたのか？」

「はい。庭に井い戸どがありますからね」

「そうか。ならば水みず汲くみは明日から俺の仕事だな。力仕事はすべて俺に任せるといい」

「アニマさんは優しいですね。召しよう喚かんに応じたのがアニマさんで、本当によかったです。私、怖いひとだったらどうしようって思ってました。言うことを聞かせることはできますけど、一度の命令に、どれくらいの魔ま力りよくを必要とするかはわかりませんし……」

「言うことを聞かせるとは、どういう意味だ？」

　ルイナは首に下げたペンダントを手に取り、真剣そのものの顔で言う。

「私はこの魔石で、アニマさんを召喚しました。魔石というのは――」

　ルイナが言うには、この世界の魔物は死ぬと水すい晶しようを遺のこして消しよう滅めつするらしい。

　その水晶を魔石と呼ぶらしく――魔石に魔力を流すことで、魔物の力を再現することができるのだとか。

「たとえば」

　と、ルイナが右手をかざす。右手の薬指には、小さな水晶つきの指輪がはめられていた。

「この水晶は、ファイアリザードの魔石です。私の魔力は微び弱じやくですし、安物の魔石なので火力は弱いですけど……とにかくこれを使えば、火を起こすことができるんです」

　火力はともかく、ルイナは簡単に火を起こせるというわけだ。

　火起こしも手伝おうと思ったが、安全のためにもルイナに任せたほうがよさそうだ。

　アニマたち魔族は、〈火〉〈土〉〈水〉〈風〉に関する魔ま法ほうを使うことができる。なにかひとつに秀ひいでている者もいれば、すべてを使いこなせる者もいるのだ。

　そしてアニマは、〈火〉と〈土〉の魔法を使うことができた。土の強度を高めることで頑がん丈じような家を建てることもできるし、瞬しゆん時じに森を焼き尽つくすほどの炎ほのおを放つこともできる。

　が、アニマは一〇〇年もの修しゆ行ぎようを経へて、筋力と魔力の両方を鍛きたえたのだ。火力を誤れば家ばかりか国ごと焼いてしまう怖れがある。

　家族の安全のためにも、火の取とり扱あつかいはルイナに一任したほうがいいだろう。

「あと、驚おどろくかもしれないのでいまのうちに話しておきますけど……ファイアリザードの魔石を使ってるあいだは、しっぽが生えます」

「しっぽが？」

「はい。魔石のなかには魔物の力を再現する際、魔物の特とく徴ちようが身体に現れるものもあるんです」

　それを聞き、アニマは急に不安を感じた。

　ルイナはアニマのツノを『魔石によって生み出されたもの』だと勘かん違ちがいしているのではないか。

　アニマのツノが自前だとわかると――アニマが異形だとわかると、怖がるのではないか。

　いまのうちにツノを折ったほうがいいのではないか。

「……ルイナは、ツノのある男は嫌いか？」

　その一言でアニマの心中を察したらしく、ルイナは優しげに首を振った。

「私は、強くて優しいアニマさんを好きになりました。見た目は関係ありません。だから、いまのままのアニマさんでいてほしいです」

　感動のあまり、上手うまく言葉が出てこなかった。

　ルイナは、ありのままのアニマを受け入れてくれたのだ。こんなにも素敵な女性と巡り会える日が訪れるとは……。昨日の自分に教えても、信じてはくれないだろう。

「俺、ルイナと出会えて本当に幸せだよ」

「私もです。災さい滅めつ獣じゆうの魔石で、まさかアニマさんみたいな優しい方が召喚されるとは思いませんでした」

「災滅獣というのは、その魔石のもととなった魔物のことか？」

「はい。災滅獣は使い魔を召喚して、使し役えきする力を持っていたらしいのです。異界出身のアニマさんとこうしてお話しできるのは、使役するために意思疎そ通つうを図はかる必要があるからなんですよ」

　ルイナの言葉が理解できるのは、魔石の力というわけか。

「それだけ聞くと、災滅獣はいい奴のように思えてくるな」

「とんでもありません。災滅獣はたくさんの使い魔を率いてこの世界を荒あらしまわったと聞いています。竜をはじめとする使い魔を倒し、災滅獣を討とう伐ばつするのに、多くの犠ぎ牲せい者しやが出たと伝え聞いています」

　だとすると、災滅獣は正しよう真しん正しよう銘めいのバケモノだ。

「伝え聞いたということは、ルイナは直接見たことがないのか？」

「災滅獣は、三〇〇年前に猛もう威いを振るった魔物ですからね。当時は戦争がありましたが、災滅獣を倒すために力を合わせたことで、国同士の争いはなくなったんですよ」

「なるほどな。その災滅獣を倒したのが、ルイナの先祖というわけか」

　ルイナは災滅獣の魔石を持っているのだ。

　ルイナの先祖が災滅獣を倒し、魔石を手に入れたということだろう。

　ルイナはうなずき、

「スカーレット家の人間は、再び災滅獣のような脅威が訪れたときのために、この魔石に魔力を溜めてきたのです。ですので、個人的な理由で使っていいものではないのですが、使わないわけにはいきませんでした」

　ルイナは魔物に襲おそわれていたのだ。マリーを守るため、魔石を使わざるを得なかったのだろう。そしてルイナは、個人的な理由で魔石を使ってしまったことに罪の意識を感じているらしい。

　アニマが理想とする家庭は、笑え顔がおの絶えない家庭だ。

　夫として、ルイナの不安を消し飛ばしてあげなければ。

「災滅獣みたいな脅威が訪れても、俺が倒たおすからな。ルイナは正しい使い方をしたんだ。気にすることはない。それに俺はルイナのためならなんでもする。だから、わざわざ命令なんてしなくていい。マリーを風呂に入れるのも、寝かしつけるのも、俺に任せてくれていいからな」

「ぱぱ、いっしょにおねんねするの？」

　もぐもぐと一いつ生しよう懸けん命めいに口を動かしていたマリーが、嬉しそうに顔を上げた。

「マリーとルイナがよければだがな」

「ぱぱとままといっしょがいい！」

「私も一緒に寝ますよ。アニマさんに寝ね顔がおを見られるのは、少し恥はずかしいですけど……夫婦は一緒に寝るものですし、そもそも我が家やにベッドはひとつしかありませんからね」

「そうなのか？　立派な家だし、部屋もたくさんありそうだが……」

「部屋はありますけど、お金に換かえられそうな家具はほとんど売ってしまいましたからね。そうでもしないと、生活できないんです」

　ぼろぼろの椅子は、売り物にすらならなかったというわけか。

「あっ、だけど食べ物には困りませんよ？　畑がありますからねっ！」

　暗い雰ふん囲い気きを吹ふき飛とばすようにルイナは明るい声を響ひびかせた。するとマリーが負けじと元気な声を出だす。

「まりーね、いっぱいおてつだいしたよ！」

「そうか。マリーは小さいのに偉えらいな。何なん歳さいなんだ？」

「えっとね、さんさい！」

「三歳か。ほんとに生まれたばかりなんだな。ルイナは……一〇〇歳くらいか？」

「一〇〇!?　あ、あの、私……そんなにおばあちゃんに見えますか？」

「いや、若々しいが……では八〇歳くらいか？」

「八〇もおばあちゃんです！　私、こう見えて二〇歳なんですけど……」

「二〇？　俺と一〇〇歳以上も離はなれているのか？」

「私たち、そんなに歳の差あるんですか!?　……アニマさん、おいくつなんですか？」

「一三〇くらいだ」

「私より年下だと思ってましたけど……見かけによらず、おじいちゃんなんですね」

「俺がいた世界では、一三〇歳は働き盛りだ。だからルイナの仕事を手伝わせてくれ」

「助かりますっ。じゃあ、明後日から畑仕事を手伝ってください」

「ん？　明日は畑仕事しなくていいのか？」

「明日は午前中に家事を終わらせて、午後はアニマさんにガラートの町を案内します」

「おでかけするの？　まりーも！　まりーもおでかけがいい！」

「はいっ。三人でお出かけしましょうねっ」

「やったー！　ぱぱ、だっこがいい！　だっこでおでかけがいい！」

「もちろんだ。だっこはパパに任せておけ」

　明日、アニマは娘むすめをだっこして、嫁よめとお出かけできるのだ。そう考えただけで、幸せがこみ上げてくる。

　そうして明日を楽しみにしつつ、アニマは世界一美味おいしい嫁の手料理を頬ほお張ばるのだった。




◆




　アニマがルイナに結けつ婚こんを申しこんでいた頃――。

　ガラートの町に佇たたずむ屋敷にて、彼は戸と惑まどうように顔を歪ゆがめていた。

　もっさりとした茶ちや髪ぱつを肩かたまで伸のばした、三〇半ばほどの男である。土気色の肌はだに脂あぶら汗あせを滲にじませ、青あお髭ひげに覆おおわれたあごをわなわなと震ふるわせている。

　屋敷の主――クレインであった。

「い、いったいどうなってるんだ！」

　紫むらさき水ずい晶しようのはめこまれた杖つえを壁かべに投げつけ、クレインは苛いら立だたしげに髪かみをかきむしる。




「オレのゴブリンが一いち撃げきでやられるなど……そんなバカなことがあってたまるか！」




　クレインは多くの魔石をコレクションしている。

　そのなかでも希少価値が高い魔石を――土くれのゴブリンを生み出して意のままに操あやつるゴブリンキングの魔石を用いて、ルイナを襲ったのだ。

　突とつ発ぱつ的てきに襲しゆう撃げきを決めたわけではない。クレインはかねてよりルイナを襲うつもりでいた。それゆえクレインは準備を怠おこたらなかった。

　よほどの目め利ききでもない限りはパッと見ただけで魔石の効果を察することはできないが、万が一ということもある。

　ゴブリンキングの魔石を使っているところを誰だれにも見られないようにクレインは深夜に森へ赴おもむき、土くれのゴブリンを生み出した。

　さらに襲撃を邪じや魔まされないようハンター資格を持つミュケを屋敷から遠ざけ、ルイナの逃にげる体力を奪うばうため、彼かの女じよが畑仕事を終えるまでゴブリンを森に待機させた。

　そうしてゴブリンの目を通して襲撃の条件が整ったのを確かめてから、ゴブリンに柵さくを破は壊かいさせ、ルイナを襲ったのだ。

　計画は完かん璧ぺきだった。

　だが、予想外の事態が起きた。

　ふいに目の前が赤く染まり、白髪男が現れたのだ。

　クレインの目的は、ルイナと子どもを痛めつけ、魔ま物ものに対する恐きよう怖ふ心しんを植えつけることだった。ふたりを殺すのは計画に含まれていなかった。

　だが、白髪男は違ちがう。

　どこの誰かは知らないが、目の前でひとが死ねば、ルイナに魔物に対する恐怖心を一層植えつけることができると考え、殺すことにしたのだ。

　クレインの生み出したゴブリンは、野生のそれより遙はるかに強い。土くれのゴブリンには岩石を砕くだくほどの力が備わっていたのだ。生身の人間ならば一撃で肉にく塊かいにできる……はずだった。

　だが、白髪男は平然としていた。

　身体に傷がつかず、それどころか痛がる素そ振ぶりすら見せず、土くれのゴブリンは一撃で破壊されてしまったのだ。

　頭部に牛のようなツノを生やしていたし、おそらく身体能力を強化するミノタウロスの魔石を使っていたのだろうが、それにしても強すぎる。

「まさか、あんな邪魔者が現れるとは……」

　不測の事態に、クレインは焦あせっていた。

　土くれのゴブリンでひとを殺したのは一度や二度ではないのだ。不意打ちとはいえ国と契けい約やくを結ぶほどのハンターを殺したこともある。

　抵てい抗こうする術を持たないルイナを痛めつけることなど失敗するほうが難しいのだ。それがまさかこのような結果に終わるとは……。

「だ、だが、痛めつけることはできなかったが、ルイナはたしかに恐怖していた……」

　土くれのゴブリンには、視覚はあっても聴ちよう覚かくはない。

　ルイナの悲鳴を耳にすることはできなかったが――青ざめた顔はゴブリンの目を通してはっきりと見ることができた。

　クレインに与あたえられた任務は、ルイナに恐怖を与えること。前まえ触ぶれなく魔物に襲われたことで、ルイナは『家族が魔物に殺されるかもしれない』という恐怖に苛さいなまれるはず。

　貧しい生活を送るルイナにハンターを雇やとう資金はなく――ゆえに彼女は恐怖を和やわらげる術を持たないのだ。

　ルイナが魔物の恐怖から解放される術は、ただひとつ。

　圧あつ倒とう的てきに強い男と結婚して、一生守ってもらうことだ。

　その強者が金持ちならば、極ごく貧ひん生活からも脱だつ却きやくできる。

　子どもを愛するルイナなら、喜んで嫁よめ入いりするはずだ。

　つまるところクレインは、無事に任務を果たしたのだ。

　任務に失敗すれば雇い主ぬしに仕置きされるところだったが――見事任務を果たした以上、たんまりと報ほう酬しゆうが手に入る。

　金さえあればなんでもできる。

　美女を抱だき、

　美酒を飲み、

　美食を味わい尽くすことができるのだ。

「オレは任務を果たしてみせた！　マルシャン様もお喜びになるに違いない！」

　クレインは褒ほう美びを楽しみにしつつ、雇い主のマルシャンに結果を報告するのであった。







《　第二幕　魔ま王おう、混浴する　》







　それは何年も前のこと――。




　その日、アニマは寂さびれた町を訪れていた。

　土が剥むき出しになった通りには、ちらほらとひとの姿が見える。

　アニマはまともにひとを見るのはひさしぶりだった。なにせ町を訪れればたちどころに騒さわぎとなり、人々は死しに物もの狂ぐるいで逃げだすのだから。

　だが、今回は違う。

　アニマは大きなフードで顔をすっぽり隠かくしているのだ。これはこれで目立つが、素す顔がおを晒さらすより遙かにマシだ。

（正体がばれないよう、迅じん速そくに目的を果たさなければ）

　アニマが顔を隠してまで町を訪れた目的は、ふたつある。

　ひとつは酒を飲むこと。

　もうひとつは、この近辺で悪事を働く『アニマ盗とう賊ぞく団』を壊かい滅めつさせることだ。

（まったく。なにがアニマ盗賊団だ。ふざけやがって）

　その名の通り、アニマ盗賊団はアニマが立ち上げた盗賊団ということになっているが、アニマに盗賊団を立ち上げた覚えはない。

　つまりアニマ盗賊団は、アニマの名を騙かたって悪事を働いているのだ。

　魔王と称しようされるアニマの名を出すことで、相手は抵抗せずに金品を差し出す。盗賊団は、労せずに大金を手にできるというわけだ。

　アニマ盗賊団のせいで、アニマの悪評はますます高まっている。そのせいで必要以上に怖がられ、家族との幸せな生活が遠のいているのだと思うと、はらわたが煮にえくりかえる思いだった。

　とはいえ、アニマ盗賊団にも利用価値はある。

　盗賊団を倒して誤解を解けば、アニマは英えい雄ゆうになれるのだ。

　アニマが善行を働いたという話が広まれば、悪い噂うわさは消えるかもしれない。

　それを期待して、アニマはこの町へやってきたのだ。

　問題は、アニマは盗賊団の顔を知らないことだ。

　そこで酒場を訪れ、ひさしぶりに酒を味わいつつ聞きこみをすることにしたのであった。

「酒をくれ」

　そうして古びた酒場を訪れたアニマは、カウンターにつくなり店主に告げた。

　フードを被っているため足もとしか見えないが、話し声は聞こえてこない。店は静まりかえっているし、アニマのほかに客はいないようだ。

　まあ、無理もない。アニマ盗賊団がうろついているのに、のんきに酒を飲んでいる場合ではないのだろう。

　早くアニマ盗賊団を壊滅させて、町の人々を救わなければ。

「……どの酒だい？」

　と、しわがれた声が返ってくる。

　手元しか見えないが、声からして年寄りのようだ。驚かせると心臓麻ま痺ひで死んでしまうかもしれないし、正体がばれないように気をつけなければ。

「一番安い酒を頼たのむ」

　世間的には強ごう奪だつにつぐ強奪で大金を持っていることにされているが、アニマは手持ちが少ないのだ。

「……はいよ」

　と、カウンターにグラスが置かれた。

　アニマはグラスを手に取ると……その姿勢のまま固まった。

（……しまった。飲めない）

　いま気づいたが、酒を飲めば顔を上に向けることになる。つまり、顔を見られることになるのだ。

　しかし飲まなければ店主に怪あやしまれてしまう。

「……どうしたんだい？　の、飲まないのかい？」

　さっそく怪しまれる。

　アニマはどうしたものかと頭を悩なやませ、ふと名案を思いついた。

「……おっと。金が落ちてしまった」

　わざとらしく床ゆかに硬こう貨かを落とす。

　グラスを手にしたまましゃがみこみ、カウンターの陰かげに隠れてぐいっと飲む。

（あー……美味いな。家族と飲んだら、もっと美味いんだろうな……）

　ひさしぶりの酒を味わったアニマは、カウンターに空のグラスを置き、いよいよ店主に聞きこみをしようとした――そのとき。

「ひぃぃい！」

　店主が悲鳴を上げ、カウンターから飛び出した。椅い子すに蹴け躓つまずきつつ大おお慌あわてで店をあとにする。

「……何事だ？」

　まさかアニマ盗賊団が出たのだろうか。

　アニマは素す速ばやく視線を巡めぐらせるが、店には誰もいなかった。

　つまり店主は、アニマに怯おびえて逃げたということになるが……

（俺、正体ばれてなかったよな？）

　正体がばれていたら、接客などせずに逃げていたはずだ。カウンターの陰に隠れて酒を飲んだときも顔は見られなかったはず。

　なのになぜ店主はいまになって逃げだしたのか。




「ぎゃはははは！　ざまあねーな！　これでてめーはおしまいだぜ！　なぁ、極ごく悪あく非ひ道どうのアニマさんよォ！」




　アニマが困こん惑わくしていると、店内に巨きよ漢かんが踏ふみこんできた。

　男は嘲あざけるような高笑いを響かせ、勝かち誇ほこるように叫さけぶ。

「なにせてめーは、猛もう毒どく入りの酒を飲んじまったんだからなァ！」

「……猛毒入りの酒？」

　ほうけたような顔のアニマに、男はますます調子づく。

「そうさ！　オレ様の情じよう報ほう網もうを駆く使しすればてめーの動向を探さぐるなんざ朝飯前だからなァ！　つってもオレ様はてめーを殺すのに反対したんだぜ？　てめーのおかげでかなり稼かせがせてもらったからなァ！　だが、アニマが来ると知った町の連中に『アニマを殺してくれ』と頼まれてよ！　大金を積まれちゃ引き受けねえわけにはいかねえよなァ！　ま、てめーを殺せばオレ様は英雄になるからなァ！　英雄になれば金のほうから転がりこんでくるぜ！　つーわけでオレ様のために死んでくれや！　つってもオレ様が手を下すまでもねえがな！　そろそろ痩やせ我が慢まんも限界だろ？　なにせてめーが飲んだ毒は、死の砂さ漠ばくにのみ棲せい息そくする、ポイズンスコーピオンから抽ちゆう出しゆつした世界最強の猛毒だからなァ！」

　勝利を確信したことで、男は饒じよう舌ぜつになったのだろう。

　長ったらしい話を要約すると――男の正体はアニマ盗賊団であり、町ぐるみでアニマの毒殺を企くわだてたらしい。

「ポイズンスコーピオンとは……ねっとりとした味の魔物のことか？　噛かめば噛むほど、口のなかがネバネバする、あの……」

「そうさ！　ねっとりとした味の……って」

　男の顔から、さぁーっと血の気が引いていく。

「……まさかてめー、喰くったのか？　ポイズンスコーピオンを喰っちまったのか!?」

「死の砂漠には、あれしか食い物がなかったからな」

　一〇〇年にわたる修行も佳か境きように差しかかった頃ころ、アニマは一度足を踏み入いれれば二度と生きては出られないと怖おそれられている死の砂漠を横断したことがある。

　その際に主食としていたのがポイズンスコーピオンだ。

　あらゆる魔物を食べてきたため毒耐たい性せいがついていたらしく、アニマは死ぬどころか腹痛すら感じなかった。

　酒にちょろっと混ぜたくらいで死ぬわけがないのだ。

「こ、このバケモノが！　だ、だが、少しは効いただろ!?」

「少しも」

「嘘うそだ！　少しは効いたはずだ！　弱ったてめーにオレ様の魔法をぶつければ、てめーはおしまいだ！　なあ、そうだろ!?　毒、効いただろ!?　なあ、実は効いてんだろ!?　おい、痩せ我慢してんじゃねえ！」

「効いてないと言ってるだろうが！」

　アニマはそのへんにあった椅子を掴つかんでぶん投げた。椅子の直ちよく撃げきを喰らった大男は壁を破って外へ吹っ飛び、ぴくりとも動かなくなる。

　崩壊した壁の外には、人だかりができていた。魔王アニマの死を見届けようと思ったのだろう。

　店内に佇むアニマを見るなり、彼かれらは顔面蒼そう白はくになる。

「ぎゃあああああああああああああああああああああああ！」

「い、いい生きてたあああああああああああ！　アニマが生きてるぞおおおおおおお！」

「に、逃げろおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「お、女子どもを隠せ！　早く！」

「隠したところで無む駄だだ！　町を焼き滅ほろぼされるだけだ！　町を捨てるしかない！」

「待て！　逃げるな！　俺の話を聞いてくれ！　俺はアニマ盗賊団を倒し――」

「ぎゃあああああああああああ！　アニマが追ってきたぞおおおおおおおおおおお！」

「ママああああああああ！　ママああああああああああああ！」

「な、泣かないでくれ。俺は怖くないぞ！　ほ、ほら、べろべろばー！」

「ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

「いやああああああああああ！　うちの子が！　うちの子があああああああ！」

「ママああああああああああああああああああああああああ！」

「ち、違う！　誤解だ！　頼むから俺の話を聞いてくれ！　俺を怖がらないでくれ……」

　と、自分の無害さを必死に訴うつたえかけたものの、アニマの言葉に耳を傾かたむける者はひとりもおらず――……




◆




　そこで、アニマは目を覚ました。

　真しん紅くの瞳ひとみに木目調の天てん井じようが飛びこんでくる。

　壁には似顔絵がべたべたと貼はられ、小窓からは爽さわやかな日差しが差しこみ、どこからか小鳥のさえずりが聞こえてくる。

「……夢か」

　夢といっても、すべて現実に起きたことだ。

　けっきょくアニマの言葉に耳を貸す者は現れず、自分がいかに無害かを訴えかけている間に町はもぬけの殻からとなり、アニマが町を乗っ取ったという噂が広まったのである。

　あのときは本気で悲しんだが、いまとなってはどうでもいいことだ。

　アニマはついに家庭を築けたのだから。

　これから先の人生は、愛する家族と幸せな日々を過ごすのだ。

「……む？」

　愛する家族の寝顔を見て幸せを実感しようと思ったが、ベッドにルイナの姿はなかった。とはいえ、アニマが愛しているのはルイナだけではない。

　シーツをめくると……マリーがアニマのお腹なかにしがみついて寝ね息いきを立てていた。体温が服越ごしに伝わり、アニマの心を温めてくれる。

　安あん眠みんしているマリーを見ていると、胸の内から幸福感が湧わいてきた。

　かつて住んでいた世界にアニマを好きになってくれる人間はひとりもいなかったが――この世界には少なくともふたりいる。

　そんな愛する家族と町に出かけるのだ。昨日は楽しみでなかなか寝ねつけなかった。ただ、お出かけは楽しみだが、ひとつだけ不安なことがある。

（この世界の住人は、俺を受け入れてくれるのか？）

　この世界にはアニマの怖ろしい噂は存在しないが――アニマは目つきが悪く、おまけにツノが生えているのだ。

　ツノに関しては『魔ま石せきを使っている』と解かい釈しやくされるかもしれないが……目つきの悪さはどうしようもない。

　ルイナとマリーはアニマを愛してくれたが……町の人々はどうだろうか。もしアニマを怖がれば、ルイナたちはつらい思いをすることになる。

　――あんな男を夫にするなんて。

　――マリーちゃんのパパ怖いね。

　などと後ろ指を指されるかもしれない。

　自分のせいで家族がつらい思いをするなど、あってはならないことである。念のため、フードで顔を隠したほうがいいかもしれない。

　さておき。

（そろそろ起きないとな）

　ルイナは起きているのだ。きっと家事をしているはず。ルイナの負担を減らすためにも、家事を手伝わなければならない。

「……マリー。もう起きる時間だぞ」

　アニマは仰あお向むけのまま、遠えん慮りよがちに声をかける。

　しばらく起きそうにないが、目覚めたときに誰もいないとマリーは不安になるだろう。それにマリーをひとりにするのは危険だ。

　アニマたちを探そうと窓から身を乗り出して落ちてしまうかもしれないし、ベッドから転げ落ちるかもしれないのだから。

　しかし、気持ちよく眠ねむっている娘を起こすのは気が引けるため、アニマは控ひかえめに声をかけることしかできなかった。

「……んむ。まだねむねむなの」

　脳みそがとろけるような可愛かわいい声に、アニマは頬ほおを緩ゆるめてしまう。

「しかし、もう朝だぞ。……起きれるひとー？」

「おきゆの……やー」

　昨日は元気に挙手していたのに、マリーはアニマにしがみついたまま離れようとしない。

（俺おれなんかにしがみついてくれるなんて……）

　それはそれで幸せだが、このままではルイナがひとりで家事を終えてしまう。しかし、しつこく声をかけるとマリーはぐずってしまいそうだ。

　マリーには、自主的に起きてもらわなければならない。

　そのためにかけるべき言葉は……

「……今日はお出かけする日だぞ」

　昨日、マリーがお出かけを楽しみにしていたことを思い出し、アニマはぼそっと告げる。どうやらマリーの興味を引けたらしく、

「……おでかけ？　すゆの？」

　そう言って、ゆっくりと顔を上げた。アニマの胸むな元もとにあごをのせて、目をしょぼしょぼさせながら、じぃっと顔を見つめてくる。




「……おいたん、だえ？」




　この瞬しゆん間かんほど、アニマはショックを受けたことがない。

（うそ、だろ……）

　愛する娘がパパと呼んでくれなかった。

　アニマは一夜にしてただのおじさんに降格してしまった。

　家族ではなく、他人になってしまったのだ。

　アニマが絶望していると、マリーはごしごしと目を擦り、ぱあっと顔を輝かがやかせた。

「あーっ！　ぱぱら！」

「パパだぞーっ！」

　アニマはぱあっと笑顔になった。

　マリーは寝ぼけていただけなのだ。だからアニマがパパだと気づかなかった。これから長く寝しん食しよくをともにすれば寝ぼけていてもパパだと気づいてくれるはずだ。

「ぱぱら！　ぱぱがいゆー！」

「いるぞ！　パパはここにいるぞ！　パパのこと好きなひとー？」

「はーい！　まりーのこと、しゅきなひとー！」

「はーい！」

　一いつ緒しよにはしゃいでいると、マリーがじぃっととなりを見て、

「……まま、どこ？」

「さあ、どこだろ。パパと一緒にママを探すひとー？」

「はーい！」

　明るく笑うマリーとともに、アニマは寝しん室しつをあとにする。そのままの足取りで炊すい事じ場ばへ向かうが、ルイナの姿はなかった。

「まま、いないね」

「外にいるかもしれないな」

「おそと！　いこ！」

「ああ。お外に行こう」

　アニマとマリーは外へ向かった。

　屋や敷しきの外は緑に覆われている。

　澄すみ渡わたる空のもと、青々とした芝しば生ふが屋敷を取り囲み、左手には畑と井い戸どが、右手には納な屋やが設けられていた。

　正面玄げん関かんを出るとまっすぐに石いし畳だたみが延び、門から先は土道に変わっている。町へと続く土道の両りよう脇わきには木々が伸び、そよ風に吹かれて木の葉が揺ゆれていた。

「まま、こっちかも！」

　マリーに手を引かれて庭へまわると、ルイナは洗せん濯たく物ものを干していた。

「まま、いた！　ぱぱ、あそこ！　ままいるよ！」

「ああ、いたな。マリーはママを見つけるのが上手だな」

「いーこいーこしてくれる？」

　マリーが期待するように見つめてくる。頭を撫なでてほしそうにしているが……アニマは誰かの頭を撫でたことなどないのだ。力加減を誤ればマリーを傷つけてしまいかねない。

「……いーこじゃないの？」

　悲しげな顔をされ、アニマはためらうのをやめた。やわらかな髪に手を添そえて、優やさしく左右に手を動かす。

「マリーは本当に良い子だな」

「えへへー」

　と、マリーはくすぐったそうに目を細めた。ちゃんと『いーこいーこ』できたようだ。アニマは父親として少し自信がついてきた。

「ふたりとも、朝から仲良しさんですね」

　ルイナがほほ笑えましげに見つめてくる。

　まだ涼すずしいのに、ルイナは汗あせばんでいた。長い髪を動きやすいようにうしろでまとめ、毛先が風に揺れている。

　髪を下ろした姿も色気があって素す敵てきだが、髪をまとめた姿も活発的で可愛らしく見える。どちらにせよ、ルイナはとても魅み力りよく的てきだ。そんなルイナが嫁よめになってくれたのだと思うと、アニマは幸せな心ここ地ちに包まれる。

「まま、おはよ！」

「はい。おはようございます。アニマさんも、おはようございます」

「ああ、おはよう。ルイナは早起きだな。ずっと働いていたのか？」

「休み休みですけどね。ご飯を作って洗濯物を干したところです。アニマさんのおかげで、もう終わってしまいました」

「俺のおかげ？」

「はい。ミュケがいないときは、マリーと遊びながら家事をしてますからね。急にいなくならないか心配で、どうしても手が止まってしまうんです。アニマさんがマリーのそばにいてくれれば、これからも安心して家事ができます」

　ルイナもマリーをひとりきりにさせるのは心配だったらしい。アニマの判断は間ま違ちがってなかったのだ。

　この調子で、これからも立派な父として振ふる舞まえるように頑がん張ばろう。

　もちろん立派な父になるのと同時に、立派な夫にもならなければいけないのだが。

「ルイナの力になれるなら、俺はなんでもしてみせるよ。俺に手伝えることはないか？」

「でしたら、マリーの顔を洗うのを手伝ってあげてください。そのあいだに、私はご飯の準備をしますから。アニマさん、井戸の使い方はわかりますか？」

「まりーしってるよ！　ぐいぐいってするの！　あそこだよ！」

　マリーに手を引かれ、アニマは井戸のほうへ向かう。荒あら縄なわをぐいっと引っ張ると、水を張った桶おけが出てきた。

「わー！　ぱぱしゅごい！　つおい！」

「ああ。パパは強いぞ」

「こわいひと、やっつける！」

「ああ。やっつけてやる」

　愛する家族の敵はアニマの敵だ。誰が相手だろうと排はい除じよする。

　そう心のなかで誓ちかいつつ、アニマは顔を洗う。

　それから食しよく卓たくへ向かうと、テーブルには美味おいしそうな料理が並んでいた。

　小こ鉢ばちに瑞みず々みずしいサラダが盛られ、木き彫ぼりの深皿に注がれた真っ赤なスープからは湯気が立ち上っている。

　見るからに辛からそうな色味だが……刺し激げき的てきな匂においはしない。わずかに酸味の利きいた香かおりが鼻び腔こうをくすぐり、アニマは食欲をそそられた。

「今日はトマトのスープです」

「美味うまそうだな。さっそく食べていいか？」

「はいっ。いっぱい食べてくださいねっ」

「ぱぱ、いただきますできる？」

「さあ、どうだろ。見ててくれるか？　……いただきます」

「ぱぱ、おじょーずっ！　まりーもみてて？　いただきます！」

「上手にできてるな。偉いぞ」

　となりに座すわるマリーの頭を撫でてあげると、嬉うれしそうに頬を緩ませた。そしてルイナを見つめ、マリーは興奮気味に語る。

「まま！　ぱぱね、しゅっごいんだよっ！　ちからもちなのっ！　ぐいーってしたらね、わーってなったの！」

「わあ、そんなことがあったんですね。アニマさんは力持ちですね。これなら、マリーもだっこしてもらえますね」

　マリーの話に驚おどろいてみせつつ、ルイナがにこやかに言う。

「だっこ！　おでかけいつなの？」

「ご飯を食べたら行きますよ」

「やったー！」

　嬉しそうに声を上げ、マリーはサラダをもしゃもしゃ食べる。

　美味しそうに料理を頬張るマリーを見ていると、アニマはお腹が空いてきた。

　そうしてアニマが食事をしようとしたところ、ドンドンとなにかを叩たたくような音が響ひびく。

「誰か来たみたいですね」

「ミュケか？」

「ミュケならノックせずに入ってきますよ。ちょっと見てきますね」

「俺も行く。変な奴やつかもしれないしな」

　魔物が礼れい儀ぎ正ただしくノックするとは思えないが、扉とびらを破壊しようとしている可能性もある。この世界の魔物が弱いことは昨日わかったし、扉を破壊できなくても不思議はないのだ。

　そうして話しているあいだもノック音は絶え間なく響き、アニマたちは玄関へ向かった。




「おお、ルイナ！　無事だったか！」




　扉を開けると、そこには爽やかな笑みを浮うかべた男が佇んでいた。

　ルイナとは父と子ほどの歳の差があるだろう。がっしりとした体つきをした、身なりのいい男だ。琥こ珀はく色いろの髪は綺き麗れいに整えられ、右耳に真紅の耳みみ飾かざりを光らせている。

　男の顔を見た途と端たん、ルイナが表情を硬かたくした。

「メルカトル様……」

「そうかしこまることはない。私のことはマルシャンと呼べばよい！」

　男はにこやかにそう言うと、心配そうにルイナを見つめる。

「ところで怪我けがはしてないか？　実は森のなかにゴブリンが出しゆつ没ぼつしたと聞いてな。急いで駆かけつけたのだ」

「ゴブリンは現れましたが、私と子どもたちに怪我はありません」

「そうか。しかし今回は無事だったとはいえ、その幸運が何度も続くわけではないのだ。孤こ児じたちがこの先どうなるか、心配ではないか？」

　マルシャンは気き遣づかうように発言するが、恐怖心を煽あおっているようにも聞こえた。

　しかし、ルイナは不安そうにすることなく、きっぱりと告げる。

「アニマさんがいるので不安はありません」

　マルシャンが眉まゆをひそめた。

「アニマ？」

「この方です」

　ルイナが脇わきに身を避けると、マルシャンはいま気づいたとばかりにアニマを一いち瞥べつする。アニマのツノに興味を引かれた様子もなく、ルイナに告げた。

「しかし、いつまでもハンターを雇う蓄たくわえはあるまい？　ルイナが私の妻になると言うのであれば、孤児たちは凄すご腕うでハンターに守らせてやろうではないか」

　にこやかに笑っているが、言葉の端々に貧びん乏ぼうな生活を見下すような態度が滲にじみ出でている。

「アニマさんは、お金で雇ったわけではありません。ですので、ご心配には及およびません。それに以前もお伝えしましたが、私は屋敷を出るつもりも、子どもたちと別れるつもりもありません」

「しかし、このまま貧しい暮らしを送るより、私のもとへ来たほうが孤児のためになるぞ。なにせルイナが私の妻になれば、この孤こ児じ院いんは私の保護下になり、孤児たちは毎日贅ぜい沢たくな暮らしができるのだからな。もちろんルイナもだ。服でも化け粧しよう品ひんでも装そう飾しよく品ひんでも、欲ほしいものがあればなんでも買かい与えてやるぞ」

「私のためにそこまでしていただかなくてけっこうです」

　ぴしゃりと断るルイナに、マルシャンはぴくりと頬を痙けい攣れんさせる。

「……どうしても、私の妻にならぬと言うのか？」

　平静を装よそおおうとしている様子だが、声に怒いかりが滲み出ている。

「メルカトル様には、もっと相応ふさわしいお相手がいらっしゃるはずです。私のことは忘れて、どうか素敵なお相手をお探しください」

　きっぱりと求きゆう婚こんを断るルイナに、マルシャンはわなわなと肩かたを震ふるわせた。

「いったい私のなにが不満――」

　バタン！

　アニマは扉を閉めた。

　やり取りを見た限りでは、あの男はルイナの友達ではないようだった。そんな男に家族との団らんを邪じや魔まされたくなかったのだ。

「さて、ご飯に戻もどろう」

　そう言い終わらないうちに扉が開かれた。マルシャンが顔に怒りを滲ませて、アニマを睨にらみつけてくる。

「おい、お前。勝手にひとのうちに上がりこむな」

「貴様、誰だれに口を利いていると思っている！」

　傲ごう然ぜんと怒ど鳴なりかけてくるマルシャンに、アニマは目つきを鋭するどくさせた。

「お前がどこの誰かは知らんが、俺の嫁にちょっかいをかけていることはわかる」

「な、なんだと？　いま、『俺の嫁』と言ったのか？」

「そうだ。ルイナは俺と結けつ婚こんしてくれたんだ。わかったら二度とうちに来るな。もしまた来たら、そのときは容よう赦しやしないからな」

　脅おどすようにそう言うと、アニマは扉を閉めた。

「ぱぱ、やっつける？」

「ああ。また来たらやっつけてやる」

「ぱぱ、つおい！」

「ああ、パパは強いぞ。あんな奴、一いち撃げきで倒たおしてやるからな」

　アニマが力強く告げると、ルイナが不安そうに顔を曇くもらせた。

「だ、だめです。メルカトル様には、けっして手出ししてはいけません。あの方は、国と契けい約やくしているのですから……」

「契約？」

「魔ま物ものと戦い、国民を守る契約です。契約者に手を出すことは、国に手を出すことと同義です」

　マルシャンに手を出すということは、国を危険に晒すということだ。

　そんなことをすれば、アニマは国を敵にまわすことになる。

　かつて住んでいた世界と同じく、大勢を敵にまわし、追われる身となってしまうのだ。

「心配するな。家族に迷めい惑わくをかけるようなことはしないからな」

「私は、アニマさんの心配をしてるんです」

「俺の？」

「はい。メルカトル様は、赤せき竜りゆうの魔石を持っていますから……」

「それは強いのか？」

　ルイナは怖ろしげにうなずいた。

「強いなんて言葉では言い表せません。赤竜は、災さい滅めつ獣じゆうが率いた使い魔のなかでも強力な魔物だったのですから。赤竜の堅けん牢ろうな鱗うろこを破るまでに、多くの方々が犠ぎ牲せいになったと伝え聞いています。それにメルカトル様は、私とは比ひ較かくにならない魔ま力りよくを秘ひめているんです。この国でメルカトル様に勝てるひとは、ひとりもいません」

　魔石の強さは、もととなった魔物の強さに比例する。

　さらに魔力をこめればこめるほど、魔石の強さを引き出すことができるのだ。




　つまりマルシャンは、最強の一角と名高い赤竜と同じ力を持っているのである。




　とはいえアニマは一〇〇年間、強敵と死し闘とうを繰くり広ひろげてきたのだ。いまさら強敵と戦うことに臆おくしはしないが……ルイナを不安にさせるわけにはいかない。

「心配してくれてありがとな。こっちから手を出すことはないから安心してくれ」

　アニマとしても、できれば暴力は振るいたくない。

　よけいな騒ぎは起こさずに、家族と平和に暮らしたいのだ。

「約束ですよ？　アニマさんになにかあったら、私……」

　想像しただけでつらい気持ちになったのだろう。ルイナは心を痛めているような表情で言う。

「ああ。約束する。俺としても、あんな奴に構う時間があるのなら、家族と過ごす時間を大切にしたいからな」

　落ち着いた声で語りかけると、ルイナは安心したように表情を和やわらげるのだった。
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　マリーを抱かかえてガラートを訪おとずれたアニマは、店がひしめく通りをうつむきがちに歩いていた。

　石畳の道を挟はさむように多くの店が建ち並び、賑にぎ々にぎしい呼びこみの声が飛とび交かっている。耳じ朶だを打つのは明るい声ばかりで、いまのところ悲鳴は聞こえてこない。

「……なあ、誰も俺のこと怖こわがってないよな？」

　アニマは立ち止まり、ルイナにたずねる。

　アニマは顔を晒さらしていた。屋敷を出たときはフードを被っていたが……道中、マリーが脱ぬがしてきた。すぐに被りなおしたが、そういう遊びだと勘かん違ちがいしたのか、マリーが再び脱がしてきたのだ。

　しつこく被るとマリーをぐずらせてしまう怖れがあるため、アニマは娘むすめに勝ちを譲ゆずり、いまに至るのであった。

「誰も怖がってませんよ。そもそも怖がる理由がありませんからね」

「だが、俺にはツノが……それに目つきも悪いし……」

「たしかにアニマさんには、ほかのひととは違ちがう特とく徴ちようがあります。ですが、アニマさんは怖くありませんよ。だってアニマさん、さっきから頬が緩みっぱなしですから」

「俺の頬が……緩んでる？」

「はい。アニマさん、幸せそうにマリーをだっこしてますからね。顔を見ただけで、このひとは優しいひとだなってみんな思うはずです。そんなひとを怖がるなんてできません。私、アニマさんの顔、大好きですよ」

「ルイナ……」

　ルイナのことが愛いとおしくなり、アニマは彼かの女じよを抱だきしめたくなった。だが、いまここでルイナを抱きしめることはできない。

　公衆の面前で抱きしめればルイナを恥はずかしがらせてしまうし、緊きん張ちようで力が入りすぎるかもしれないのだ。

　力加減を誤ればルイナに痛い思いをさせてしまうし、まずは手を握にぎるところから始めたほうがいいだろう。

　アニマはどぎまぎしつつルイナに話しかける。

「……なあ、ルイナ」

「はい。なんですか？」

「その……今日、寒くないか？」

「え？　そうですね……。最近は暖かくなってきましたけど……昨日よりは冷えますね。アニマさん、寒いんですか？」

「いや、俺は身体が強いからな。寒気は感じない。ただ、もしルイナが寒いなら、放っておくわけにはいかないからな。できることなら、俺に手を温めさせてほしいんだが……」

　まわりくどく誘さそうと……ルイナは、じんわりと口元を緩めた。

「あれ？　なんだか急に肌はだ寒ざむくなってきました。アニマさん、もしよかったら手を温めてくれませんか？」

「あ、ああ。俺に任せておけ！」

　アニマはルイナの手をそっと握った。柔やわらかく温かな感かん触しよくに、アニマは幸せな気持ちに包まれる。

「ど、どうだ？　少しは温かくなったか？」

「そうですね……。もうちょっとだけ、温めてほしいです」

　ルイナは甘あまえるような口調で、どこか物足りなそうに言う。

「もうちょっと？」

　というと、どうすればいいのだろうか。両手で握れば温まってくれるだろうが、いまはマリーをだっこしているのだ。両手を使うことはできない。

　アニマがルイナを温める方法を模も索さくしていると――ふいに手が温かくなった。アニマの指に、ルイナがほっそりとした指を絡からめてきたのだ。

「こうやって、握るより繋つないだほうが温かいですよ」

「そ、そうだな」

　たしかに温かい。というよりむしろ熱かった。緊張で、身体の芯しんから火ほ照てってくるのだ。

「ぱぱ、うごいて！　うーごーいーてー！」

　そうして立ち話をしていると、アニマの首に腕うでをまわし、マリーが退たい屈くつそうに叫んだ。

　ルイナと手を繋ぐのはどきどきするが、緊張以上に幸せのほうが勝っている。アニマは気分が盛り上がり、うきうきとした口調で言う。

「よし、パパ動くぞ」

「ぱぱ、いけー！」

　ルイナと手を繋いだまま、アニマは歩きだした。




「あらまーっ、ルイナちゃんじゃないのさ！」




　しばらく歩いたところで、女に呼びかけられた。果物が並ぶ店の前で、恰かつ幅ぷくの良い女がルイナに手を振っている。

「ルイナの知り合いか？」

「はい。このあたりのひとたちは、私がまだマリーくらいの歳の頃からの知り合いです。昔、お父様とお母様につれられて、よく買い物に来てたんですよ。ちょっとだけ挨あい拶さつしていってもいいですか？」

「もちろんだ」

　アニマたちは果物屋のほうへ向かう。

「おひさしぶりです、おばさま」

　ルイナがぺこりと頭を下げると、女は豪ごう快かいに笑った。

「ほんっと、ひさしぶりだねぇ！　最近来ないから心配してたんだよ！　ご飯はちゃんと食べてるのかい？　そんなに痩せて、倒れたらどうするんだい？　ちょっと待ってな！　いま果物を詰つめてあげるからねぇ！」

「そ、そんな！　悪いです！」
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「なーに言ってんだい！　遠慮なんていらないよ！　ルイナちゃんはあたしの娘みたいなものだからねぇ！　ほら、どれが欲しいか言ってみな！」

「まっか！　まっからよ！　りんごおいしそー！」

「さっすがマリーちゃん、見る目あるねぇ！　うちのりんごは甘くて美味おいしいからね！　いっぱい袋ふくろに詰めてあげるから、たっぷり食べな……って」

　マリーを抱えたアニマを目に留め、女がほうけたように目をまるくする。

　もしかして、怖がられてしまったのだろうか。

　アニマが不安に感じていると、女がにんまり笑う。

「そうかい。ルイナちゃん、とうとう男を捕つかまえたんだねぇ！」

　ルイナはかあっと頬を赤らめた。

　黙だまりこむルイナを見て、女はきょとんとする。

「な、なんだい？　ほんとに男を捕まえたのかい？　冗じよう談だんのつもりだったんだけど……。あんた、ルイナちゃんとはどういう関係なんだい？」

「俺はルイナの家族だ」

「家族って……まさかルイナちゃん、結婚したのかい!?　どうして言ってくれなかったんだい？」

「昨日結婚したばかりですから……」

「昨日!?　だったらお祝いしなきゃいけないねぇ！　けど、うちには果物しかないし……こうなったらうちにある果物全部持っていきな！　あんたも痩やせてる女より太ってる女のほうが好きだろう？　いっぱい食べさせてルイナちゃんを太らせてあげな！」

「俺はルイナの優しい瞳に惚ほれたんだ。体型は関係ない」

「まあっ！　聞いたかいルイナちゃん！　あんた愛されてるねえ！　ルイナちゃんはどうなんだい？　彼を愛してるのかい？」

「ルイナはついさっき俺の顔を大好きだと言ってくれた」

「あらあらあら、お熱いねぇ！　昔は小さかったのに、ルイナちゃんも誰かに恋こいする歳になったんだねぇ」

「幼い頃ころのルイナも可愛かったんだろうな」

「も、もうやめてくださいっ。恥ずかしいです……」

「ルイナちゃんはこう言ってるけど、心のなかでは喜んでるからね。女ってのはそういうものさ！」

「なるほど。ルイナ、愛しているからな」

　アドバイスを受け、アニマはさっそく実じつ践せんする。するとルイナは伏ふし目めがちにアニマを見て、

「……アニマさんは、いじわるです」

　ぼそっと告げられ、アニマはショックを受けた。

「お、おい！　嫌きらわれてしまったぞ!?」

「き、嫌いになんてなりませんっ！　ちゃんと嬉しいです。で、でも、恥ずかしいです。アニマさんだって、同じことをされたら恥ずかしがるに決まってます」

　ルイナはちゃんと喜んでくれていたようだ。アニマは安あん堵どの息をつきつつ、

「そんなことはない。俺はなにを言われても、恥ずかしがったりしないからな。だから、ちょっと言ってみてくれ」

　と、ルイナにおねだりする。

　ルイナは恥ずかしそうにもじもじしながらも、ささやくようにアニマに告げた。

「……アニマさん、大好きです」

「そ、そうか……」

「ほら、アニマさんも恥ずかしいでしょう？」

「そんなことない」

「そんなことあります。だってアニマさんの頬、うっすら赤くなってますよ」

「ルイナほどじゃない」

「じゃ、じゃあ、これならどうですか？　アニマさんのこと、だいだいだーい好きです」

「……」

　アニマは顔が熱くなるのを感じた。上手うまく言葉が出てこない。恥ずかしいというより、照れくさかった。そして照れくささ以上に喜びが勝っている。

「ほら、アニマさん顔真っ赤になってますよ」

「もう俺の負けでいいよ……」

　愛するルイナに大好きと言われ、アニマが頬を緩ませていると、店の奥おくから男が現れた。ひょいひょいと果物を袋に詰めこむ女を見て、戸と惑まどうような顔をする。

「お、おい、なにやってんだお前!?　そんなに売れちまったのか!?」

「売るだって？　バカ言ってんじゃないよ！　これはあげるんだよ！」

「あ、あげるだと!?　バカ言ってるのはお前だ！　うちの店を潰つぶす気か!?」

「ケチケチするんじゃないよ！　だってあんた、ルイナちゃんが結婚したんだよ！」

「なんだって!?　ルイナちゃんが結婚した!?」

　男が驚いたように叫さけぶと、両りよう隣どなりの店から女たちが顔を出した。

「ルイナちゃん、結婚したの!?」

「おめでたいわ！」

　ルイナが結婚したという話は両隣の店からさらにとなりの店へと広まっていき、次々とひとが集まってきた。

　誰ひとりとしてアニマを怖がることなく――『結婚おめでとう！』と口々に祝福しつつお祝いの品を差し出してくる。果物屋に肉屋、パン屋に花屋、服屋に靴くつ屋やなどから商品を渡され、ルイナは困り顔をする。

「こ、こんなにたくさん、申し訳ないです！　それに持って帰れません！」

「だったらこいつを使いな！」

　と、荷車が運ばれてきた。

　ここまでされると断るのも申し訳なくなるようで、ルイナはありがたく受け取ることにしたのであった。

「ルイナは愛されているな」

　マリーを降ろし、果物などを荷車に積みながらアニマが言う。

　こんなに素す晴ばらしい女が嫁になってくれたのだと、世界中の人々に自じ慢まんしたいくらいだ。そんな気分に浸ひたりながらも作業を進め、祝いの品を積み終えたところ、通りに影かげが差した。

　薄うす暗ぐらい雲がかかり、日差しが遮さえぎられたのだ。

「雲行きが怪あやしくなってきましたね」

「なら雨が降ふる前に帰るとするか。マリー、帰りはママと手を繋いでくれるか？　パパは荷車を引くからな」

「まただっこしてくれる？」

　脚あしにしがみついて甘えてくるマリーに、アニマは柔らかくほほ笑んだ。

「もちろんだ。いつでも好きなときにだっこしてやる。パパはマリーが大好きだからな」

「まりーもだよ！　まりーもね、ぱぱだいしゅき！」

　嬉しそうに笑うマリーの頭を撫でたあと、アニマはお祝いの品が山積みになった荷車を引いて歩きだした。

　荷物は増えたが、町の人々に受け入れられ、ルイナとの結婚を祝福されたこともあり、アニマは軽かろやかな歩調で帰路につくのであった。
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「ひゃー！　ちゅめたーい！」

　水でぐちゃぐちゃになった土道を駆けながら、マリーがはしゃぎ声を上げた。薄うす闇やみ雲がかかったと思ったら、あっという間に天気が崩くずれ、どしゃ降りになったのだ。

　洗濯物を救出するべく帰りを急ぐアニマたちだったが、雨は勢いを弱めていき、屋敷に帰りつく頃にはすっかり晴れ間が広がっていた。

「あめ、おわっちゃった？」

「終わっちゃいましたね。にわか雨だったようですね」

「晴れたはいいが、洗濯物が大変なことになってそうだな。干したままにするのか？」

「ひとまず絞しぼります。いまから干しなおせば、日暮れには乾かわきますからね」

「ひとりで絞るのは大変だろうし、俺おれも手伝うぞ」

「アニマさんは荷物を家のなかに運んでください。食べ物は炊事場に、残りは空き部屋に移してください」

「わかった。だが、パンはどうする？　濡ぬれているが……」

「これくらいなら料理に使えます。あと、荷物を運び終えたら、マリーをお風ふ呂ろに入れてあげてください。風邪かぜを引いたら大変ですからね。……お願いできますか？」

「もちろんだ。ルイナのためならなんでもするからな」

　力強く応こたえると、アニマは荷車に積まれた荷物をひとつひとつ丁てい寧ねいに家へと運び始めた。結けつ婚こん祝いわいなのだから大切に扱あつかわなければならないのだ。

「ぱぱ、がんばえ！　がんばえー！」

「パパ、頑張るぞ！」

　応おう援えんに笑みで応えつつ荷物を運び終えると、アニマはマリーを抱えて脱だつ衣い所へと向かう。

「んむっ、んむぅ……ぬげないよー！」

　マリーは一いつ生しよう懸けん命めいに服を脱ごうとしているが、なかなか上手くいかない。昨日は上手く脱げたのだが……

「ぬげないのー！」

　マリーは駄だ々だをこねるように地じ団だん駄だを踏ふむ。びしょ濡れになったことで肌はだに張りつき、脱ぎづらくなっているのだろう。

「ほら、パパに任せて」

　と、太ももまで覆おおう靴くつ下したを下ろそうとするが、ぎちぎちと音を立てるだけで下ろせない。どこかに引っかかっているようだが……

「む？　これ、スカートではないのか？」

　ぱっと見はスカートだが、よく見るとズボンと同じ構造をしているようだ。

「ぬーがーしーて！　はーやーく！」

「わかった。わかったから、少し落ち着こう？」

　地団駄を踏むマリーをおとなしくさせつつ、アニマはスカートのようなズボンを下ろす。どこまで続いているのだろうかと気になっていたが、靴下はパンツを覆い隠かくしていた。

　かつてアニマが住んでいた世界ではここまで長い靴下は見たことがないが……この世界ではこれが一いつ般ぱん的てきなのだろうか。

　ともかく構造はわかった。

　アニマはパンツもろとも靴下タイツを脱がせると、

「ほら、上も脱がしてあげるから両手を挙げて。ばんざいできるひとー？」

「できゆ！」

　ずるりとマリーの服を引っ張り上げる。

　すっぽんぽんになったマリーは浴室の扉を開き、

「ぱぱ、はやくはやくー！」

　と、手招きしてきた。

「すぐ行く」

　アニマは少し疲つかれ気ぎ味みに返事をする。一〇〇人を超こえる男を倒したときより、マリーの服を脱がせるほうが大変だとは思わなかった。

　素す速ばやく服を脱ぎ、アニマはマリーと風ふ呂ろ場ばに入る。浴よく槽そうの水は毎日入いれ替かえるわけではないらしく、昨日のままだ。すっかり冷めてしまっているが、湯船に手をつけてみると、そこそこ温かかった。

「お湯加減はどうですか？」

　換かん気き用の格こう子し窓まどからルイナの声が聞こえてくる。

　洗せん濯たく物ものに取りかかる前に、風呂を沸わかしてくれたらしい。

「もうちょっとしたら、いい湯加減になりそうだ」

「わかりました。じゃあ、もうちょっとここで火を見てますね」

「ぱぱ、だっこ！　だっこ！」

　マリーが跳とびはねる。転ぶと危ないため抱きかかえると、マリーは格こう子しに顔を押おしつけ、ルイナをじっと見た。

「まま、おふろ！　いっしょがいい！」

「ママと？　……パパと一いつ緒しよは嫌いやですか？」

「ぱぱとままといっしょがいい！」

　マリーにおねだりされて、ルイナは沈ちん黙もくする。

　結婚したとはいえ出会って間もないのだ。出かけた際に手を繋いでくれたが、アニマに裸はだかを見られるのはさすがに恥ずかしいのだろう。

　それを察した上で、アニマは告げた。

「マリーの言う通りだ。このままだと風邪を引いてしまう。俺は目を瞑るし、耳も塞ふさぐ。だからルイナも風呂に入るといい」

「……いえ、目を瞑る必要も、耳を塞ぐ必要もありません。そんなことさせてしまったら、私がアニマさんのことを嫌ってるみたいじゃないですか。私、アニマさんのことちゃんと愛してますから。好きなひとに裸を見られるのは、恥ずかしいことじゃありませんから」

「ルイナ……」

「まま、はーやーく！」

「すぐにそっちに行きますから、マリーは湯船に浸つかっててください。じゃないと風邪を引いてしまいますよ」

　がたがたと格子を揺ゆらすマリーに急せかされ、ルイナはその場をあとにした。

　アニマはマリーと温かくなってきた湯船に浸かり、そわそわしつつルイナを待つ。

「わふー！」

　ただ湯船に浸かるだけなのは退屈なのか、マリーがバタ足を始めた。

　身体の大きなアニマにとってはさほど広くは感じないが、マリーには海のように感じるのかもしれない。

「お、お待たせしました」

　マリーが溺おぼれないように見守っていると、ルイナが浴室にやってきた。

　一糸まとわぬ姿である。手足はほっそりと痩せているが、腰こし元もとはふっくらとしており、胸は大きく膨ふくらんでいた。

「あ、あまりじろじろ見ないでください……」

「すまない。あまりにも魅み力りよく的てきだったから、つい見入ってしまって……」

「またそういうことを言う……。アニマさんは、どうしてそんなに褒ほめるんですか？」

「ルイナを愛しているからだ。ほんとに魅力的だしな」

「ま、また褒めた……。私だけ褒めないなんて、これじゃあ私がアニマさんを愛してないみたいじゃないですか。アニマさんだって魅力的ですよ。筋肉質で素す敵てきです」

「ルイナも胸が大きくて素敵だぞ」

　アニマが咄とつ嗟さに褒め返すと、ルイナは咄嗟に胸を隠した。よこしまな気持ちなどなく、身体を褒められたので身体を褒め返しただけなのだが……変な空気になってしまった。

「アニマさん……えっちです」

「ち、違うぞ！　べつに変な意味で言ったわけじゃないんだ！　し、信じてくれ……」

　必死に謝あやまると、ルイナはくすっと笑う。

「わかってますよ。私、アニマさんのことちゃんと信じてますから」

　そう言うと、ルイナは桶おけでお湯をすくい、身体にかける。

「――って、お風呂熱くないですか!?」

「そうか？　俺はそんなに熱くないが……」

　とはいえ、アニマは修しゆ行ぎようのしすぎで身体が強くなったのだ。ルイナが熱いと言うのなら、本当に熱いのだろう。

「あっ！　そういえば私、ぼーっとしてて火を消し忘れてました！」

「どうしてぼーっとしてたんだ？」

「アニマさんとお風呂に入るんだと思うと、緊張して……」

「すまない……」

「べ、べつにアニマさんが悪いわけじゃ……。こ、これからは、毎日入りましょうね」

「いいのか？」

「はい。私たち、夫ふう婦ふなんですから。それに、一緒に入ったほうがマリーも喜ぶ……」

　ルイナがぎょっとする。

「ちょっと……あちゅいかも」

　浴槽の縁にあごをのせ、マリーが舌を出していたのだ。

「マリー!?」

「だ、だいじょうぶかマリー!?」

　アニマは慌あわててマリーをだっこして立ち上がる。

「――ひゃっ」

　ルイナがアニマの下腹部を見て顔を真っ赤にすると、ふらっと倒れた。

「だ、だいじょうぶかルイナ!?　マリーもだいじょうぶか!?」

　顔を真っ赤にする嫁よめと娘に、アニマはいまだかつてないほど慌てるのであった。




◆




　マルシャンはガラートに佇たたずむ屋や敷しきを訪れていた。

　雨が窓を打ち鳴らすなか、我わが物もの顔がおでソファに腰こしかけ、見下すような眼まな差ざしで目の前の男を睨みつけている。

「ろくな歓かん待たいもできず、申し訳ありません」

　屋敷の主――クレインが、媚こびるような態度で紅茶を出した。

　マルシャンはそれを一瞥すらせず、冷ややかに鼻を鳴らす。

「貴様ごときの歓待など、端はなから期待しておらぬ」

　マルシャンは傲然と告げた。クレインを相手にここまで尊大な態度が取れるのは、この町ではマルシャンくらいのものだろう。

　スカーレット家が没ぼつ落らくしたいま、ガラート一の金持ちはクレインだ。

　金に物を言わせて多くのハンターを手下にしているため、この町のハンターズギルドは実質クレインに乗っ取られていると言って過言ではない。

　クレインに逆らえばハンターを雇やとうことができなくなり、魔物の生息域の調査や討とう伐ばつが滞とどこおれば町を危険に晒すことになるため、町長ですらクレインには強く出ることができないのだ。

　しかし、そんなクレインの資産も権力も、王都に屋敷を構えるメルカトル家の当主――マルシャンには遠く及ばない。

　そもそもクレインは、マルシャンに媚びることでいまの地位を手にしたのだ。

　マルシャンに逆らえばどうなるかわかっているからこそ、媚びるような笑えみを浮うかべているのである。

「それで、本日はどういった御ご用よう向むきでしょうか？」

　おどおどと用件を問われ、マルシャンは脅すような口調で告げる。

「貴様、とぼけるつもりか？」

「と、とぼける？　いったいなんのことでしょう……」

「しらばっくれるな。貴様、任務の失敗を黙っていたな？　この私を謀はかればどうなるか、知らぬわけではあるまい？」

　マルシャンが真しん紅くの耳みみ飾かざりに手を触ふれると、クレインの顔が真っ青になった。千切れんばかりに首を振ふり、

「謀るなどとんでもありません！　私はルイナ嬢じように恐きよう怖ふを植えつけました！　それは昨夜お伝えした通りです！」

　昨夜、連れん絡らく用の魔石を通してクレインから任務達成の報告が来たのだ。

　クレインにマルシャンを騙だます度胸は備わっていない。そういう意味では、マルシャンはクレインを信用している。

　だからこそ、マルシャンはルイナのもとを訪れたのだ。四度目となる縁えん談だんを持ちかけるために。だが――

「ルイナは、アニマとかいう白髪男と結婚していたのだ」

「あ、あの男と結婚していたのですか!?」

「あの男だと？　貴様、やはり知っていたな？」

「め、滅めつ相そうもありません！　ルイナ嬢が結婚していたなど知りませんでした！　た、ただ、白髪男は、ゴブリンの目を通して見ております。赤い光に包まれて突とつ然ぜん現れ、ゴブリンを一撃で粉ふん砕さいしたのです！」

　マルシャンは眉まゆをひそめた。

「……突然現れただと？」

「は、はい。私の計画に抜ぬかりはありませんでした。当然、ルイナ嬢の屋敷にハンターがいないことも確かめております。で、ですが、あの白髪男は前まえ触ぶれなく現れたのです。も、もちろん、白髪男が現れる前に、ルイナ嬢には魔物に対する恐怖を植えつけております。私はマルシャン様のご命令に従ったのです」

　命いのち乞ごいをするように必死に言いい繕つくろうクレイン。

　しかしマルシャンは、クレインの言い訳など聞いていなかった。




（……そうか。ルイナめ、災滅獣の魔石を使ったな）




　メルカトル家とスカーレット家は旧知の仲だ。三〇〇年前、ともに災滅獣と戦い、再び世界に危機が訪れた際は共きよう闘とうしようと誓ちかいを交わし、スカーレット家は災滅獣の魔石を、メルカトル家は赤竜の魔石を手にした。

　マルシャンは、それが許せなかった。

　赤竜の魔石と災滅獣の魔石――使い勝手が良いのは前者だが、どちらに価値があるかと問われれば間ま違ちがいなく後者である。赤竜の魔石は最強と呼ぶに相応ふさわしい力を秘めているが、しょせんは使い魔なのだから。

　没ぼつ落らく令れい嬢じようでありながらメルカトル家より格上の魔石を持っていることが、マルシャンは許せないのだ。

　なにより災滅獣にとどめを刺さしたスカーレット家は、没落したいまでも英えい雄ゆうを輩出した名家として名高いのだ――ルイナの父も名めい誉よの戦死を遂とげたとして人々に高く評価され、英雄のような扱いを受けているのだ。

　格上の魔石を持ち、名声をほしいままにしているスカーレット家が、マルシャンは許せないのであった。

　だからこそ、マルシャンは災滅獣の魔石を欲ほつしていた。

　災滅獣の魔石が手に入れば、マルシャンは英雄になれるのだから。

　バケモノを操あやつり、戦ったふりをして死を命じることで、マルシャンは世界を救った英雄として後世にまで名を残すことができるのだ。

　魔石を奪うばい取とるのは簡単だが、名声を得るためには罪を犯おかすわけにはいかない。英雄の娘のルイナを殺したことが誰だれかに知られれば、多くの民たみを敵にまわすことになるのだから。

　そのためルイナを娶めとり、平和的に魔石を手に入れることにしたのである。

　しかし。

　三年前に求きゆう婚こんした際、『ルイナはまだ幼い』とルイナの父に断られ。

　二年前に求婚した際、『ルイナの結けつ婚こん相手は本人に決めさせる』とルイナの母に断られ。

　一年前に求婚した際、『子どもたちの世話で忙いそがしい』とルイナに断られてしまった――ルイナのために『孤こ児じの世話は使用人に任せておけば安心だ』と親切に振る舞まってやったのに、断られてしまったのである。

　マルシャンは幼子が嫌いだし、孤児を汚けがらわしく思っているが、ルイナは孤児を大事に想おもっている。ならば孤児が死ぬかもしれないという恐怖を知れば、力のある男を頼たよるはず。そしてマルシャン以上に力を持っている男はいない。

　そう考えたマルシャンは、手て駒ごまのクレインにルイナ襲しゆう撃げきを依い頼らいしたのである。

　金にがめつく小心者のクレインは、ハンターとして魔ま物ものと戦って金を稼かせぐことを怖おそれていた。労せず成り上がりたいと考えているのだ。

　クレインのような誇ほこりがなく、度胸のない人間は、マルシャンにしてみれば絶好の手駒なのである。

　そんな手駒の報告を受けて四度目となる求婚に向かったのだが、あろうことかルイナは結婚していた。

　マルシャンの求婚を断っておきながら、どこの馬の骨ともわからぬ男と結婚したのだ。

　それはマルシャンにとって耐たえがたい屈くつ辱じよくであり――それゆえマルシャンはクレインの屋敷を訪れたのだ。偽いつわりの報告をして恥はじをかかせた罰ばつを与あたえるために。

　しかし、クレインの報告を聞き、事情が変わった。

　マルシャンはひとつ確かめなければならないことがあるのだ。

　そのためにわざわざ新しい手駒を見つけるのは面めん倒どうである。

　クレインには、まだ利用価値が残っているのだ。

「あ、あの、私はどうなるのでしょうか？」

「ルイナは魔物に怯おびえていなかった。貴様は私の命令に背そむいたのだ」

　クレインの顔から血の気が引いていく。

「とはいえ予期せぬ事態が起きたのは確かだ。なにより貴様は、誰にも悟さとられることなくスカーレット家の人間を葬ほうむったのだ。その功績は忘れておらぬ。ゆえに貴様にチャンスをくれてやる」

「チャンス……ですか？」

「そうだ。成功すれば、スカーレット家の人間を葬ったときとは比べものにならぬ報ほう酬しゆうを与えてやる」

「か、かしこまりました」

　クレインはおどおどしながらも首を縦に振った。

　命令に背いた者の末路を、彼かれはよく知っているのだ。

　名声を独どく占せんするためにも、正義感に溢あふれている者は邪じや魔までしかない。邪魔者の処分を、マルシャンは手駒に命じていたのだ。

　任務の遂すい行こうに必要なものは金でも魔石でも惜おしみなく与えてやった。手駒は報酬を得るため、喜んで邪魔者を消してくれた。

　だが、二年前にスカーレット家の人間を――ルイナの父を葬るよう命じたとき、手駒はそれを断った。

　英雄を殺すことを躊ちゆう躇ちよしたのか、返かえり討うちに遭あうことを怖れたのかは定かではないが、いずれにせよ主人に逆らう手駒など不要である。

　そんな不要となった手駒を始末したのは、新たに手駒となったクレインなのだ。裏切り者がどのような末路を辿たどるか、彼は重々承知しているのであった。

「そ、それで……私はなにをすればよいのでしょうか？」

　怖こわ々ごわとたずねられ、マルシャンは懐ふところに手を入れた。漆しつ黒こくの水すい晶しようがはめこまれた首くび飾かざりをテーブルに放ほうると、クレインが物もの欲ほしげに目を光らせる。




「こ、この魔石は……！」




　よほどの目め利ききでなければ一目見ただけで魔石の正体を特定することはできないが――クレインは多くの魔石を集めているのだ。

　特に希少価値の高い魔石には目がないため、マルシャンが取り出だした黒い魔石の正体をすぐに察したのはむしろ当然と言える。

「今回仕事を任せるにあたり、貴様にはこの魔石をくれてやる。これを使い、白髪赤目の男を――アニマを殺すのだ」

　凄すごみのある声で命じると、目を輝かがやかせていたクレインは途と端たんに顔を曇くもらせた。ひたいに脂あぶら汗あせを滲にじませて、おどおどと言う。

「お、お言葉ですが、不意打ちしたにもかかわらず、ゴブリンキングの魔石はアニマには通じませんでした。スカーレットを葬ったときのように上手くいくとは思えません……」

「だろうな。だからこそ、貴様にこの魔石をくれてやったのだ」

「た、たしかにこの魔石を使えば葬るのは容易たやすいことですが……表立って殺しをすれば、私は捕まってしまいます……」

「ならば知ち恵えを巡めぐらせ、捕まらぬように始末すればよかろう」

「そ、そう言われましても……」

　おどおどするクレインに、マルシャンは鋭するどい眼光を向ける。

「この私に口答えをするか。ずいぶん偉えらくなったものだな。当時ルーザーに過ぎなかった貴様に目をかけ、貴様ひとりでは一生かけても手に入らぬほどの大金を与えてやったのが誰なのか――もう忘れてしまったのか？」

「め、滅相もありません！　マルシャン様がくださったこの魔石を使い、必ずやアニマを殺してご覧にみせましょう！」

　クレインは恐怖を振り払はらうように力強く応えるが、アニマに死んでもらっては困る。

　マルシャンが歴史に名を残す英雄になるためにも、ルイナの魔石を奪い取り、アニマに大量虐ぎやく殺さつを命じなければならないのだから。

　とはいえ、それはアニマが強ければの話だ。クレインごときに殺されるようなザコなら、災滅獣の魔石で召しよう喚かんされていようといまいと利用価値はない。
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　逆にクレインが返り討ちにされ、アニマの力が証明されたなら――

　そのときは、アニマを使し役えきするためにマルシャン自らが災滅獣の魔石を奪い取る必要がある。

　災滅獣の魔石の存在を知る者はごくわずか。三〇〇年前に世界を救い、使い魔の魔石を手にした一族の末まつ裔えいだけだ。

　クレインは災滅獣の魔石のことなど知らないが、マルシャンが強ごう奪だつを命じれば、金では買えない価値があると解かい釈しやくされ、持もち逃にげされる怖れがあるのだ。

「猶ゆう予よは一週間だ。それを過ぎても任務達成の連絡がなければ、私に対する反逆と見なす。それを肝きもに銘めいじておけ」

　釘くぎを刺したところで雨が上がり、マルシャンは屋敷をあとにしたのであった。







《　第三幕　魔ま王おう、大金を稼ぐ　》







　アニマが幸せな家庭を築いて一週間が過ぎた。

　その日の昼下がり。

「ルイナ。終わったぞ」

　炊すい事じ場ばの水みず瓶がめを満タンにしたアニマが庭に出ると、ルイナが野菜を収しゆう穫かくしていた。そのとなりにはマリーの姿もある。ふたりともアニマとお揃そろいの麦わら帽ぼう子しを被っていた。

　ガラートを訪おとずれた際に結婚祝いとしてもらった帽子である。

　死の砂さ漠ばくを横断したアニマにとってはこのくらいの日差しなどどうということはないが、愛する家族とお揃いの格好をすると、もっと仲良くなれそうな気がするため、身につけるようにしているのだ。

　まあ、アニマはツノが生えているため、被るというより頭に載のせているだけなのだが。それでも家族とお揃いの格好をするのは、心嬉うれしいことだった。

「ご苦労様です。アニマさんが手伝ってくれて大助かりです」

「ルイナの役に立てて嬉しいよ。ほかにやることはないか？　力仕事があるなら、すべて俺に任せてくれ」

　アニマはもっとルイナの役に立ちたいと思っている。

　力仕事をしないで済むようになったことで、身体への負担が減ったのだろう。はじめて出会った日は青白い肌をしていたが、ルイナの顔色はすっかり健康的になっていた。

　結婚祝いと称しようして多くの食べ物を与えてもらったことも理由のひとつだろうが、自分もルイナの健康に一役買っているのだと思うと、アニマは誇らしくなってくる。

「アニマさんは休んでていいですよ。だって、最近働きづめじゃないですか。屋根を修理して水みず漏もれを防いでくれましたし、家中ぴかぴかに磨みがいてくれましたし。それに、壊こわれた柵さくをなおしてくれましたし……」

「壊れたままにするわけにはいかないからな」

　あのままにしておけばルイナは壊れた柵を見るたびに『また魔物が襲おそってくるかも』と不安に感じるだろう。できることならかつてアニマがしていたように魔ま法ほうで家を強化して、ルイナを安心させてあげたいが……この家は木造だ。アニマの土魔法では強化することはできないのである。

「とにかく、俺はルイナの役に立ちたいんだ。もっと俺を頼ってくれ。そうだ、畑仕事で疲れただろ？　肩かたを揉もんでやろうか？　それとも飲み水を用意しようか？」

「アニマさん、私のこと甘あまやかしすぎです」

「め、迷めい惑わくだったか？」

「いいえ。とっても優やさしい旦だん那な様さまと結婚できて、すごく幸せですよ」

　ルイナに柔やわらかくほほ笑まれ、アニマは幸せそうに頬ほおを緩ゆるめた。

「そうか。ルイナが幸せなら、俺も幸せだ」

「アニマさんが幸せなら、私も幸せです。いつも頑がん張ばってくれてるアニマさんのために、今日も腕うでによりをかけて料理しますからね」

「ルイナの手料理は本当に美味うまいからな。早く食べたいよ」

「ぱぱ、ぺこぺこなの？」

　と、楽しげに土をいじっていたマリーが顔を上げてたずねてきた。

「ああ。パパはお腹なかぺこぺこだ」

「まってて！」

　マリーが土をかき集め、ぎゅっぎゅっと握にぎり始める。泥どろ団子を作っている様子だ。

「ごはんできた！」

「これ……パパのために作ってくれたのか？」

「うん！　ぱぱ、ごくろーさまです！」

　にっこりとほほ笑まれ、アニマは感動に打うち震ふるえる。

「ルイナ、見てくれ。マリーが……マリーが、俺のために手料理を作ってくれた」

「よかったですね～」

「ああ。よかった……俺、嬉しいよ……」

　いつかはマリーも料理が作れるようになり、アニマのためにご馳ち走そうを振る舞ってくれる日が訪れるだろうと期待していたが、まさかこんなに早くその瞬しゆん間かんが訪れるなんて……。

「さっそく食べていいか？」

「いただきます、できる？」

「いただきます！」

　アニマは涙なみだながらにそう言うと、泥団子を口に運んだ。

「ちょっ、アニマさん!?」

　ルイナが戸惑うように悲鳴を上げる。それを気にすることなく、アニマはじゃりじゃりとした歯ごたえを楽しみ、ごくりと飲みこむ。

「ぱぱ、おいちー？」

「ああ、おいちー。マリーは料理上手だな」

「もっとつくってあげる！」

　アニマに褒められて気をよくしたのか、マリーは再び土を握り始めた。

　わくわくしながら完成を待っていると、ルイナがおずおずと話しかけてくる。

「あの、アニマさん……こういうのは普ふ通つう、食べたふりをするものなんですけど……お腹、痛くありませんか？」

「俺は痛みなど感じない。鍛きたえているからな」

「鍛えたらどうにかなる問題なのでしょうか……？」

　ルイナが困こん惑わくしている。

　アニマとて泥団子が食べ物ではないことくらいわかっているが、マリーが握ってくれたのだ。お腹を空すかせたアニマのために、わざわざ手を汚よごしてまで土を握ってくれたのだ。

　アニマにとって泥団子は立派な手料理なのである。残すなんてもったいないし、それにマリーの愛情がこもっているのだ。美味おいしくないわけがない。

「おかわりできた！　ぱぱ、あーん！」

　手料理を作ってくれたうえに、食べさせてくれるなんて……。

　アニマは幸せすぎて頭がおかしくなりそうだった。

「あーん……」

　大きく口を開くと、マリーが泥団子を押しこんでくる。

「ちゃんと息できますか？」

「れきふほできるぞ」

　はらはらと見守っているルイナに、アニマは微び笑しようを向ける。一口で食べるには大きいが、小さな手で握られたのだ。息が詰つまることはなく、丸ごと頬ほお張ばることができた。

　小石が混ざっていたらしい。ばりぼりと音を立てながら泥団子を噛かみしめて飲みこむと、アニマは立ち上がった。

「さて。腹も膨れたし、もう一仕事するか。洗濯物はもう回収してもいいのか？」

　洗濯物は朝のうちにルイナが干した。

　今日は雲ひとつない快晴だし、すっかり乾いているはずだ。

「洗濯物は私が片づけますよ。アニマさん、疲れてるでしょうし……」

「気にすることはない。片づけ方はわかるからな」

　洗濯物はいつもルイナが担当しているのだ。彼かの女じよの負担を減らすために手伝うと告げたことはあるが、いつもべつの仕事を任されるのだ。

　しかしルイナは野菜の収穫で疲れているだろうし、手が汚れているのだ。彼女の負担を減らすためにも新たな家事を覚え、自分にできる仕事を増やしたいのである。

「で、ですが……」

「いいから。ルイナはゆっくりしててくれ」

　にこやかに告げると、アニマは物干し竿ざおの下に置かれていたかごを手に取った。そして竿につるされた洗濯物を回収していき……

　一枚の布きれを手にしたところで、動きを止める。

「こ、これは……」

　さらりとした手て触ざわりのそれは、下着であった。

　ちらっとルイナのほうを見ると、彼女は顔を真っ赤にしていた。恥はじらうように身体をぷるぷる震わせている。

　ルイナがアニマを洗濯物から遠ざけようとしていた理由が、いまになってわかった。

「……俺たち、一緒に風呂に入る仲じゃないか。そ、それにルイナの下着は毎日脱衣所で見ているし……いまさら恥ずかしがることはないぞ」

　どうにかしてルイナの羞しゆう恥ち心しんを拭ぬぐおうとするも逆効果だったらしく、ルイナはますます顔を赤らめる。

「……アニマさんだけ、ずるいです」

　つかつかとこちらへ歩み寄り、ルイナは大きな下着を手に取った。結婚祝いとして服屋からもらった、アニマのパンツである。

　ルイナはそれを顔の前に広げると、伏ふし目めがちにアニマを見た。

「ど、どうですか？　アニマさん、恥ずかしいですか？」

　自分だけ恥ずかしい思いをするのは悔くやしいらしい。

　可愛かわいらしい仕返しを受け、アニマはほほ笑んでしまう。なにより感謝の念が湧わいてきた。

「ありがとな」

「ど、どうしてお礼を言うんですか？」

「いつも俺おれの下着を洗ってくれてるだろ？」

　かつて住んでいた世界で、アニマはバケモノ扱あつかいされていた。そんなアニマのパンツを好き好んで手に取る者など存在しない。

　だというのに、ルイナは下着に触さわってくれた。そればかりか、一日穿はいた下着を洗ってくれているのだ。

　そう考えると、あらためて感謝の念が湧いてきたのである。

「ルイナは、俺の下着に触るのが恥ずかしくないか？」

「それは……恥ずかしいですけど」

「だったら無理はしなくていいからな。これからは自分の下着は自分で洗うよ。ルイナの手が汚れたら大変だしな」

「そ、そんなことありません。好きなひとの下着なんですから、汚きたないなんて思ったことはありません。これからもアニマさんの下着は、私に洗わせてください」

「ルイナ……」

　アニマは涙を流した。

　頬を伝う涙を、手にしていた布で拭う。

「きゃあ!?　アニマさん！　そ、それ、私の……！」

「す、すまない。うっかりしていた」

　アニマはルイナに下着を返した。

　ルイナは顔を赤く染めつつ、下着を洗せん濯たくかごに入れる。

「ぱぱ、おかわりできた！」

　マリーが泥団子を手にして駆かけ寄よってきた。今回の泥団子は力作のようで、つやつやと光こう沢たくを放っていた。

「ぱぱ、あーんしてあげる！」

「あーん」

「それじゃあ、私は夕ご飯の支し度たくをしてきます。残りの洗濯物もお願いしますね」

「わふぁっふぁわかつた」

　ルイナを見送り、泥団子を飲みこんだアニマは、洗濯物の回収作業を再開する。

「まりーもおてつだいする！」

「マリーは良い子だな。じゃあ、まずは手を綺き麗れいにしないとな」

「きれいきれい、する！」

　アニマはマリーを井い戸どのほうへつれていき、水みず桶おけを引っ張り上げた。マリーは水に手を突つっこむと、バシャバシャと音を立てて洗う。

「きれいきれい、できた！」

「上手にできたな」

　アニマは頭を撫なでると、マリーをだっこした。こうしないと洗濯物に手が届かないのだ。

「あっち！　あっち！」

「はいはい」

　指さすほうにつれていくと、マリーはひらひらと風に揺れる洗濯物を掴つかんだ。もこもことした下着――マリーのパンツだ。

「んぅー！　とれないよー！」

　ぐいぐいと引っ張るが、パンツはびくともしない。

「洗濯ばさみを外さないとな。ほら、こうやるんだ」

　マリーをだっこしたまま、アニマは洗濯ばさみを外してやる。

「とれた！　ぱぱ、とれたよ！」

　得意気に下着を見せてくるマリー。アニマが褒めると、マリーは嬉しそうに目を細め、次なる衣類に狙ねらいを定めた。

　そうして次々と洗せん濯たく物ものを回収していき、マリーを地べたに降ろした、そのときだ。




「待たせたわね！　あたしが帰ってきたわよ！」




　屋敷の正面側から鈴すずの音のような声が響ひびき、アニマはそちらを振り向むいた。

　そこに立っていたのは、小こ柄がらな娘むすめであった。

　幼さの色いろ濃こく残る顔立ちに、気の強そうな真紅の瞳ひとみ。つぎはぎだらけの衣装が未成熟な身体を包みこみ、赤みがかった髪かみを風になびかせている。

　我が物顔でずかずかと庭に踏ふみこんできた娘は、ふとアニマに気づいた瞬間、警けい戒かい心しんを剥むき出しにした。

「あ、あんた……誰よ？」

「俺は――」

「あーっ、みゅけおねーたん！」

　アニマの返事をマリーが遮さえぎる。満面の笑みを浮かべて庭を走り、小柄な娘――ミュケにぎゅっと抱だきついた。その拍ひよう子しに麦わら帽子が地に落ちる。

　ミュケは愛いとおしそうにマリーの頭を撫でながら、

「ただいま、マリー。あたしがいないと寂さびしかったでしょう？」

「だっこ！　だっこ！」

「はいはい。ほんと、マリーは甘えんぼなんだから」

　マリーに甘えられて嬉しいのだろう。ミュケは嬉き々きとしてマリーをだっこした。

　だが、あまり力がないようで、マリーはミュケの腕からずり落ちていく。

「……なに見てんのよ？」

　姉妹の姿をほほ笑ましげに眺ながめていると、ミュケが警戒するような眼差しを向けてきた。マリーを地面に降ろし、地に落ちていた麦わら帽子を被かぶせてあげると、アニマをじろりと睨にらみつける。

「で、あんた誰よ？」

「俺はアニマだ」
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「あたしの知る限り、ルイナの知り合いにアニマなんて男はいないわっ！　あんたまさかマリーを誘ゆう拐かいしようとしてたんじゃないでしょうねっ!?　もし誘拐犯だったらぶっ飛ばすわよ！」

　威い嚇かくするように叫さけび、ミュケは右手をかざす。

　ほっそりとした薬指には、青水晶つきの指輪が輝いていた。

　効果はわからないが、あれも魔ま石せきに違ちがいない。

「それはどんな魔石なんだ？」

　ミュケと親しん睦ぼくを深めるため、アニマはにこやかに話しかけた。

「あんたを一いち撃げきで倒たおせるくらい強い魔石よ！」

「そうか。ミュケは強いんだな」

「そうよ！　あたしは強いの！　この魔石でお金を稼いでるんだから！」

　そこまで言って、ミュケは思い出したようにハッとする。

「そうだ！　ねえ、マリー。ルイナはどこ？　早く無事を報しらせてお金を渡わたしたいのよ」

　ミュケは腰にぶら下げていた皮かわ袋ぶくろをこれ見よがしに掲かかげてみせた。ぱんぱんに膨ふくらんだ袋を見て、マリーがわっと歓かん声せいを上げる。

「いっぱい！　いっぱいあるね！　みゅけおねーたん、しゅごい！」

　ミュケは慎つつましい胸を得意気に張る。

「そうよ。あたしはすごいの。だってマリーのお姉ちゃんだもん！　これからもいっぱい働いて、稼いで、マリーに美味おいしいものを食べさせてあげるわ！」

「ミュケは仕事をしていたのか？」

　てっきり遊びに出かけているのかと思っていたが、ミュケは家族のために出で稼かせぎをしていたらしい。

　聞いた話では、ミュケは一二歳さいだったはずだ。なのに家族のために仕事をしているのだ。なんて家族思いの優しい娘なのだろう。

　アニマはますますミュケのことが好きになった。早くミュケに父親として認めてもらい、家族四人で仲良く暮らしたい。

「そうよ。あたしはハンターなの。すっごく強いんだから！　ほんのちょっとでも怪あやしい動きを見せたらぶっ飛ばすわよ！」

「ぱぱもだよ！　ぱぱもね、つおいんだよ！」

「……パパ？　って、誰のことよ？」

　ミュケが戸と惑まどっていると、マリーがアニマの脚あしにぎゅっと抱きつく。

「ぱぱ、だっこ！」

　マリーをだっこすると、ミュケがわなわなと震えた。

「ちょ、ちょっと待ちなさい！　あ、あんたがパパ？　どういうわけ？　あたしがいないあいだになにがあったのよ！」

「ぱぱ、こわいひとやっつけた！」

「怖こわいひと？」

「ゴブリンだ」

「ゴブリンですって!?　ここに魔物が出たわけ!?　ハンターどもはなにをやってたのよ！　あ、あんた怪我けがは!?」

「してないぞ」

「あんたじゃないわよ！　マリー、怪我はしてない!?　ルイナはどうなの!?　ま、まさかゴブリンにやられたんじゃないでしょうね!?」

　ミュケはひどく取り乱している。家族のことを心から心配している証しよう拠こだ。そのなかにぜひ加えてほしいとアニマは切に願う。

「心配するな。マリーとルイナに怪我はない。一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ったときに、ちゃんと確かく認にんしたからな」

「お風呂に入った!?　あんたとルイナがどうして一緒に入るのよ!?」

「家族だからだ」

「だからそれが意味わかんないって言ってんのよ！」

　ミュケが苛いら立だたしげに地じ団だん駄だを踏んでいると、屋や敷しきの裏口側から足音が近づいてきた。

「なにを騒さわいでるんですか……って」

　ルイナが目をまるくする。

　ミュケを見て、じんわりと瞳に涙を滲ませた。

「ミュケ！」

　ルイナはミュケを抱きしめた。

「無事でよかった！　怪我はありませんか？　危ない目に遭いませんでしたか？　本当に心配したんですよ！」

　ハンターというのは危ない仕事なのだろうか。

　だとするとアニマも心配だ。

　ミュケは自分の強さを誇っていたが、可愛い娘に危ないことはさせたくない。しかし、アニマがなにを言ってもミュケは聞き入れてくれないだろう。

　やり取りから推測するに、ミュケはルイナの反対を押おし切きって、ハンターとして働いているのだから。

　ルイナの言うことを聞かないミュケが、現状『不ふ審しん者しや』に過ぎないアニマの言葉に耳を貸すとは思えない。無理やり言うことを聞かせれば、ミュケとのあいだに深い溝みぞができてしまうだろう。

「心配しすぎよ。それより、ゴブリンに襲われたって話は本当なの？」

　ルイナは抱ほう擁ようを解き、うなずいた。

「ミュケが旅立った翌日の夕方、ゴブリンが現れたんです。ですが、アニマさんが助けてくれました」

「そう。ほんとにゴブリンが現れたのね。……てことは、こいつと結婚したっていうのもほんとなの？」

　怖々とたずねるミュケに、ルイナは頬を染めた。

「はい。私たち、夫ふう婦ふになりました」

　ミュケは愕がく然ぜんとする。

「結婚するなんて聞いてないわ！　それともあんたら、以前からあたしに内ない緒しよでこっそりつきあってたわけ？」

「いえ。アニマさんとはゴブリンに襲われた日に出会いました。そして、結婚してくれと言われて……」

「受け入れたってわけ？　脅おどされたんじゃなく？」

「脅されたわけじゃありません。私は自分の意思で、アニマさんとの結婚を決めたんです。アニマさん、とっても優しいんですよ。子こ煩ぼん悩のうで、私のこともすごく愛してくれて……。結婚するならこのひとしかいないと思いました」

「そう……。ま、あんたもいい歳だし、そこまで好きなら結婚に反対はしないけど……。ちなみにあんた、月にいくらくらい稼いでるわけ？」

「稼いでないぞ」

「はぁ!?　なんで仕事してないのよ！　それじゃあ穀ごく潰つぶしじゃない！」

「そんな言い方してはいけませんよ。アニマさんは、ちゃんと家事を手伝ってくれてるんですからね」

「でも稼いでないじゃない！　あたし、こんな奴やつを養うために働いてるんじゃないわ！　前言撤てつ回かいよ！　こいつはあんたの結婚相手として相応ふさわしくないわ！」

「けんかは、めっだよ！」

「そうですよ。アニマさんには助けられてるんですからね」

　マリーとルイナにたしなめられ、ミュケは顔を真っ赤にした。

　怒いかりと悔しさの織り混ざった顔でアニマを睨みつけてくる。

「あんたなんかと一緒に暮らすなんて冗じよう談だんじゃないわ！」

「そうか……。ならば俺は庭で過ごすことにする」

「そんなのだめですよ。風邪かぜを引いてしまいます。ちゃんとベッドで寝ねてください」

「だが、ミュケは俺と同じベッドで寝るのは嫌いやだろ？」

「嫌すぎるわ」

　そんなに嫌か……と内心悲しみつつも、アニマは不満を口にしない。

　できることなら一緒の空間で寝ね起おきしたいが、たとえ庭でも近くに家族がいることに変わりはないのだから。

「どうしても、アニマさんと仲良くできませんか？」

「穀潰しとは仲良くできないわ！」

　それを聞き、アニマはハッとした。

「俺が稼いだら、仲良くしてくれるのか？」

　アニマが提案すると、ミュケが探さぐりを入れるような視線を向けてくる。

「……あんた、強いのよね？」

「ああ。俺は強いぞ」

「そう。だけど働いてないってことは、ハンター資格は持ってないのよね？」

「持ってないな」

　そもそもアニマはハンターがどういう職業なのか知らないのだ。話を聞く限りではハイリスクハイリターンな仕事らしいが、それ以上のことはわからない。

「じゃ、あたしについてきなさい。ハンターズギルドにつれてってあげるわ」

「それはどこにあるんだ？」

「ガラートよ」

「おでかけするの？」

　と、マリーがそわそわしながらたずねてくる。一緒にお出かけしたいのだろう。

「ええ、出かけるわ。マリーは留守番を頼たのむわね」

「まりーもいっしょがいい！　ぱぱ、だっこ！」

「ごめんな、マリー。今日はママのお手伝いをしてくれるか？」

「まま、いっしょにこないの？」

「ああ。ママがひとりぼっちだと、寂しいだろ？　だからさ、マリーはママのそばにいてあげてくれ」

　マリーはこくりとうなずき、ルイナの手をぎゅっと握る。良い子だ、と髪の毛けを撫でてあげると、マリーは嬉しそうにはにかむ。

「……穀潰しのくせに、父親らしいことはできるのね」

「俺のこと、パパと呼んでくれるか？」

「嫌よ。いくら父親らしい振ふる舞まいができるからって、穀潰しをパパとは呼べないわ」

「そうか。なら、ちゃんと稼かせいでみせるよ」

「当然よ。自分の食くい扶ぶ持ちは自分で稼ぎなさい。じゃ、行くわよ」

　そう言って歩きだそうとしたミュケの頭に、アニマは自分の麦わら帽子を被せた。

　ミュケは驚おどろいたように目をぱちくりさせる。

「な、なんのつもりよ？」

「今日は日差しが強いからな」

「心しん配ぱい性しようね」

「心配するのは当然だ。ミュケはパパの愛しい娘だからな。ミュケが俺のことをどれだけ嫌きらおうと、パパはミュケのことが大好きなんだ」

「でしたら、アニマさんは私の大好きな旦那様です」

　ルイナは背せ伸のびをすると、アニマに麦わら帽子を被せてきた。そして、真しん剣けんな眼まな差ざしでアニマを見つめ、

「アニマさん。どうかミュケをお願いします」

「ああ。俺に任せておけ。ミュケにはぜったいに怪我させないからな」

　力強く約束すると、ルイナは安心したように口元をほころばせた。

　最初にミュケの話題を口にしたとき顔を曇らせていたし、帰ってきたときは心配そうに抱きしめていたし――ルイナはできることならミュケには働いてほしくないと思っているのだろう。働くにしても、ハンター以外の仕事をしてほしいと思っているのだろう。

　だが、ルイナがなにを言っても、ミュケは言うことを聞かないのである。

　仕事はほかにもあるだろうに、なぜハンターにこだわるのかはわからないが、ミュケの気が変わらない以上、アニマがそばで見守る必要があるのだ。

「じゃ、行ってくる。夕飯までには帰るからな」

「はい。気をつけてくださいね」

「いってらっしゃーい！」

　嫁よめと娘に手を振られ、アニマとミュケはガラートへと向かうのだった。




◆




　ガラートの一角に佇たたずむ酒場にて。

　クレインはソファにふんぞり返り、甘ったるい香こう水すいの匂においを纏まとう女たちを侍はべらせていた。

　女たちは見る者を誘ゆう惑わくするような扇せん情じよう的てきな衣装に身を包つつんでいるが、クレインはほかのことで頭がいっぱいだった。

　今日中にアニマを殺さなければクレインはマルシャンに仕置きされるのだ。万が一にも任務に失敗すればどうなるか……考えたくもない。

（やはりルイナの屋敷に乗りこむしかないのか？）

　アニマの居場所はわかっているのだ。ルイナの屋敷に乗りこめば、アニマと戦うことはできる。

　ゴブリンキングの魔石は通じなかったが、先日マルシャンに与あたえられた魔石を使えば、アニマを葬ほうむるなど容易いことだ。

　しかしアニマを殺せば、クレインの身に危険が迫せまる。

　暴行や強ごう姦かんくらいならもみ消せるが、あの魔石を使ったとなれば言いい逃のがれはできない。王都から歴戦のハンターが派は遣けんされ、クレインは捕つかまってしまうだろう。

　目もく撃げき者しやを殺せば捕まらずに済むが――屋敷に乗りこめば、ルイナに見られることになる。孤こ児じはともかく、さすがにルイナを消すことはできない。

　ルイナはマルシャンの嫁となる女なのだから。

　ルイナを殺せば、クレインはマルシャンに葬られてしまう。

　そこでクレインは、アニマ討とう伐ばつを正当化する理由をでっち上げることにしたのだった。




（アニマが暴れれば、それを取とり押さえるためにあの魔石を使うことができる。その結果、勢いあまって殺してしまっても、言い逃れはできる）




　そのために必要なのはクレインの行動を正当化する目撃者だ。そのためにもアニマには人通りの多い場所で――ガラートで暴れてもらわねばならない。

　アニマを暴れさせるための策は練ってある。あとはアニマがガラートを訪れるのを待つだけだ。

　しかし、手下たちに町をうろつかせているが、アニマを見かけたという報告はいまだになかった。

　このままではタイムリミットを迎むかえてしまう。そう考えると、クレインは焦あせりを抑おさえることができないのであった。

「あのぅ、飲まないんですかぁ？」

　となりに座すわらせた女が肩にしなだれかかり、猫ねこなで声ごえを発してくる。

「オレ様に話しかけるな！」

　テーブルを蹴けりつけると、女がびくっと震えた。

「ご、ごめんなさい」

「話しかけるなと言っただろうが！」

「ど、どうなさいましたクレイン様？」

　店長が慌あわただしく駆けつけてくる。クレインは女をあごで指し、

「こいつは目め障ざわりだ。いますぐ解かい雇こしろ」

「で、ですが――」

「オレ様の言うことが聞けねえのか！」

「も、申し訳ありませんでした。きみ、下がってなさい」

「で、でも私、なにもしていません！」

「いいから消きえ失うせろ！」

　クレインが怒ど声せいを飛ばすと、女が泣きながら店の奥おくへと駆けこんでいく。

「くそったれが！」

　いつもはこれで気が晴れるが、いまは腹の虫が治まらない。怒りと焦りで頭がおかしくなりそうだ。

　こんな精神状態では、アニマが現れても全力を出だし切ることができないかもしれない。クレインは怒りを発散するため、気晴らしをすることにした。

　じろりと値ね踏ぶみでもするかのように女たちを見まわしていき……胸の大きい女に告げた。

「お前、一緒に来い」

　腕を掴むと、女は助けを求めるように店長を見た。店長はおずおずと、

「な、なぜつれていくのでしょう？」

「この女を抱くからに決まってんだろうが！」

「う、うちはそのような店ではないのですが……」

「だったらこいつを金貨一枚で買ってやる！　それで文句はねえだろ!?」

「い、嫌……」

　女がぼそりとつぶやく。

　いつもは嫌がる女を見ると嗜し虐ぎやく心が燃え上がるが、今日ばかりは苛いら立だちを募つのらせた。

「嫌だと？　お前に金貨一枚以上の価値があるとでも思ってんのかッ！　オレ様の誘さそいを断るつもりなら、夜道に気をつけることになるぜ？　オレ様の誘いを断った女は、なぜか夜道で暴行されてるからな」

　脅すような口調で言うと、女はぞっと身み震ぶるいした。

　顔を青白くさせた女は、クレインの手を振り払はらうことなく、おとなしくソファから腰こしを浮うかす。

　そのときだ。

「クレインさん！」

　剃てい髪はつの男が騒そう々ぞうしく駆け寄ってきた。クレインの手下のひとりである。

「どうした？」

「実は……」

　手下が耳打ちしてくる。

　その報せに、クレインはにやりと笑う。

「そうか。ついに現れやがったか」

「へい。いまは今日帰ってきた仲間を向かわせています」

　どうやら運はクレインに味方しているらしい。

　気分を良くしたクレインは手下に告げる。

「今日は祝いだ。好きなだけ美女と美酒を味わわせてやるぜ。おめーはいまのうちに女を選んどけ。じゃねえとあとから来る連中に先を越こされちまうぞ」

「さっすがクレインさん！」

　剃髪の男は下げ卑びた笑えみを浮かべ、女たちを物色する。

「だが、そこの女はオレ様のものだ。お前、逃にげたらわかってるな？」

　女が青白い顔をわずかに上下させたのを見て、クレインは酒場をあとにしたのであった。




◆




　ガラートを訪おとずれたアニマは賑にぎ々にぎしい通りを歩いていた。このあたりにはいわゆる大人の店が多いらしく、派手な格好をした若い女たちが呼びこみをしている。

「ねえ、そこの白髪のお兄さん！　うちで遊んでいかないっ？」

　ミュケのとなりを歩いていると谷間を露ろ出しゆつさせた女が声をかけてきた。アニマの進路を塞ふさぐように立ち、艶えん然ぜんとほほ笑みかけてくる。

　アニマの前に立ちはだかるなど、かつての世界では考えられないことだ。親しげに話しかけられたことに喜びを感じつつ、アニマは毅き然ぜんとした態度で告げる。

「俺には妻がいる。女遊びは死んでもしない」

「あ、あら、そう……」

　ここまできっぱりと断られたことはないのだろう。女は面食らったような顔をする。

　もしかして気を悪くさせてしまっただろうかとアニマが申し訳なく感じていると、

「ちょっと、なにぼけっとしてるのよ！」

　ミュケが怒ど鳴なりつけてきた。

　大人の店が建ち並ぶ通りをひとりで歩くのは怖いのか、どことなく不安げだ。

　愛する娘を不安にさせるなど父親失格だ。アニマが急いで駆け寄ると、ミュケが疑ぎ惑わくの眼差しを向けてきた。

「あんた、浮うわ気きしてたんじゃないでしょうね？」

「ほかの女に目移りなどしない。俺はルイナ一筋だからな」

「そんなにルイナのことを愛してるなら、ちゃんと稼ぎなさいよね」

「ああ。必ず大金を稼いでみせる。だからミュケは、家でのんびりしていていいんだぞ」

　詳しよう細さいはわからないが、これまでの話をまとめると、ハンターとは魔ま物ものと戦うこともある危険な仕事らしい。

　アニマにとってはザコに過ぎないが、この世界の人々にとって魔物は脅きよう威いだ。殺されてしまう怖おそれもあるため、ルイナは無事にミュケが帰ってきたとき涙なみだぐんでいたのである。

　そんな危ない仕事を、ミュケひとりに押しつけるわけにはいかない。

「大金を稼ぐとか簡単に言うけどね、ハンターとして稼ぐのは難しいのよ。あたしだって一週間かけて、ほんのちょっとしか稼げなかったんだから」

「ほんのちょっと？」

　ミュケの腰こし元もとにぶら下がった皮袋を見ると、彼女は咄とつ嗟さに手で隠かくした。

「とにかくハンターとして稼ぐのは難しいのっ！　先せん輩ぱいハンターのあたしが言うんだから間ま違ちがいないのよ！」

「そうか。ならば俺にハンターの極ごく意いを教えてくれ、先輩」

　ミュケが、ぴくっと頬ほおを震ふるわせた。

「い、いま、なんて言ったのかしら？」

「先輩にハンターの極意をご教授願った。俺にはミュケしか頼たよれる先輩がいないからな」

「そ、そう……先輩、ね」

　ミュケが得意気ににんまり笑う。

「いいわ。先輩ハンターであるあたしの言うことをよぉ～く聞きなさいっ！」

　ぺたんこな胸に手を添そえて、つらつらと語りだす。

「いいこと？　最初はみんな一つ星ハンターからスタートするけど、一つ星はひとりじゃ仕事を請うけ負おえないの。だからあんたがハンターとしてお金を稼ぐには、あたしの協力が必要不可欠ってわけ」

「言われるまでもなく、俺はミュケと行動をともにする。ミュケを守るとルイナに誓ちかったからな」

「べ、べつにあんたに守られるほど弱くないわよっ！　……で、でもまあ、ルイナを心配させたくないし、あんたと一緒に行動してあげるけど。で、あんたの魔石は？」

「魔石？」

「一緒に仕事するわけだし、あんたがどんな魔石を使うか把は握あくしといたほうがいいのよ。ミノタウロスの魔石を使ってることは見ればわかるけど……ほかにはないわけ？」

　いまは麦わら帽ぼう子しに隠れているが――先ほどミュケに自分の帽子を被らせた際、彼かの女じよはアニマのツノを目にしたのだろう。

　ミュケはアニマのツノがミノタウロスの魔石を使った副産物だと思っているらしい。

　赤の他人ならいざ知らず、ミュケは娘だ。愛する娘に隠し事ごとはしたくない。ミュケにはありのままのアニマを受け入れ、好きになってほしいのだ。

「このツノは生まれつき生えている」

「子どもだからって、からかってるわけ？」

「そうではない。俺は異界から召しよう喚かんされたんだ」

「先輩をからかうなんていい度胸してるわね」

　ミュケはむすっとしている。

　召喚を信じないということは、ミュケは災さい滅めつ獣じゆうの魔石について知らないということだ。スカーレット家の人間が災滅獣の魔石を所有していることは、おいそれと話していいことではないのだろう。

　なにせ世界にひとつしかない魔石があると知られれば、悪人が強ごう奪だつを企くわだてる怖れもある――家族に危険が迫るのだから。それゆえルイナは家族にも災滅獣の魔石のことは伝えていないのだ。

　きっとルイナは災滅獣の魔石を見られても、ただのアクセサリーだと言い張っているのだろう。家族に秘ひめ事をするのは心苦しいが……ルイナが伝えていないことを、アニマの口から明かすわけにはいかない。

「とにかく俺は魔石など持っていない」

「そう……ま、いいわ。ゴブリンを倒すくらいの実力があるのは確かだものね。ちなみにゴブリンの魔石はどうしたの？　売れば生活費の足しになるわよ」

「魔石はなかった。おそらくゴブリンが粉々になったとき、一緒に消し飛んだんだろう」

「魔石を粉々にするって……どんだけ身体能力高めてるのよ、あんた」

　ミュケがあきれたように言う。

　口ぶり的に、ミノタウロスの魔石には身体能力を高める効果があるらしい。

「ところで、先輩はどんな魔石を使うんだ？」

　アニマがたずねると、ミュケは気まずそうに目をそらす。

「そ、それは……秘密よ」

「なぜ秘密なんだ？　互たがいの魔石を知っておいたほうがいいのではないのか？」

「先輩に口答えしない！　あたしにはあたしなりの考えがあるのよ！」

「そうか。口答えしてすまなかった」

「わ、わかればいいのよ！」

　誤ご魔ま化かすようにそう言うと、ミュケはどんどん先へと進む。

　そのあとを追いかけていると、ミュケはふいに立ち止まった。

「ついたわ。ここがハンターズギルドよ」

　小さな店が建ち並ぶなか、一ひと際きわ高くそびえるがっしりとした石造りの建物だった。

「ハンターズギルドとはなんだ？」

　アニマがたずねると、ミュケは得意気に語りだす。マリーに甘あまえられて嬉うれしそうにしていたし、どうも彼女は頼られるのが好きみたいだ。

　ミュケが言うには、ハンターズギルドは街中あるいは国から寄せられた依い頼らいをハンターたちに斡あつ旋せんする施し設せつらしい。

　大金を稼ぐには難易度の高い依頼を請け負う必要があるが――一つ星ハンターは簡単な仕事しか受けることができないのだとか。

　そればかりか、安全のため一つ星ハンターはひとりで仕事を受けることができないのだ。

　高位ハンターの仕事に同どう伴はんすることもできるようだが、足手まといにしかならないため煙けむたがられるのがオチらしい。

　それゆえ一つ星ハンターは、一つ星ハンター同士で仕事をこなすことになるのだ。

　そうして実績を積んでいき、八つ星ハンターになるか、あるいは国から八つ星ハンタークラスの実力があると認められた者には、多額の契けい約やく金きんが支し払はらわれるのだとか。

　もっとも、多額の契約金を得る代わり、国からの依頼を断ることはできないらしいが。それでもたいへん名めい誉よなことなので、八つ星を目指すハンターは多いらしい。

「つまり八つ星ハンターになりさえすれば、ルイナに楽をさせてあげられるんだな？」

　ミュケはうなずき、

「そのために、あたしも八つ星ハンターを目指してるのよ。だけど簡単なことじゃないわ。それに……あんたが八つ星ハンターになることを、ルイナは快く思わないでしょうね」

「なぜだ？」

「あんたのことが心配だからよ。ルイナのパパは、国から契約金をもらってたの。だけど……二年前に、亡なくなったのよ」

　口ぶり的に、魔物に殺されたのだろう。両親がいないことは薄うす々うす察しがついていたが、ハンターとして戦い、魔物に殺されたとは思わなかった。

「……なぜミュケは、ルイナを不安にさせてまでハンター活動を続けるんだ？」

「大金を稼ぐには、ハンターとして働くのが一番だからよ」

「そんなに金が必要か？」

　たしかにスカーレット家は貧びん乏ぼうだ。

　しかし、ルイナにとっては金より家族のほうが大事なのだ。危険を冒おかしてまでミュケに稼いでほしいとは思っていないに決まっている。

　家族思いのミュケが、そんなルイナの気持ちに気づかないとは思えないが……

「必要よ。お金があれば、ルイナは悲しまずに済んだもの。……あんた、あそこが孤こ児じ院いんだってことは知ってるわよね？」

「もちろんだ」

「いまでこそあたしとマリーしかいないけど、昔はもっとたくさんの子どもがいたのよ。マルコに、ロイに、ミールに、レオに、コルに、カルムに、クララに、エマに、ラーナに、リオンに、ティオに、ロゼに……でも二年前にルイナのパパが亡くなって、生活が苦しくなって、みんな引き取られていったの。あたし、六歳の頃ころからルイナと暮らしてるけど、あんなに悲しそうなルイナの顔、見たことがなかったわ」

　ルイナはマリーとミュケを溺でき愛あいしているのだ。

　以前いた子どもたちも、同じように愛されていたのだろう。

　そんな子どもたちと離はなれ離ばなれになったとき、ルイナがどんな顔をしたか……。想像するのも嫌になる。その顔をこの目で見ることになるなど、ぜったいに御ご免めん蒙こうむる。

　ミュケも、アニマと同じ気持ちなのだろう。

「だからあたしはお金を稼ぐの。じゃないと……もっと貧乏になったら、いつかマリーを手放す日が訪れるかもしれないもの」

　ミュケはアニマを嫌っている。

　なぜならアニマは、仕事をしていない穀潰しだからだ。

　アニマがいるせいで、マリーを手放すことになるかもしれないからだ。

　アニマとしても、マリーと離れ離れになるなどごめんだ。

　かといって、このままミュケを働かせるわけにはいかない。

　ハンターとして働けば、いつかは命を落とすことになるかもしれないのだから。

　それでもハンターとして働きたいと言うならば、アニマが常に目を光らせて、ミュケを守らなければならない。

「これからは俺おれが金を稼ぐ。だからミュケは、ルイナとマリーのそばにいてあげてくれ」

「どうしてよ？」

「ミュケが心配だからに決まっているだろ。ミュケがどう思っていようと、俺はミュケのパパなんだ。たとえどれだけ嫌われていても、娘むすめを心配するのは当然だ」

　真剣な眼差しで説得すると、ミュケがじっと見つめてきた。

　目をそらさずに見つめていると……

　ミュケは、諦あきらめたようにため息をついた。

「……わかった。あんたがちゃんと稼げるようなら、あたしはルイナの手伝いをするわ。あたしだって、ルイナを困らせたいわけじゃないもの。だけど、あんたがハンターとして一人前になるまでは、あたしが先輩として面めん倒どう見るからね」

「ああ。早く先輩に一人前になったと認めてもらえるように頑がん張ばるよ」

「怪我しない程度に頑張りなさい。じゃ、さっそくギルドに入るけど……ところであんた、お金は持ってる？」

「持ってないが、仕事を受けるには金が必要なのか？」

「最初だけね。ハンターになるには、登録料が必要なのよ。今回は特別にあたしが払ってあげるわ。その代わり、登録料が無む駄だにならないように、ちゃんと稼ぎなさいよね！」

「ミュケが頑張って稼いだ金だ。無駄にはしない」

　アニマが力強くうなずいてみせると、ミュケは背中を向けた。腰に下げていた袋ふくろを手に取り、アニマに見えないように中身を取り出そうとしている。

　そんなミュケを眺ながめていたところ、




「誰だれかと思えばルーザーのミュケじゃねえか！」

「また寄生しに来たのか？」




　二人組の男が嘲あざけるように声をかけてきた。

「こいつら、ミュケの知り合いか？」

「知らないわ。無視しなさい」

　ミュケは口早に言った。アニマを男たちと関かかわらせまいとしている様子だ。

「見かけない顔だな。おめー、ミュケに勧かん誘ゆうされたのか？」

「こいつと絡からむのはやめたほうがいいぜ。ミュケはルーザー――高位ハンターに寄生して金を稼ぐ卑ひ怯きよう者ものだからな！」

　嘲ちよう笑しようされ、ミュケはうつむいてしまう。

　表情をうかがうことはできないが、耳は赤くなっている。

「にしても噂うわさ以上の足手まといだったな、こいつ！　クレインさんに頼まれてパーティに加えてやったが、まさか荷物持ちも満足にできねえとは思わなかったぜ」

「だな！　こいつに銅貨五枚は払いすぎだったぜ！　おい、金返せよ！」

「嫌よ！」

　男が伸のばした手を咄嗟に避けた拍ひよう子しに、ミュケの手から皮かわ袋ぶくろが落ちた。落下の衝しよう撃げきで、皮袋から小石が溢あふれ出でてくる。そのなかに、数枚の銅貨が紛まぎれていた。

「～～～っ！」

　顔を赤らめ、ミュケは涙目でそこらじゅうに散らばった小石と銅貨をかき集める。その姿を見て、男たちが愉ゆ快かいそうに嘲笑した。

「おいおい、石じゃ買い物はできねえぜ？」

「おめーんとこの落ちぶれ令れい嬢じようさんは、そんなことも教えてくれなかったのか？」

　ミュケは立ち上がった。

　涙に滲にじんだ瞳ひとみで男たちを睨にらみつける。

「あたしの悪口はいくら言っても構わないわ！　だけどルイナをバカにするのだけは許さないんだから！」

「一つ星の分際で、四つ星の俺らに喧けん嘩かを売るってのか？」

「粘ねん液えきを飛ばすスライムの魔石しか持ってねえくせに、偉えらそうな……ひっ」

　男たちが、悲鳴を漏もらす。

「貴様ら、俺の娘を侮ぶ辱じよくしたな？」

　愛する娘をバカにされ、アニマは憤ふん怒ぬの形相をしていた。

　いますぐにでも葬ってやりたいが、できることなら、暴力は振るいたくない。目撃者がいなければ躊ちゆう躇ちよなく葬るが、まわりには野や次じ馬うまが集まっているのだ。

　彼かれらを葬れば、アニマの怖ろしい噂が街中を駆かけ巡めぐり、家族が後ろ指を指されることになってしまう。

　家族に肩かた身みの狭せまい思いをさせないためにも、怒りを鎮しずめなければならない。ならないのだが……

　娘を侮辱され、おとなしく身を引くことなどできるわけがない。

「ミュケに謝あやまるか、俺に殺されるか――。好きなほうを選ばせてやる」

　並々ならぬ殺気にあてられ、男たちの顔から血の気が引いていく。

　まだ手を下していないというのに、すでに死人のように青ざめてしまっている。

　アニマは彼らの謝罪を待つが……男たちはぱくぱくと口を動かすだけで、一向に言葉を発しない。

　アニマは、深くため息をついた。

「そうか。謝罪より死を選ぶか。ならば望み通り――」




「そこでなにをしている！」




　アニマが拳こぶしを握にぎりしめたところ、ふいに怒声が響ひびいた。

　男が野次馬を押おし退のけ、こちらへ駆け寄よってくる。

　縮れた茶ちや髪ぱつを肩かたまで伸ばした男の登場に、二人組が救われたように笑みを浮かべた。

「聞いてくださいよ、クレインさん！　俺たち、こいつに脅されたんです！」

「殺されるところでしたよ！」

　聞こえよがしに声を張り上げる二人組に、クレインはにやりと笑う。

「そうか！　この白髪野や郎ろうが最近夜道で女を襲おそっている犯罪者か！」

「な、なんのことよ!?」
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「ギルドに依頼が出ていたのだ！　気き性しようの荒あらい男が善良な市民に暴行を働いてるとな！　ハンターとして、町の治安を乱す輩やからを見み逃のがすわけにはいかないのだ！」

　クレインが芝しば居いがかった口調で叫さけんだ。

　ミュケはぎょっとする。

「ちょ、ちょっと待ちなさい！　人ひと違ちがいよ！　こいつは――アニマは、そんなことする男じゃないわ！」

「黙だまれ、犯罪者の娘め！　町の治安を乱す輩は、このクレインが許さん！　罪なき人々に危害を加えないよう、たっぷり痛めつけてから捕まえてやる！　もっとも、勢いあまって殺してしまうかもしれないがな！」

　必要以上に声を張り上げ、クレインは黒水晶の首くび飾かざりに手を触ふれた。その魔石を見て、ミュケが目を見開く。

「あ、あれって、まさか――！　に、逃げるわよ、アニマ！」

「なぜだ？」

「な、なぜってあんた、あの魔石は……」

　ミュケが言葉を失う。

　クレインの肌はだが、細かな粒つぶに覆おおわれたのだ。小粒は瞬またたく間まに肥大化していき、岩ほどの大きさにまで膨ふくれあがった。

　全身が岩に包まれ、クレインは見上げるほどの石像になる。

「は、早く逃げるわよ！」

　我に返ったミュケはアニマの手を掴つかみ、慌ただしく叫んだ。取り乱しているのはミュケだけではなく、野次馬たちは争いに巻きこまれるのを怖れて逃げ惑まどっている。

「ミュケは離れていろ。あいつは俺がなんとかしてやる」

「あ、あんたになんとかできる相手じゃないわよ！　あいつは……クレインはゴーレムの魔石を使ったのよ!?　ここにいたら踏ふみ潰つぶされちゃうわ！」

「そうか。ミュケは、俺のことを……パパのことを心配してくれているんだな」

「あ、当たり前じゃない！　この状じよう況きようで心配しないなんてどうかしてるわ！」

「嬉しいよ。その一言で、パパは力が漲みなぎってくる。安心しろ。パパは負けないからな」

　にこやかに語りかけると、アニマはミュケに麦わら帽子を渡わたした。

「帽子に傷がつくとまずいからな。念のため預かっててくれ」

「ぼ、帽子より自分の心配しなさいよ！　あんなバケモノにどうやって立ち向かうつもりなのよ！　いいから早く逃げ――」

　ミュケは黙りこむ。

　大きな影かげが降ふってきたのだ。

　見上げると、岩が視界を覆い隠していた。まるで山が降ってきたような大きさのそれは、足裏だ。クレインはミュケもろともアニマを踏み潰そうとしているのだ。一いつ切さいの躊躇なく猛もう然ぜんと迫る足裏を――




　アニマは、片手で受け止めた。




　その重みで、アニマの足が地に沈しずむ。

「……え？」

　咄嗟にしゃがみこんでいたミュケは、ぱらぱらと砂粒が降ってくるなか、おそるおそる顔を上げる。

　アニマが巨きよ大だいな足裏を片手で受け止めているのを見て、ほうけたように目をまるくした。

「う、うそでしょ……。ゴーレムを受け止めるって……ど、どんだけ魔ま力りよくがあればそんな怪かい力りきになるのよ……？」

　実際はただの馬ば鹿か力ぢからだが――ミュケはミノタウロスの魔石に膨ぼう大だいな魔力を流すことで、ゴーレムに対たい抗こうしていると思っているらしい。

「ミュケ、離れていろ」

「も、もしかして魔力が限界なの？　だったらあたしも戦うわっ！　あんたひとりを押し潰させるわけにはいかないもの！」

　がたがたと脚あしを震わせながらミュケが叫ぶ。

　ミュケは危険を冒してまでアニマを守ろうとしてくれているのだ。その気持ちだけで、アニマは幸せだった。

「安心しろ。パパはこんなザコに力負けなどしないからな」

「ほ、本当でしょうね？」

「本当だ。パパはもっと強い奴やつらと戦ってきたし、そいつらを無傷で倒たおしてきたからな。そいつらに比べると、こいつはザコだ。怪我けがをするほうが難しい。だから、パパを信じて下がっていてくれ」

「……わ、わかったわ」

「良い子だ」

　安あん全ぜん圏けんまで後退したミュケに優やさしくほほ笑みかけると――アニマはぐいっと足裏を押し返かえす。

　ズズーン！　とクレインは地じ響ひびきを上げてひっくり返った。その衝撃に地割れが広がり、石いし畳だたみの道がめくれ上がる。先ほどまでミュケが立っていた場所に砕くだけた石が飛んでくる。

　慌てて起き上がろうとするクレインの腹部に飛び乗り、アニマがつま先で軽く蹴ると、一いつ瞬しゆんにして亀き裂れつが走り、岩の鎧よろいが弾はじけ飛とんだ。

　砕け散ちった岩のなかに『く』の字に曲がった腕うでを見つけ、ぐいっと引っ張り上げる。と、血まみれになったクレインが釣つれた。

　アニマはぐったりとしたクレインをゴミのように放ほうり投なげる。地べたに叩たたきつけられたクレインは、よろよろと起き上がろうとする。しかし立ち上がることができず、

「ば、ばけ、もの……」

　四よつん這ばいのまま逃げようとする。それを黙って見逃してやるほど、アニマはお人ひと好よしではない。

　正面にまわりこむと、クレインはひぃ、と悲鳴を上げ、頭を地に擦りつけた。

「ゆ、許してください……！　お願いします、命だけは、命だけは……！」

　クレインが命いのち乞ごいをしてくる。

　アニマだけを襲ったのなら見逃してもよかったが――クレインは、ミュケを巻まき添ぞえにしようとしたのだ。八やつ裂ざきにしても足りないほどの罪を犯おかしたのだ。

　だが、ここでクレインを殺せばアニマの怖こわい噂が流れてしまう。

　怒いかりを晴らすことはできるが、家族がつらい思いをすることになるのだ。

　かといって、ただ見逃すだけではアニマの腹の虫が治まらない。そう考えたところで、アニマは名案を思いついた。

　脅おどすような口調で、クレインに告げる。

「俺の家族に二度と手を出さないと誓うなら、見逃してやってもいい」

「ち、誓います！　誓わせてください！」

「そうか。だが、口だけではなんとでも言える。二度と手を出さないと誓うなら、それを証明してみせろ」

「しょ、証明ですか？」

「そうだ。二度と家族を襲えないよう四し肢しを切断するか、その魔石を差し出すか。好きなほうを選べ」

「さ、差し出します！」

　クレインは慌ただしく首飾りを外し、アニマに投げ渡した。アニマはそれを拾い上げ、クレインを見下ろす。

「今回は特別に見逃してやる。だが、二度と俺たち家族の前に姿を見せるな。今度お前を見かけたら……そのときは、わかるな？」

　アニマが凄すごんでみせると、クレインはますます顔を青ざめさせた。

「は、はい！　二度とお目にかからないと誓います！　今日中に町から出ていきます！」

　心底怯おびえたように叫び、四つん這いのまま逃げていく。クレインはこの先一生アニマの影に怯えて生きていくことになるだろう。

　小さくなっていくクレインから目をそらすと、アニマはしりもちをついている二人組のもとへと歩み寄る。

　腰が抜ぬけているのだろう。男たちは顔面蒼そう白はくになりつつも、逃げようとはしなかった。

「ゆ、許してください！」

「俺たち、クレインに命じられただけなんです！」

　アニマが声をかける前に、ふたりが命乞いをする。

「命じられただと？」

「は、はいっ！　白髪赤目の男を怒おこらせろと命じられたんです！」

　ふたりはミュケを挑ちよう発はつすることでアニマを怒らせた。

　つまり、それを指示したクレインは、家族をいじめればアニマが怒ることを知っていたということだ。

（端はたから見ても、俺って家族を愛しているように見えるんだな）

　アニマの家族に対する愛情は、端から見ても一いち目もく瞭りよう然ぜんということだ。

　夫として、また父として、ちゃんと振ふる舞まえているか心配だったが、上手にできているらしい。

　気になるのは、なぜクレインがアニマを怒らせようとしたかだが……確かめようにも、クレインはもういない。

　まだ遠くへは行っていないが、クレインの顔は二度と見たくないのだ。

（おおかたルイナと結けつ婚こんした俺に嫉しつ妬としたとか、そんなところだろう）

　マルシャンとかいう男もルイナに求きゆう婚こんしていたのだ。ルイナは男たちにもてるのだろう。

　そんなルイナを、アニマは嫁よめにしたのだ。

　そう考えると男として誇ほこらしくなってくる。

「お前たちも、二度と俺の前に姿を見せるな」

　アニマが吐はき捨すてるようにそう言うと、男たちは地を這はうように逃げていった。それを最後まで見届けることなく、アニマがミュケのもとへ向かおうとしたところ、




「あんちゃん、よくやってくれた！」




　と、男が明るく声をかけてきた。それに同調するように、遠巻きに見ていた人々が呼びかけてくる。

「クレインの野や郎ろう、強いからって調子に乗ってたからな！」

「長いことこの町に住んでるが、あそこまで性根の腐くさった奴は見たことねえよ！」

「あんちゃんが倒してくれてスカッとしたぜ！」

「うちの若い娘、クレインに怯えてたからね！　私のお店に来てくれたら、サービスしてあげるわよ！」

　ミュケを守るためとはいえ、アニマは暴力を振るってしまった。手加減したとはいえ、町の人々に怖がられるのは覚かく悟ごの上だった。

　だが、町の人々はアニマが予想していたものとは真逆の反応を見せてきた。クレインはかなりの嫌きらわれ者ものだったらしく、アニマは怖がられるどころか好意を持たれたようである。

　しかし、いまはそのことを喜ぶよりも優先すべきことがある。

「怪我はないか？」

「あ、あたしは平気よ。あんたこそ怪我はないわけ？」

「あんなザコ相手に怪我などしない。とにかくミュケに怪我がなくてなによりだ」

　アニマが安あん堵どの息をつくと、ミュケがじっと瞳を覗のぞきこんできた。

「……どうしてそんなに心配するの？　あたし、あんたにひどいこと言ったのに」

「ひどいことを言われたなんて思ってない。穀ごく潰つぶしなのは事実だからな。それにミュケは俺の可愛かわいい娘だ。娘を心配するのは父親として当然だろう？」

　柔やわらかくほほ笑み、アニマは黒水晶つきの首飾りをミュケに見せる。

「ところで、これは売れるのか？」

「魔石の専門店に持っていけば買い取ってもらえるけど……売っちゃうわけ？」

「こんなものを使わなくとも、俺は強いからな」

「……それもそうね。こっちよ」

　ミュケの案内を受け、アニマは最も寄よりの魔石専門店へと向かうのだった。




◆




「ついたわ。ここが魔石専門店よ」

「そんなに大きくないんだな」

　古びた店を見て、アニマは率そつ直ちよくな感想を口にする。

　日常を便利に彩いろどるものから戦せん闘とうに特化したものまで、魔石はこの世界では重要な役割を担になっているのだ。

　それを取とり扱あつかう店はさぞかし立派な外観をしているだろうと思っていたが、ハンターズギルドに比べると遙はるかに見み劣おとりする。

「この店が一番近かったからここに来ただけで、魔石専門店はほかにもあるわ。そっちがいいなら案内するわよ？」

「ゴーレムの魔石はここでも売れるのか？」

「もちろんよ。どの店も喉のどから手が出るほど欲ほしがるでしょうね。ゴーレムの魔石なんて、そうそう店に出回るものじゃないもの。ゴーレムそのものが稀き少しようだし、それを倒して手に入れるとなると難しいのよ」

「そうか。ミュケは詳くわしいんだな。さすがは先輩だ」

　アニマが褒ほめると、ミュケは頬を染めた。

「べ、べつにこんなの常識よ。ほら、早く入るわよ！」

　照てれ隠しをするようにさっさと先へ進むミュケのあとを追いかけ、アニマは店内に入る。

　店のなかには、色とりどりの装そう飾しよく品ひんが展示されていた。指輪に腕うで輪わに首飾りなど様々なアクセサリーがあり、そのすべてに大小様々な水晶がはめこまれている。

　キラキラと輝かがやく魔石を横目に、アニマはカウンターへ向かう。

「いらっしゃい。なにをお求めで？」

「これを買い取ってほしい」

　アニマはカウンターに首飾りを置いた。

　漆しつ黒こくの魔石を見て、店主はぎょっとする。

「これ、ゴーレムの魔石じゃないですか！　お客さん、いったいこれをどこで……？」

「戦利品だ。いくらで買い取ってくれる？」

「少々お待ちを！」

　アニマの気が変わらないうちに買い取ろうとしているのだろう。店主は慌あわただしく店の奥おくへと引っこみ、ぱんぱんに膨らんだ皮袋を手にして戻もどってきた。

「申し訳ありませんが、うちには金貨の蓄たくわえがあまりなくて……。少々かさばるとは思いますが、銀貨三〇〇枚でいかがでしょう？」

「銀貨三〇〇枚!?」

　ミュケが信じられないといった様子で叫んだ。

「それはどうなんだ？」

「充じゆう分ぶんよ！　銀貨三〇〇枚もあれば、働かなくても家族四人で三年は暮らせるわ！」

「家族四人……俺を受け入れてくれるのか？」

　ミュケは照れくさそうに鼻を鳴らした。

「あ、あたりまえじゃない。あんたは銀貨三〇〇枚も稼かせいだのよ？　穀潰しなんて呼べるわけないじゃない」

「なら……これからはパパと呼んでくれるのか？」

　期待をこめてたずねると、ミュケはじんわりと頬を赤らめた。

「べ、べつにいいけど……でも、勘かん違ちがいするんじゃないわよ。あんたがお金を稼いだから、パパって呼ぶわけじゃないんだから」

「では、なぜパパと呼んでくれるんだ？」

「……あんたが、あたしを守ってくれたからよ」

　気き恥はずかしそうにもじもじするミュケの頭を、アニマは麦わら帽ぼう子し越ごしに優しく撫なでる。

「パパはミュケを愛しているからな。これからもミュケを守ってやる。だからミュケも、パパを頼りにしてくれ」

　ミュケはこくりとうなずき、

「で、でも、仕事をするときはあたしが先輩なんだからね？」

「わかっているさ。頼りにしているぞ、先輩」

「わ、わかってるならいいのよ」

　嬉しげに頬ほおを緩ゆるませるミュケとともに、アニマは店をあとにする。

「これはミュケに渡しておく」

　そして、アニマはミュケに皮袋を差し出だした。

　ミュケはきょとんとした顔で、アニマを見上げる。

「どうしてあたしに渡すの？」

「ミュケはマリーに見み栄えを張っていたんだろ？」

　じっと瞳を見つめて問いかけると、ミュケは小さくうなずいた。

「……そうよ。だって、あたしにはなにもないもの」

「なにもない？」

「ええ。あたしはあんたと違ちがって強くないし、ルイナと違って家事ができるわけでもない。マリーに誇れるものは、なにもなかったのよ」

　ミュケにとっては、マリーに慕したわれることが唯ゆい一いつの自じ慢まんだった。マリーに慕ってもらうため、小石を詰つめこんでぱんぱんに膨らんだ皮袋を見せていたのだ。

　だが、マリーはアニマに懐なついていた。大好きなマリーをアニマに奪うばわれたと思いこみ、ミュケは敵意を剥むき出しにしていたのである。

「見栄など張らずとも、マリーはミュケを愛しているぞ。先日もミュケはいつ帰ってくるのかと寂さびしそうに聞いてきたからな」

「……ほんと？」

「ああ、本当だ。だから今日はたくさんマリーと遊んでやってくれ。こうして金も稼いだことだしな。それとも、働きたいか？」

　ミュケは、ふるふると首を振る。

「ううん。今日は帰るわ。もうじき日が暮れるし、お腹なか空いたもの。早くご飯を食べて、お風ふ呂ろに入りたいわ」

「俺もだ。パパと一いつ緒しよに入るか？」

「嫌いやよ。あたし、もう一二歳さいなんだから」

　きっぱりと断られ、アニマはがっくりとうなだれる。が、

「で、でも、背中くらいは流してあげるわ」

　その一言で、アニマは救われた。べつにミュケはアニマを嫌っているわけではない――ただ、恥はずかしいから一緒に入浴したくないだけなのだ。

「ありがとな。パパ、幸せだよ」

　嬉しげにほほ笑えみ、アニマはミュケに皮袋を渡す。

　ミュケはそれを受け取ると、じぃっとアニマを見つめた。

「……ありがと、パパ」

　アニマはにこりと笑う。

「どういたしまして。では帰るとするか。ルイナとマリーが待っているからな」

　アニマはミュケに手を伸ばす。

　するとミュケは、小さな手でそっと握りかえしてきた。

　そうしてアニマは、夕日に染まる道をミュケとともに歩いていく。




「あーっ！　まま！　ぱぱとみゅけおねーたんだよ！」

「ふたりとも、お帰りなさいっ！」




　手を繋つないで帰ってきたふたりを見て、ルイナはとても嬉しそうにほほ笑むのであった。




◆




　その日の夜。

　月明かりに照らされた草原地帯を、クレインは無我夢中で駆けていた。ケンタウロスの魔石で脚力を強化しているため、人間離れした速さである。クレインは日が暮れる前からこの調子で走っているのだ。ガラートは影も形も見えないくらい遠ざかっている。

　だが、油断はできない。

　安心などできるわけがない。

　せめてこの先にある国境の大河を越えなければ――でなければ生きた心ここ地ちなどしない。

　クレインは逃にげていた。

　アニマからではない。

　マルシャンから逃げているのだ。

　堂々とアニマを殺せばクレインは捕つかまってしまうが、子どもを利用することでアニマを激昂させれば、町の治安を守るという名目で討とう伐ばつできる。

　そんな計画を立ててアニマを殺そうとしたが、クレインは返り討うちに遭ったのだ。

　アニマ殺害に失敗した以上、クレインがマルシャンに仕置きされるのは時間の問題だ。

　それゆえクレインは夜逃げしたのだ。荷造りの時間などなく、強力な魔石と一〇〇枚の金貨しか持ち出すことができなかった。

　それだけでも贅ぜい沢たくな暮らしはできるが、クレインは追われる身なのだ。目立った行動を取ればマルシャンに見つかる怖おそれがあるため、豪遊は許されない。

　クレインは隠いん居きよを余儀なくされたのだ。

　それもこれも、すべてアニマのせいである。

（あのクソ野郎、必ず復讐してやる！）

　アニマに対する怒りが燃え上がり、マルシャンに対する恐きよう怖ふ心しんが薄うすれていく。

　アニマに復讐しなければ腹の虫が治まらない――しかし、アニマの強さは嫌というほど思い知った。

　おそらくアニマは、マルシャンと同等の力を持っているだろう。立ち向かおうものなら、今度こそクレインは殺されてしまう。

　とはいえ、アニマを殺さずとも復讐はできる。

（あいつの大事なものを壊こわしてやる！　ガキを殺してルイナを犯してやる！　いつか必ず、ぜったいに！）

　アニマがいかに家族を愛しているかは、この一週間で理解したのだ。ミュケとマリーを殺し、ルイナを犯せば、アニマはさぞかし悲しむだろう。

　アニマの絶望する顔を思い浮うかべると、少しだけ腹の虫が治まってきた。怒りが薄まり、マルシャンに対する恐怖心が蘇る。

　クレインは走りながらかぶりを振った。

「マルシャンはザコだ！　危ない任務をオレに押しつける臆病者だ！　あいつよりオレのほうが強いに決まっている！」

　恐怖心を吹ふき飛ばすように、クレインは腹の底から叫ぶ。

　そのときだ。




「――ならば試してみるか？」




　上空から冷たい声が降ってきた。

　クレインは思わず足を止める。

　怖こわ々ごわと上空を見上げると――

　そこには、禍まが々まがしい姿をした真しん紅くのバケモノが浮いていた。

　まるで血の海から這い出てきたようだ。全身が真紅の鱗うろこに覆われている。真っ赤な翼をはためかせ、臀でん部ぶから刺々しいしっぽが伸び、大蛇のようにうねっていた。

　顔も鱗に覆われているため表情をうかがい知ることはできないが、彼の正体はわかっている。

　最強と謳われる赤せき竜りゆうの魔石を持っている者など、この世にひとりしかいないのだから。

「マ、マルシャン、様……」

　恐きよう怖ふのあまり、上手うまく言葉が出てこない。足が竦すくみ、立っているのがやっとだ。魔石で強化された脚は根を張ったように動かなくなる。

「な、なぜここに……？」

　やっとの思いで搾り出した二の句に、マルシャンはゆっくりと舞い降り、厳おごそかに返す。

「貴様を見ていたのだ。厳密には、貴様と戦うアニマをな」

「み、見ていた……？」

　あのとき町の上空にいたということは、クレインが屋や敷しきから逃げだすところも見られているということだ。

　言いい逃のがれはできそうにない。

　であれば、クレインが取るべき行動はひとつしかない。

　マルシャンを殺すのだ。

　とはいえ、まともに戦っても勝ち目などない。

　いまはとにかくマルシャンの油断を誘さそうことに注力しなければ。

「貴様は私の命令に背そむいた。アニマを殺さず、逃げだしたのだ。私を裏切った者の末路がどうなるか、知らぬわけではあるまい？」

　知らないわけがない。マルシャンはやると言ったらやる男である。いつかはこの瞬しゆん間かんが訪おとずれることを覚悟していた。

　それに対抗するため、クレインはすべての指に指輪をはめている――戦うための魔石と、逃げるための魔石がはめこまれた指輪を身につけているのだ。

「で、ですが……たしかに任務には失敗しましたが、私はこれまでマルシャン様のために働いてきました！」

「そうだ。貴様は私に尽つくした。私の命令通り、正義感に溢れる者を殺してきた。ゆえに、貴様には死んでもらわねば困るのだ。私が英えい雄ゆうとなるのに、貴様という存在は邪じや魔までしかないのでな」

　つまるところ口封じ。赤竜の攻こう撃げきはとにかく目立つ。殺害現場を誰にも目撃されぬよう、クレインが人里離れた場所へ移動するのを静観していたのだ。

　が、おとなしく殺されるつもりなどない。逆にマルシャンを葬り、最強と名高い赤竜の魔石を手に入れてやる――！

「オレを殺すだと？」

　クレインは右手の中指にはめた魔石にありったけの魔力をこめる。それは灼熱の業ごう火かを放出するヘルハウンドの魔石だ。

「バカがッ！　死ぬのは貴様だ！」

　クレインの右手から黒蛇を彷ほう彿ふつとさせる漆黒の炎ほのおが飛び出す。黒炎は蛇のように草原を這い、猛然とマルシャンに襲いかかった。

「油断したな、マルシャン！」

　燃えさかる炎の渦に飲みこまれたマルシャンを見て、クレインは哄こう笑しようを上げる。赤竜の鱗は驚異的な硬さを誇る。いかなる手段を用いようと赤鱗の鎧を砕くことはできない。

　だが、しょせんは鎧だ。

　灼熱の業火に焼かれれば中身は無事では済まない。悲鳴すら上げる間もなく皮膚が溶け、血液が沸騰し、マルシャンは焼け死んだ。

　はずだったのだが……

「――無む駄だな足掻きを」

　ぶわあっと猛烈な熱風が吹きすさび、漆黒の炎が消しよう滅めつする。まるで羽虫でも払うように手を動かしただけで、クレインが全魔力をこめて放った炎はかき消されてしまったのだ。

「そ、そんなバカな……な、なぜ生きて……」

「おめでたい男だ。あんな炎でこの私をどうにかできると思ったのか？」

「なぜ生きているのだ！」

　クレインは信じがたい気持ちでいっぱいだった。

　かき消されたとはいえ、漆黒の炎はたしかにマルシャンの全身を包みこんだ。数秒とはいえ、マルシャンが灼熱の業火に焼かれた事実に変わりはない。いくら鎧が硬かろうと、熱すればただでは済まないはず。

　だというのに、なぜマルシャンは平然と佇たたずんでいるのだ――！

「赤竜の特性は、その堅けん牢ろうさにあるのだ。その力を忠実に再現した私は、赤竜の生き写し。あらゆる攻撃は鱗が防ぐ。なにをしようと、この私が痛みを感じることはない。灼熱とて例外ではないのだ」

　もっとも、とマルシャンが頭上に手をかざす。そこに人間を丸呑みにできるほどの炎が生まれ、あたりが真昼のように明るくなった。

　まるで小型の太陽だ。草原はチリチリと音を立てて焼け焦げ――むせ返るような熱風にのどを焼かれ、クレインはまともに悲鳴を上げることすらできない。




「――もっとも、堅牢性に優れているとはいえ、破は壊かい力が劣っているわけではないがな。かつて数多の生物を焼き滅ぼした赤竜の一いち撃げきで死ねること、光栄に思うがよい」




　冷たく言い放ち、マルシャンが手を振り下ろす。その瞬間、炎の弾がクレインの肉体を押し潰すように襲いかかり――……

　クレインは骨の一片すらも残すことなく、この世界から姿を消した。







《　第四幕　魔ま王おう、家族サービスをする　》







　ミュケが出で稼かせぎから戻り、アニマの愛する家族が勢揃いした翌日。

　その日の朝――。ミュケとマリーに挟まれて寝ねていたアニマはルイナに優しく起こされ、洗せん濯たくを手伝ってほしいと頼たのまれた。

　マリーひとりを部屋に残すのは不安だが、今日からミュケが一緒なのだ。大好きな姉がそばにいれば、目を覚ましてもぐずる心配はないだろう。

　アニマは幸せそうに眠ねむるふたりを起こしてしまわないように、そっと寝しん室しつをあとにする。そのままの足取りで庭に出たアニマは井い戸ど水を汲み、ルイナのとなりにしゃがみこむと、警けい戒かいするように洗濯かごを一いち瞥べつした。

　衣類が山盛りになった洗濯かごのなかには、ルイナの下着が入っているのだ。アニマに下着を触られるのを恥じらっていたし、二日連続で同じ過ちを犯すわけにはいかない。

「もしよかったら、お互たがいの下着を洗いっこしませんか？」

　視線を巡めぐらせて衣類の選別をしていたところ、ルイナが驚きの提案を口にする。

「……俺おれに、下着を洗わせてくれるのか？」

　戸と惑まどうように聞き返すと、ルイナはこくりとうなずき、落ちこむように目を伏せた。

「昨日はアニマさんを傷つけるようなことをしてしまい、本当にすみませんでした……。旦だん那な様さまに下着を触られて悲鳴を上げるなんて……私、奥さん失格です」

「そ、そんなことはない！　ルイナは理想の嫁だ！」

　アニマが慌てて励ますと、ルイナはうっすらと笑みを浮かべる。

「嬉うれしいです。私、本当にアニマさんのことが好きなんです。だから、もっと夫ふう婦ふらしくなりたいと思ってます」

「夫婦らしくなるために、互いの下着を洗うのか？」

　ルイナは自信ありげにうなずいた。

「下着を洗うなんて、お互いのことを好きでないとできませんからね。……嫌ですか？」

「嫌なものか。日頃の感謝の気持ちをこめて洗わせてもらうよ」

「私も感謝の気持ちをこめて洗います。アニマさん、いつも子どもたちを見守ってくれて、ありがとうございます」

「感謝するのは俺のほうだ。いつも美味うまい手料理を食わせてくれてありがとな」

　などとおしゃべりしながらも手を動かし、ふたりは洗濯を終わらせた。ひらひらと風に揺ゆれる洗せん濯たく物ものを背景に、ルイナが清すが々すがしい笑みを浮かべてのびをする。

「アニマさんのおかげで、あっという間に終わっちゃいましたね」

「力になれて嬉しいよ。これからも毎日手伝うからな」

「アニマさんは本当に頼たよりになりますね。だけど、あまり無理はしないでくださいね？　アニマさんに倒れられると悲しいですから……」

「心配するな。俺は、体力だけは自信があるんだ。それにルイナがそばにいてくれれば、疲つかれなど吹き飛んでしまうからな」

「私もアニマさんのそばにいると元気になります。だから……そうだっ。これから一緒にご飯を作りませんか？」

「……俺が、料理を？」

「はい。私、アニマさんと料理したいですっ！」

　ルイナは楽しげに声を弾ませると、アニマの手をぎゅっと握にぎった。アニマは怪力だが、ルイナの手を振り払はらうことなどできるわけがなく……

　アニマは、炊すい事じ場ばにつれていかれた。

　綺き麗れいに磨かれた板いた敷じきの床ゆかにはところどころに染みがつき、石造りのカマドの上には、空っぽの鍋が置かれている。

　整頓された大棚には見慣れた食器類のほか、見たことのない調理具が整然と並べられていた。

　炊事場を訪れたことはあるが、料理をするのははじめてだ。失敗すればアニマのせいで家族がお腹を壊してしまうかもしれない。

　そう考えると、死と隣となり合あわせの日々を過ごしていたとき以上の緊きん張ちよう感が押し寄せる。

「ほんとに俺が手伝っていいのか？」

　料理に不慣れなアニマがいると、ルイナも集中できないだろう。

　力仕事はアニマの領分だが、細かい仕事はルイナのほうが得意である。ルイナひとりで料理したほうが美味おいしいご飯ができるはずだ。

「私、アニマさんと一緒に料理したいです」

　ルイナにしては珍めずらしく、はっきりと意思を示してきた。

「だが、俺が手伝ったら美食が台無しになりかねないぞ」

「私がちゃんと教えますから心配はいりません。それに、料理は愛情ですから。愛情さえあれば、美味しい料理ができるんです」

「愛情か……」

　言われてみれば、マリーの泥どろ団子は美味しかった。

　マリーが愛情をこめて握ってくれたため、土なのに美味しく感じられたのだ。

「アニマさんが料理したと聞いたら、ミュケとマリーも喜びます。パパのことが、もっと好きになりますよ」

「ほんとかっ？」

　アニマは期待を膨らませた。

　ちゃんとした料理を作ることができれば、愛する我わが子こが笑え顔がおになってくれるのだ。

　パパの料理美味しいね、と喜んでくれるかもしれないのだ。

「俺はなにをすればいい？」

　その気になったアニマに、ルイナは嬉しげにほほ笑んだ。

「りんごを食べやすい大きさに切ってください。その皮を、私が剥きます」

　ここ最近、フルーツメインの朝食が続いているが、樽たるにはりんごをはじめとする果物が山盛りになっている。

　肉とパンは早めに食べてしまったが、先日果物屋から結けつ婚こん祝いわいと称しようしてもらったものが、まだあまっているのだ。

　ルイナは四玉のりんごをテーブルに並べると、ナイフを手に取った。

「アニマさん、ナイフの握り方はわかりますか？」

　アニマは曖昧にうなずいた。

　ナイフを握にぎることはもちろんできるが、それが料理に相応ふさわしい握り方かはわからない。

　アニマの心中を察したのか、ルイナがにこりとほほ笑んだ。その笑みに見とれていると、ルイナはアニマのうしろにまわりこみ、

「こうやって握るんですよ」

　背中に抱だきつき、ほっそりとした手でアニマの無骨な手を握ってきた。包みこむように握った手をナイフの柄へ誘導し、そっと握らせてくる。

「利き手は右手でしたっけ？」

「あ、ああ、そうだ」

　手を握られ、そのうえ背中に柔らかな物体を押おしつけられ、アニマはどぎまぎしていた。

　アニマはルイナと毎日入浴しているのだ。毎日のように柔らかそうな美しい乳房を見ているが――触さわったことはない。

　アニマにとってルイナの胸は、近くて遠い存在だった。そんな乳房をこれでもかと押しつけられ、心穏やかではいられない。

　このままだと頭がおかしくなりそうだ。

　アニマが煩ぼん悩のうを追い払おうとしていると、ふいに柔らかな感かん触しよくが遠ざかる。

　ルイナがとなりに移動して、上目遣いに見つめてきたのだ。

「私の話、つまらないですか？」

　いろいろと説明してくれたようだが、申し訳ないことにまったく聞いていなかった。

「すまない。もう一度最初から説明してくれると助かる」

「構いませんけど……アニマさん、疲れてます？　なんだかぼんやりしてますよ？」

「疲れているわけではない。ただ……胸が」

「胸が？　……あ」

　ルイナの頬にさっと朱が差す。

「あ、あの……わざとじゃありませんからね？　その、説明に集中していて……」

「わかっている。一いつ生しよう懸けん命めいコツを教えてくれて嬉しいよ。俺、必ず料理上手になるからな。そしたら毎日一緒に料理しような」

「はいっ！　私、アニマさんと毎日料理したいですっ！」

　ルイナは弾ける笑顔でそう言うと、アニマにぴたりと寄り添ってきた。肩かたと肩とが触れ合う距離だ。

　先ほどは無意識だったが、今回は意識的な行動に違いない。

　今日のルイナはやけに積極的である。いったいどうしたというのだろうか。気になってアニマは料理に集中できない。

「近すぎじゃないか？」

「……嫌ですか？」

　ルイナが甘あまえるように見つめてくる。

　その瞳ひとみが、アニマと離れたくないと物語っている。

　アニマは抱きしめたい衝動をどうにか抑え、首を振った。

「嫌なものか。俺たち、夫婦じゃないか」

　ルイナはにこりと笑う。

「はいっ。私たちは夫婦です。ですから、料理するときはこうして寄り添うんです」

「夫婦とは、寄り添って料理するものなのか？」

「はい」

　ルイナは自信ありげにうなずいた。

　幸せそうに目を細め、昔を懐かしむように語る。

「私が幼かった頃、お父様とお母様が、こうやって料理してたんです。あのときのお母様、とても幸せそうでした。私、お母様の顔を見て、料理ってすっごく楽しいんだろうなって思ったんですよ。……だけど、そうじゃありませんでした」

「そうじゃなかった？」

「はい。料理はとっても楽しいですけど……あの日、お母様が幸せそうにしていたのは、大好きなひとと一緒に、大好きなひとを喜ばせるために、料理してたからなんです」

　ルイナは、アニマの肩に頬をうずめた。

「私、あの日のお母様と同じ気持ちです」

　アニマは跳び上がりたくなるほど嬉しかった。足はしっかりと地についているが、心は高く舞い上がっている。

「俺、ルイナと結けつ婚こんできて幸せだ」

「私も幸せです。これからも私と一緒に、もっともっと幸せな家庭を築きましょうね」

　それを断る理由など、世界中くまなく探したって見つかりっこない。

「ああ。一緒に幸せな家庭を築こう」

「はいっ。築きましょう！」

「……」

「……」

　と、ルイナがじっと見つめてくる。どうしたのだろうかと思っていると、ルイナの瞳が潤いを帯びた。熱っぽい眼まな差ざしだし、もしかして熱でもあるのだろうか。

「気分が悪いのか？」

「えっ？　いえ、そういうわけでは……」

「そうか」

　アニマはほっと胸を撫で下ろす。その一方、どういうわけかルイナはがっくりしていた。なにか気落ちすることでもあったのだろうか。ならば夫として励ましてあげなければ。

　アニマがそう思っていると、ルイナは決意を新たにしたかのように顔を上げた。そして、潤うるんだ瞳でアニマを見つめ、

「と、ところで、その……幸せな家庭を築くために、どうしても欠かせないことがひとつあるんですけど……」

　と、恥ずかしそうにもじもじしながら言う。

「欠かせないこと？　それはなんだ？」

「ええと……」

「もったいぶらずに教えてくれ。俺にできることなら、なんだろうとしてみせるからな」




「その……キス、なんですけど……」




「キス、だと……」

　アニマは衝しよう撃げきを受けた。

　幸せな夫婦生活を送るにあたり、たしかにキスは欠かせない。

　現状に満足するあまり思いつきもしなかったが、ルイナとキスできればどんなに幸せか……。

「しかし……キスをしてもいいのか？」

　じっと瞳を見つめて問いかけると、ルイナはじわじわと頬を染める。

「実を言うと、私……アニマさんにキスをせがまれるのを待ってたんです」

「そ、そうなのか？」

「はい。一応、何度か目配せはしたんですけど……」

「すまない。まったく気づかなかった……」

　アニマはとにかく女性経験がなさすぎるのだ。目配せされただけでルイナの『キスしてほしい』という思いを察することはできない。

「謝あやまらないでくださいっ。私、アニマさんのそういう女性慣れしてないというか、硬派なところも好きですから……。そ、それで……キス、してくれますか？」

「望むところだ」

　アニマはルイナの華きや奢しやな肩をそっと掴つかむ。

「本当に……いいんだな？」

「は、はい。どうぞ……」

　ルイナが目を瞑り、薄紅色の唇くちびるをすぼめた。長いまつげを震ふるわせ、薄く開かれた唇から熱っぽい吐息をもらしている。

　ルイナの顔を、こんなに近くでじっくり見るのははじめてだ。いつまでも見ていたいと思えるほどの美しさだ。

　しかし早いところキスしないと、ルイナが緊張のあまり倒れてしまいそうである。もうすでに彼かの女じよの顔は、湯気が出そうなくらい真っ赤になっているのだから。

　アニマは唇を近づけていき……




「おなかちゅいたー！」




「きゃあ!?」

　ルイナが跳び上がった。

　マリーが駆かけこんできたのだ。

　そのうしろから、ミュケが顔を覗かせる。

　眠たそうに目を擦っていたミュケは驚おどろいたように目を見開き、

「い、いまの悲鳴はなに!?　まさかナイフで手を切ったんじゃないでしょうね!?」

「い、いえ。びっくりしただけです」

「びっくり？　……あっ、ふぅ～ん」

　アニマに肩を掴まれたルイナを見て、ミュケはなにかを察したようににやりと口の端はしをつり上げた。

　やれやれと肩をすくめ、見せつけるようにため息をつく。

「朝っぱらからねぇ。ま、べつにいいんじゃない？　夫婦なんだし」

「な、なにがですか？」

「ほら、さっさとやっちゃいなさいよ。あたし、マリーと外で待ってるから」

「だからなにがですかっ」

　ミュケに茶化され、ルイナは恥ずかしそうに涙なみだぐんでいる。

（口づけはお預けか）

　ルイナはキスに乗り気だったが、さすがにいまはしないほうがいいだろう。

　子どもたちが見ている前でキスを迫れば、ルイナは恥ずかしさのあまり気絶してしまいかねないのだから。

　アニマが残念に思っていると、うしろでカタカタと音がした。

　振ふり返かえると、マリーが背せ伸のびをしてまな板の上のりんごを取ろうとしていた。そして、りんごのとなりにはナイフが――

「危ない！」

　アニマは咄とつ嗟さにマリーを抱きかかえてナイフから遠ざける。するとマリーは悲しそうに手足をばたつかせ、

「ごはん！　ごーはーん！」

「わかっている。マリーはお腹が空いたんだよな？　りんごが食べたいんだよな？」

　落ち着いた口調でなだめつつも、アニマの心臓はバクバクしていた。

　あと少し気づくのが遅ければ、マリーは怪我けがをしていたかもしれないのだ。

　これからは片時も目を離さないように気をつけなければ。

「マリー、だいじょうぶ!?　怪我はない!?」

　りんごのそばのナイフを見てなにが起きたかを把は握あくしたのか、ミュケが心配そうに声を荒らげた。

「だいじょうぶだ。マリーには傷ひとつついていないからな」

　ミュケはほっと安あん堵どの息をつく。

「そ、そう。よかった……」

「すみません、アニマさん……。私が目を離したばっかりに……」

　深刻な顔をするルイナに、アニマはますます慌あわてた。

「い、いや、ルイナが謝ることではない。だからそんな顔をしないでくれ。でないと……ほら、ルイナが落ちこむと、マリーがぐずってしまうからな」

　マリーは大人の顔色に敏びん感かんなのだ。顔を曇くもらせたママを見て、悲しそうに瞳を潤ませてしまっている。

「まま、どこかいたいの？」

　暗い面持ちのルイナを見て、お腹が空いていることなどすっかり忘れてしまったらしい。マリーに心配され、ルイナは口元に笑みを浮かべる。

「いいえ、ママはへっちゃらですよ。すぐにご飯の準備をしますから、マリーとミュケは顔を洗ってきてくださいね。アニマさん、水みず汲くみお願いできますか？」

「力仕事は俺に任せておけ。それが終わったら、料理を手伝うからな」

「はいっ。それと……」

　ルイナに手招きされ、アニマは顔を近づける。

「キスは、子どもたちが寝たあとにしましょうね」

　甘い吐息が頬ほおを撫で、アニマは顔を熱くするのであった。







　それからほどなくした頃。

　料理の手伝いをやり遂とげたアニマは、食堂を訪れていた。

　テーブル上にはフルーツの盛り合わせが並んでいる。りんごにぶどうにみかんにバナナ……ぶどうはそのままの形で、みかんとバナナは皮が剥かれただけだが、りんごは一手間かけてある。

　アニマが一口サイズに切り、ルイナが皮を剥いた――ただ剥いたのではなく、マリーの好きなうさぎの形になっている。

「うさちゃんだー！」

　マリーがアニマの膝の上ではしゃいでいる。小さな手でりんごを掴み、ぴょんぴょんとテーブル上で跳ねさせている。

　四つある椅い子すのうち、ひとつは売り物にならないほど老朽化が進んでいるのだ。子どもたちに古い椅子を使わせるわけにはいかないし、アニマが座すわれば壊してしまう怖れがある。

　昨日は空気椅子で乗り切ろうとしたが、ルイナに止められたのだ。そこでマリーを膝に座らせることにしたのであった。

「マリーは、うさちゃんが大好きなんだな」

「ちゅき！　あのね、うさちゃんね、ぴょんぴょんするの！」

「そうか。マリーは物知りだな」

　アニマはマリーの頭を撫で撫でする。

　そんなアニマを見て、ミュケがくすっと笑った。

「ほんと、あんたってマリーのことが大好きなのね」

「ああ。俺は家族を愛している。だから当然、ミュケのことも大好きだぞ」

「はいはい。あたしも好きよ」

　軽くあしらうように手を払うミュケだが、うっとうしいとは思っていないらしく、唇をほころばせていた。

　そんなミュケに負けないくらい、アニマも頬を緩ゆるませている。

　可愛かわいい娘むすめに好きと言われて嬉しくないわけがないのだ。

　目覚めて間もないのに娘に慕したわれるなんて……今日は最高の一日になりそうである。

「お待たせしました～」

　アニマが幸せそうにしていると、ルイナが人数分のミルクを運んできた。

　アニマの膝の上ではしゃぐマリーを見て、ほほ笑えましそうに目を細める。

「マリーはパパのお膝がお気に入りなんですね」

「うん！　まりーね、ぱぱちゅきだよ！」

「パパがいてくれてよかったですね～」

「うんっ！　らってね、ぱぱ、だっこするのすっごいおじょうずなんだよ！　おひざもね、おっきくてね、ふかふかなの！」

「わあ、大きくてふかふかなんですか。いいですね～」

「もしよければ、ルイナも俺の膝に座ってみるか？」

「一度くらいは座ってみたいですけど、いまは遠えん慮りよしておきます。そこはマリーの特等席ですからね。ただ、いつまでもアニマさんの膝に座らせるわけにもいきませんけど」

「なぜだ？」

「マリーはどんどん大きくなりますし、アニマさんの膝が痺しびれてしまいますから。だから……今日はアニマさんの椅子を買いに出かけましょうか？」

「俺の椅子を？　だが、もったいなくないか？」

「そんなことありません」

　と、ルイナはこれだけは譲れないとばかりにきっぱり告げる。

「アニマさんとミュケが頑がん張ばって稼かせいだお金を無駄に使うつもりはありません。ですが、アニマさんは家族なんですから。家族の椅子を買うのは無駄遣いじゃありません」

　ルイナにここまでのことを言われて、断ることなどできるわけがない。

「俺のことをそこまで思ってくれて、ありがとな。俺、椅子を買うよ」

「おでかけすゆの？」

　大人たちの会話を聞いて、お出かけの雰ふん囲い気きを察知したのか、マリーは早くもそわそわしている。

「はい。今日は家族四人でお出かけですっ」

「やったー！　いちゅいくの？」

「朝ご飯を食べたら出かけましょう。それと、ひさしぶりに外食しましょうか。ミュケが帰ってきたお祝いです」

「い、いいわよ。あたしのためにそんなことしなくて」

　と、ミュケは申し訳なさそうに言う。

　アニマは女心に疎うといが、ミュケが遠慮しているだけだということは察することができた。

　昨日も思ったが、ミュケは家族のことをなによりも大切に考えている。そうでなければ危険を冒おかしてまでハンター活動をするわけがない。

　最近までよちよち歩きをしていたマリーと、家事に育児に奔ほん走そうするルイナ――。

　そんなふたりを支えることができるのは自分だけだと意気込み、家族のために身を粉こにして働いてきたのだ。

　家族思いの優やさしい娘と言えば聞こえはいいが、そのために自分をないがしろにする娘を、父として放っておくわけにはいかない。

　ミュケの遠慮癖が消えるまで、アニマは思う存分に娘を甘やかしてあげるのだ。

「金の心配はいらない。これからはパパがたくさん稼ぐからな。それで、ミュケはなにが食べたいんだ？」

　にこやかに語りかけると、ミュケは遠慮がちに言う。

「……あたしが決めてもいいの？」

「もちろんだ。なあ、ルイナ？」

「はい。ミュケが帰ってきたお祝いですからね」

　アニマとルイナにほほ笑まれ、ミュケは思案顔をする。なにを食べるか、真しん剣けんに考えている様子だ。

　ややあって、ミュケはぽつりとつぶやいた。

「あたし……ケーキが食べたい」

「いいですね。じゃあ、お昼はケーキの美味しいお店に行きましょうね」

「ううん、違ちがうの。あたし、ルイナの手作りケーキが食べたいのよ」

「私のケーキですか？」

　ミュケはこくりとうなずき、

「ほら、あたしの八歳さいの誕生日のとき、みんなで協力してアップルケーキを作ったことがあったでしょ？　またあれやりたいの」

　ケーキを食べたいという気持ちもあるようだが、なによりミュケは、昔のように家族と楽しくケーキを作りたいらしい。

「そうですね。卵や小麦粉はありませんけど、りんごはたくさんありますからね。一いつ緒しよに作りましょうかっ」

「まりーもやる！」

「俺も手伝うぞ」

「もちろんあたしも手伝うわっ。だって言い出だしっぺだもん！」

　ミュケは嬉しそうだ。

　明るく笑う娘を見ていると、アニマも幸せな心ここ地ちに包まれる。

「それじゃあ材料を買って、みんなでケーキを作りましょうっ！　ケーキ作るひとー？」

「「「はーい！」」」

　そうしてケーキ作りを楽しみにしながら朝食を食べ、お出かけの準備を済ませると――アニマたちは、ガラートへと出発したのであった。




◆




　ガラート近隣に広がる森林地帯の上空に、マルシャンはいた。

　鉤かぎ爪づめのついた翼をはためかせ、みすぼらしい建物を見下ろしている。まわりを丸太柵さくに囲まれた粗末なそれは、ルイナの孤こ児じ院いんであった。

　クレインを葬ほうむって一夜明け、マルシャンは災さい滅めつ獣じゆうの魔ま石せきを手に入れるべく、この場へとやってきたのである。

　日が昇のぼって間もないうちから監視しているが、人の出入りは見受けられない。アニマとルイナは庭で作業していたが、そのあと屋や敷しきに戻もどったのだ。

　いまこの場で炎えん弾だんを放てば、まとめて葬ることができる。

　だが、木っ端微塵になった屋敷のなかから小さな魔石を見つけるのは骨が折れる作業だ。長々と魔石を探していれば、いずれ誰だれかが駆けつけてくる怖おそれもある。

　せっかくクレインを葬り、マルシャンの裏の顔を知る者はいなくなったのだ。目もく撃げき者しやは葬ればいいとはいえ、見つからないに越したことはない。

　それにアニマを殺すわけにはいかない。

　マルシャンはアニマを操あやつることで多くの国を壊かい滅めつ状態へと導き、アニマと死し闘とうを演じた上で死を命じ、英えい雄ゆうになるのだから。

　いまここでルイナとふたりの孤こ児じを殺すことはできるが、アニマは生き残るのである。アニマと戦うことになれば孤児院の瓦礫はあちこちへ飛び散ることになる。そうなれば、いよいよ魔石を見つけるのは難しくなる――砂さ漠ばくから一粒つぶの金を見つけるようなものだ。

　ゆえに、いまここで赤せき竜りゆうの力を使うわけにはいかない。

　災滅獣の魔石は争うことなく、ルイナを脅おどして手に入れる。それがマルシャンの計画だ。

　もちろんルイナを脅せば、アニマは黙だまっていないだろう。

　敵意を見せれば間ま違ちがいなく戦うことになる。

　災滅獣の魔石で召しよう喚かんされたということは、当時の使い魔たちと同レベルの強さを誇ほこっているはずだ。

　つまりアニマは、マルシャンに匹敵する力を持っているのだ。

　アニマとまともに戦うことになれば、互いに無事では済まない。




「もっとも、アニマは全力を出し切ることなどできぬがな」




　なぜならアニマは、家族を愛しているのだから。

　それは先日家を訪問した際に理解した。

　アニマはルイナと孤児を傷つけるようなことはしない。なぜならマルシャンとアニマが全力で戦えば、屋敷どころか森全体が焼き尽くされることになるのだから。

　家族への巻まき添ぞえを避さけるため、アニマは全力を出し切ることができないのである。

　戦うことになれば、マルシャンのほうが圧あつ倒とう的てきに有利なのだ。

　かといって、マルシャンとて戦うつもりはない――子どもを人質に取り、ルイナを脅し、争うことなく魔石を手に入れるのだ。

　そしてマルシャンは、ルイナを脅す手段を持っている。

　昨夜クレインを消しよう滅めつさせた炎弾だ。

　その威い力りよくを見せたことはないが――スカーレット家の末まつ裔えいたるルイナは、赤竜がいかに怖ろしいかを知っているのだ。

　炎弾をちらつかせれば、ルイナはマルシャンの指示に従うしかなくなり――孤児たちが人質にされた以上、アニマはへたに手を出すことができなくなるという筋書きだ。

　災滅獣の魔石さえ手に入れば、ルイナと孤児は用済みとなる。アニマを操り、手始めにガラートの連中もろとも葬るつもりだ。

　とはいえ、ルイナは殺すには惜しい美女である。屋敷の地下に閉じこめ、慰なぐさみ者として生かしてやるのも一興だ。

「……む？」

　と、マルシャンは眉まゆをひそめた。

　遙か眼下の孤児院から、四つの人ひと影かげが現れたのだ。ガラートへ続く道を歩いているし、どうやら四人で出かけるらしい。

　これは好都合だ。

　マルシャンはにやりと口の端をつり上げる。

　人質として使う以上、ふたりの孤児には目の届くところにいてもらう必要があるのだ。アニマとルイナとふたりの孤児が一緒にいれば、まとめて脅すことができる。

　いますぐにでも計画を実行に移したいが、赤竜の魔石によって生み出された翼は羽音を発しているのだ。

　その音を聞かれないよう、こうして上空にいるのである。へたに接近すれば勘づかれる怖れがある。

　一度地に降り、森に身をひそめ、四人が帰ってきたところを脅すとしよう。このあとのことを考えると、思わず笑みがこぼれてしまう。




「ついに――ついにこの私が英雄となるのだ！」




　メルカトル家は長らくスカーレット家の名声の陰に隠かくれてきた。

　スカーレット家が没ぼつ落らくしたいまでは財力と権力はメルカトル家のほうが遙はるかに格上だが、名声だけは負けているのだ。

　食うに困るほど落ちぶれているスカーレット家に劣るなど、考えただけで虫むし酸ずが走る。

　メルカトル家の当主としては腹立たしいことこの上なく、とてもではないが容認できることではない。

　しかしマルシャンが世界を救った英雄になれば、世界中から称賛の声が集まってくる。メルカトル家がスカーレット家の上に立ち――

　その立役者たるマルシャンは、英雄として後世にまで語り継がれることになるのだ。




◆




　アニマは家族と一緒にガラートを訪おとずれていた。

　過去二回訪れたときとはべつの通りを歩いているが、この町の賑々しさは相変わらずだ。アニマがいるというのに悲鳴が上がることはなく、平和な雰囲気が漂っている。

　だというのに、アニマの心中は穏やかではなかった。

　なぜなら町の人々がじろじろとこっちを見てくるからだ。

　通行人はアニマとすれ違うたびにぺこりと会釈してくるし、女たちは遠巻きにアニマを眺ながめ、きゃあきゃあと聞こえよがしにはしゃいでいる。

（なぜ俺おれは注目されているんだ？）

　かつてのように恐きよう怖ふの対象として見られているわけではないが、注目されていることに違いはない。

　どういうわけか視線の集中砲火を浴び、アニマはせっかくの家族とのお出かけを素す直なおに楽しむことができないでいた。

「……アニマさん、なんだか様子が変ですよ。どうかしたんですか？　体調が悪いなら、どこかで一休みしましょうか？」

　アニマがそわそわしていると、ルイナが心配そうに声をかけてきた。

「俺はいつも通りだ。ただ……町の連中の様子が変なんだ」

「変……ですか？」

「ああ。連中、なぜか俺を見てくるんだ」

「そりゃそうよ。あんた、自分のしたこと忘れちゃったわけ？」

　ミュケがあきれたような口調で言う。アニマが注目されている事情を知っているのか、ルイナも表情を和らげていた。

「俺がなにをしたというんだ？」

「昨日、クレインをぶっ飛ばしたじゃない。あいつ乱暴者だから嫌きらわれてるのよ。特に、若い女にね。つまりあんたはこの町の英雄ってわけ。だからおどおどしてないで、堂々と胸を張って歩きなさいよねっ！」

　誇らしげにそう語ると、ぺちん、と活を入れるようにミュケが背中を叩たたいてきた。

「なるほどな」

　ミュケに『パパ』と呼ばれたのが嬉うれしくてすっかり忘れていたが、たしかにクレインを倒たおしたあと、近くにいた人々が感謝の言葉を投げかけてきた。

　注目されている事情がわかり、アニマは晴れ晴れとした顔をする。

　大勢に慕われることには慣れていないが、悪い気はしない。

　悪目立ちしているわけではないのだから家族が後ろ指を指される心配もないし、なにも気にすることはないのだ。

　これで家族とのお出かけを心から楽しむことができる。

　アニマがうきうきしていると、ミュケが疑わしげな眼差しを向けてきた。

「人気者になったからって、調子に乗って浮うわ気きしたら許さないからね」

「浮気などしない。俺は一生ルイナのそばにいると誓ちかったからな」

　アニマが真剣な顔で断言すると、ルイナが幸せそうに寄り添ってきた。

「私も、いつまでもアニマさんのそばにいたいです」

　甘えるようなささやきは、アニマの心に深く染みこんだ。

（俺、世界一の幸せ者だ……）

　こうして町の人々に慕われたのも、愛する家族と幸せな家庭を築くことができたのも、あの日ルイナが召喚してくれたからだ。

　そう考えると、アニマはルイナに恩返しをしてあげたくなった。

　毎日感謝の言葉を伝えているが、それだけでは足りない。せっかく町に来たのだから、なにか特別なことをしてあげたい。

　そんなことを考えながら家具屋へ向かっていたところ、アニマはそれを目に留めた。

　ショーウィンドウに服を着飾った木偶人形が飾かざられていたのだ。

（これだ！）

　アニマは名案を閃いた。

　服屋の前に差しかかったところで、ルイナに告げる。

「なあ、ちょっと服を見ていかないか？」

「いいですよ。アニマさんの服、ほつれが目立ちますからね。それくらいなら修しゆう繕ぜんはできますけど……せっかくですし、新しいのを買いましょうか」

「俺の服じゃない。ルイナの服を買うんだ」

　ルイナはきょとんとする。

「私の服ですか？　ですが、私は三着も服を持ってますよ？　それに先日、綺麗な衣装をいただいたばかりですし……」

「だが、着てないだろ？」

「まあ、そうですけど……。あんなに綺麗な服、着る機会がありませんから……。それに、洗せん濯たくしたらすぐにだめになってしまいそうですし……」

　先日、ルイナは結けつ婚こん祝いわいとしてドレスをもらったのだ。

　だが、一度も袖そでを通していない。

　サイズが合わないのだろうかと思っていたが、話を聞いた限りでは、ドレス姿で家事をするのをためらっているらしい。

「なら普段着にできる服を買うとしよう。それなら気兼ねなく着ることができるだろ？」

「あたしもパパに賛成するわ。あんた、もう長いことその服着てるでしょ。そろそろ窮きゆう屈くつなんじゃないの？」

「窮屈？」

　アニマはルイナの腹回りをまじまじと見る。

　はじめて顔を見たときに比べると顔色は健康的になったが、体型は以前と変わらない。ほっそりとした弱々しい体つきで、抱だきしめると壊れてしまいそうだ。

「ルイナは痩やせているぞ」

「あたしが言ってるのは胸のことよ」

「……ああ、なるほど」

「あ、あまりまじまじ見ないでください……」

「す、すまない」

　アニマはさっと目をそらすが、たしかにルイナの胸は張り裂けんばかりに膨ふくらんでいた。そのうえ服はつぎはぎだらけだし、ふいに衣装が弾け飛ぶ怖れもある。

　家で弾けるならまだしも、街中でそんなことになれば、ルイナは恥はずかしい思いをするだろう。

　なにより、ほかの男に嫁よめの胸を見られるなどぜったいにごめんである。

「ルイナ。胸、苦しくないか？」

「ま、まあ、多少苦しくなってきましたけど……」

「なら買おう。決まりだ」

　アニマは有無を言わさぬ物言いで告げた。

　ルイナは胸を窮屈に感じている――苦しんでいるのだ。苦しむ嫁を放っておくことなどできない。

　そうしてアニマたちは服屋へと身を移したのであった。







　落ち着いた雰囲気の店内は、色とりどりの衣装で溢れかえっていた。

　整然と並べられているため散らかった印象はなく、清潔感が漂っている。男性用の服は見当たらないが、女性服は豊富な種類を取り揃えているようだ。

　ここならみんなが気に入る衣装も見つかりそうだ。

「わーっ！　ぱぱ、いっぱいらよ！　ふくがいっぱいほしてあるよ！」

　服屋を訪れたのははじめてなのだろう。見慣れぬ光景に、マリーはさっそくはしゃいでいる。

「ねえ、ちょっと見てきていいかしら？」

　瞳ひとみを輝かがやかせながら店内を見まわしていたミュケが、おずおずとたずねてきた。

　ルイナほどではないが、ミュケの服も修繕の跡が目立つのだ。口にはしないが、新しい服が欲ほしいのだろう。

「気に入った服があったら、パパのところに持ってくるんだぞ」

「あ、あたしも買っていいの？」

　戸と惑まどうように目をぱちくりさせるミュケに、アニマはにこりとほほ笑みかける。

「もちろんだ。パパはミュケのことが大好きだからな。むしろ遠慮されるほうが、パパは悲しいぞ」

「……ありがと、パパ」

　ミュケの顔にじんわりと笑みが広がる。

　娘の笑え顔がおを見ることができただけで、アニマはもうけた気分になった。

「まりーも！　まりーも！」

「もちろんマリーにも買ってあげるぞ」

「やったー！」

「子ども服売り場は向こうにあるみたいですね」

「じゃあ、ミュケとマリーはあっちだな。ミュケ、マリーを頼めるか？」

「うん。ほら、行くわよ」

　ミュケはマリーと手を繋つなぐ。

「ちゃんとお姉ちゃんと一緒にいるんだぞ？」

「はーい！」

　元気よく返事をするマリーをつれて、ミュケは子ども服売り場へと歩いていく。

「アニマさん、最近ますますパパらしくなってきましたね」

「む。そうか？」

　ルイナはにこやかにうなずく。

「マリーはともかく、ミュケは年頃ですからね。アニマさんに懐なついてくれるか心配でしたけど……すっかり仲良しさんですね」

　実際、はじめて顔を合わせたときは警けい戒かい心しんを剥むき出しにされたが、クレインとの一件をきっかけに懐いてくれた。

　お風ふ呂ろには入ってくれないが、背中は流してくれたし、手を繋いでくれるし、なによりアニマのことを『パパ』と呼んでくれるのだ。

　アニマには子育ての経験などない――それどころか、子どもとまともに接したことすらないのだ。

　ハーレムを心ゆくまで満喫し、子どもを放置していた父のようにはなるまいと心に誓い、子どもたちと接していたが、ちゃんと父親らしく振る舞まえているのだろうかという不安はあった。

　けれど、ルイナの一言で不安は吹き飛んだ。どうやら自分はちゃんと子育てできているようだ。

　もちろん父親らしい振る舞いをできていることは嬉しいのだが、夫としての振る舞いを疎おろそかにするわけにはいかない。

　だからこそ、アニマは日頃の感謝の気持ちをこめて、嫁に新しい服を贈ることにしたのである。

　が、アニマは女性に服をプレゼントしたことなどない。当然ながら、女物の服に関する知識などないのだ。

　ルイナならなにを着ても似合うだろうが……どういう服を買えば彼女は喜んでくれるのだろうか。

「いらっしゃいませ～。なにをお求めでしょうか？」

　所狭しと並べられた服を前にして悩んでいると、若い娘がにこやかに話しかけてきた。この店の店員らしい。

　ちょうどいいので、アニマは質問してみることに。

「彼女に似合う服を探している」

「そうですねぇ。とても綺麗ですし、スタイルも抜群ですし、どんな服でも着こなせそうですけど……ほかに要望などはありませんか？」

「ルイナはどんな服が欲しいんだ？」

「そうですね……家事に支障が出ないように動きやすい服が欲しいですけど……せっかくアニマさんが買ってくださるんですから、お出かけにも着ていける服がいいですね」

「普段着とよそ行きの中間くらいの服ですね。でしたら、こちらで条件に一致するものを見繕いますので、試着して決めるというのはいかがでしょうか？」

　ルイナがちらっとアニマを見る。

「少しお待たせしてしまいますけど……構いませんか？」

「もちろんだ。俺は子どもたちの様子を見てくるから、好きなだけ試着してくれ」

「はい。子どもたちをお願いしますね」

「では、試着が終わりましたらお呼びしますので、少々お待ちください」

　ルイナと店員は店の奥おくへ向かう。

　それを見送り、アニマは子どもたちと合流することにした。

　展示された服の隙間を縫うように歩いていると、愛する我わが子こを発見する。

　言いつけ通りマリーとしっかり手を繋ぎ、ミュケはなにやら思案顔をしていた。

「欲しい服は見つかったか？」

　声をかけると、ミュケは遠慮がちにうなずいた。

「あるにはあるけど……」

「どれだ？」

「……これ」

　ミュケが自信なさげに指さしたのは、淡く青みがかった色合いのワンピースであった。少しスカートが短い気もするが、可愛らしい意匠だ。

「なら、これにするか」

「でも……高いわよ？　この服を我慢すれば、家族四人で外食できるわ」

　ミュケは似合うかどうかではなく値札を見て、自信なさげにしていたようだ。

　アニマは娘の遠慮癖を消すべく、力強く告げてやる。

「だったら、その服を着て外食しよう」

「そ、そんなことしたら、お金がなくなっちゃうわっ」

　不安げなミュケの髪かみを、アニマは優しく撫なでてやる。

「お金の心配はするな。パパはミュケの喜ぶ顔が見たいんだ。そのためなら、いくらでも稼ぐからな」

「……買ってくれるの？」

　遠慮がちに見上げてくるミュケに、アニマはにこりと笑みを向けた。

「買ってやるさ。その代わり、お家に帰ったら、パパにその服を着て見せてくれ」

　ミュケはぱあっと顔を明るくさせる。

「うんっ！　見せてあげるっ！　ありがとパパ！　大好き！」

　ぎゅっと抱きつかれ、アニマは頬を緩める。

　ミュケにハグされて気分を良くしたアニマは、にこにこしながらマリーに声をかけた。

「マリーは欲しいの見つかったか？」

「みちゅけた！」

「そうか。みちゅけたか。それはどこにあるんだ？」

「こっちらよ！」

　マリーに手を引かれ、アニマは幼児服売り場へ向かう。

「まりーね、こえがいい！」

　動物を模したパジャマだった。ふわふわとした手て触ざわりで、手足がすっぽり隠れてしまいそうな大きさだ。頭を覆い隠せるほどのフードには、ふたつの長い耳がついている。

「まりーね、こえしってるよ！　うさちゃん！」

「そうか。うさちゃんか。マリーは物知りだな」

「うさちゃんね、はねるの！　こーらよ！　ぴょんぴょん！」

　頭に両手を当て、ぴこぴこと動かしながら跳とびはねるマリー。そのなんとも愛くるしい姿を見て、アニマの頬は緩みっぱなしだ。

　はじめてお風呂に入れた日は痩せていたが、最近は肉や魚をもりもり食べているからか、手足に肉がついてきた。心なしか、背も伸のびた気がする。すくすくと育っているし、このパジャマが着られなくなる日もそう遠くないだろう。

　だからといって、もったいないとは思わない。マリーが喜んでくれるなら、毎日だって新しい服をプレゼントしたいくらいだ。無論、ミュケにも、ルイナにも。

「では、これにするか」

「よかったわね、マリー！　パパが買ってくれるって！」

「ぱぱ、あいがと！」

「どういたしまして。それじゃあ、ママのところに戻るとするか。うさちゃんを忘れないようにな」

　マリーがうさぎの着ぐるみを抱きしめたのを見届けると、アニマは子どもたちをつれて、先ほどの場所へ戻る。

　しばらく待っていると、店の奥から店員が出てきた。自信ありげな笑みを浮うかべ、

「いかがですか？」

　と、うしろに控えていたルイナを紹しよう介かいする。

「……」

　その姿を見て、アニマは息を呑んだ。

　どんな格好をしていても可愛いと褒ほめるつもりだったが、想像以上に綺麗だったため、上手うまく言葉が出てこなかった。

　ゆったりとした純白のシャツに身を包み、足もとはふんわりと広がる真しん紅くのスカートに隠されている。

　肩かたの布地はなく、胸むな元もとにかけて大胆に切り開かれているため、わずかに胸の谷間を覗くことができた。

「ど、どうですか？」

　艶あでやかさと清せい楚そさのいいとこ取りをしたような衣装に身を包つつんだルイナは、スカートの裾をそっと掴つかみ、アニマを見つめる。

　アニマはこくこくとうなずき、

「い、いい。すごくいいぞ。ものすごく似合っている。やはりルイナは世界一だ。うん。いい」

　とにかく褒めた。

　褒めようと意識したのではなく、自然と褒め言葉が溢あふれ出でてきたのだ。

　ルイナは照れたように頬ほおを染め、嬉しげに唇くちびるをほころばせた。

「でしたら、これにします。これ、大事に着ますね」

「ありがとう、ルイナ」

　アニマが感謝の言葉を口にすると、ルイナは戸惑うように目を瞬かせる。

「どうしてアニマさんがお礼を言うんですか？」
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「可愛かわいい姿を見せてくれたからだ。俺、ルイナに相応ふさわしい夫になれるように、これからも頑張るからな」

「アニマさんは、もうすでに理想の旦だん那な様さまですよ」

　にこりとほほ笑まれ、アニマは幸せの絶頂を感じるのであった。




◆




　家族とのお出かけを心ゆくまで満喫したアニマは、うきうきとした歩調で屋敷へと続く土道を歩いていた。

「みんな、お出かけは楽しかったか？」

　期待するように家族の顔を見まわすと、ミュケは明るく笑ってうなずいた。

「うんっ！　すっごい楽しかったわ！」

　楽しそうな娘むすめの顔を見ていると、自然と笑みがこぼれる。

「それはよかった。また家族みんなで出かけような」

「早くお出かけしたいわっ！　次に行くときはパパに買ってもらった服を着るわねっ！」

　ミュケは大事そうに服屋の紙袋を抱きしめ、もう一方の手でルイナと手を繋いでいる。

「おめかししたミュケを見るの、楽しみにしているからな。マリーも、お風呂に入ったら、うさちゃんの服を着てパパに見せてくれるか？」

「いーよ！　まりーね、うさちゃんになるの！」

　ルイナと手を繋ぎ、マリーははしゃいでいる。

　アニマも家族と手を繋ぎたいが、両手は椅い子すで塞がっているのだ。

　とはいえ、椅子を邪じや魔まには思わない。

　なにせこの椅子はルイナが選んでくれたのだから。

　今日からこの椅子に座すわって愛妻の手料理を味わうのだと思うと、アニマはわくわくせずにはいられないのであった。

「アニマさん、今日は本当にありがとうございました。子どもたちのこんなに幸せそうな顔を見るのははじめてです」

「礼を言うのは俺のほうだ。ルイナと結けつ婚こんしてから、毎日が幸せの連続だからな」

「毎日が幸せなのは私も同じですよ。アニマさんと結婚して、お家が賑にぎやかになりましたからね。子どもたちもこんなに楽しそうにしていますし……。私と結婚してくださって、本当にありがとうございます」

「あたしからもお礼を言うわ」

　と、ミュケがあらたまった口調で言う。

「服のことならお礼なんていらないぞ。パパはもっとミュケに甘あまえてほしいと思っているからな」

「ううん、違うの。服のことも感謝してるけど、お礼っていうのはそのことじゃないわ」

「では、どのことだ？」

「昨日は言えなかったけど……ゴブリンからふたりを守ってくれて、本当に感謝してるわ。もしパパがいなかったら、あたし……またひとりになってたから……」

　ミュケが涙なみだぐむ。

　あの日アニマがいなければ、ミュケは最悪の光景を目まの当たりにすることになっていたのだ。

　その光景を思い浮かべてしまい、悲しくなったのだろう。

「心配するな。ミュケに寂さびしい思いをさせたりしないからな。もちろん、マリーとルイナにもだ」

　アニマは愛いとおしそうに目を細め、家族の顔を見まわしながら語りかけた。

　アニマはミュケの泣き顔など見たくない。家族の悲しむ顔など見たくないのだ。

　愛する家族には、いつも笑顔でいてほしい。

　アニマの理想とする家庭は、笑顔の絶えない家庭なのだから。

「みんなの幸せはパパが守ってやる。もう二度と怖こわい思いをさせたりしない。もし家族の幸せを脅おびやかそうとする奴やつが現れたら、パパが追い払はらってやるからな」

　アニマが力強く語りかけると、ミュケは涙を拭ぬぐって笑う。

「そうね。パパがいれば安心だわ。だって、あのクレインを倒しちゃったんだもの！」

「家族を守ってくれるアニマさんのために、今日はとびっきり美味おいしいアップルケーキを作りますからねっ」

　そうだった、とアニマは顔を輝かせる。

　お出かけが楽しすぎてすっかり忘れてしまっていたが、今日は家族とアップルケーキを作るのだ。

　家族と仲良くケーキを作る――。愛する嫁と娘の手料理を、味わうことができるのだ。

　家に帰ればお出かけはおしまいだが、このあとにも楽しいことが待っている――今日も明日も明後日も、愛する家族がそばにいる限りアニマは幸せな日々を過ごすことができるのだ。

（俺、世界一の幸せ者だ！）

　アップルケーキ作りが待ち遠しくなり、アニマの歩調は軽やかになる。

　そうして家族と賑々しくおしゃべりしつつ歩を進めていき、道の向こうに屋敷が見えてきた――そのときだ。




　木々の隙間から、真紅の鱗うろこに覆おおわれた生物が飛び出だしてきた。




　全身刺々とした鱗に覆われ、屈強そうな四し肢しの先端には鋭するどい爪が禍々しく輝いている。臀部から伸びたしっぽは刺々しく、鉤爪のついた二翼は威厳を放つように広げられている。

「あれは――魔ま物ものか！」

　その存在にアニマが気づいたのと同時に、魔物が鱗に覆われた腕うでを天にかざす。するとそこに轟々と燃えさかる火球が生まれた。気温が急上昇し、木の葉がチリチリ枯れていく。

　全身から並々ならぬ殺意を滾たぎらせる魔物を前に、アニマは拳こぶしを構える。

「ルイナたちは下がっていろ」

「い、いけません！　あれは以前私が話した――」

「わかっている」

　アニマは言葉を遮さえぎった。火の玉によって気温は上昇しているのだ。しゃべればしゃべるほど熱された空気を吸いこむことになり、ルイナが喉のどを痛めてしまう。
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　だというのに――よほどアニマのことが心配なのだろう、ルイナは食い下がった。

「わ、わかっているなら、なおさら戦うべきではありません！　アニマさんが怪我けがをしてしまいます！」

「ルイナの言う通りよ！　あいつはゴーレムとは格が違ちがうわ！」

　ゴーレムのほうが格上だと思っていたが、目の前にいるあの魔物のほうが強いらしい。

「だとしても、俺は負けない。あいつがゴーレムより格上だろうとなんだろうと、俺より格下なことに変わりはないからな」

「あ、あんたが強いのは知ってるけど、あいつは……」

　と、ミュケが息を呑む。しゃべっている間に、火の玉が膨張していたのだ。人間ひとりくらいなら容易く丸呑みにできそうな大きさである。

「ぱぱ、あちゅい……」

　マリーの弱々しい声を聞き、アニマはにこりとほほ笑えみかける。

「待っていろ。すぐにあいつを倒して、井い戸ど水を汲んでやるからな」

　マリーの頭を撫でてやり、魔物をじろりと睨にらみつける。

　アニマが戦せん闘とう態勢に入ったことを察知したのか、魔物はクチバシのような口を開き――厳かに言い放った。




「孤こ児じの命が惜しければ、災滅獣の魔石を渡わたすのだ！」




　バキッ！

　瞬しゆん時じに距離を詰つめて脇わき腹ばらに蹴りを放つと、ベキベキと木々をへし折りながら魔物は森の奥深くへ吹っ飛んでいった。

「ぱぱ、かっくいい！　こわいひとやっつけた！」

「ああ。パパは魔物を――ファイアリザードをやっつけたぞ」

　汗あせだくになりつつも拍はく手しゆをするマリーに、アニマはほほ笑みかける。

　そんなマリーのとなりでは、ルイナとミュケがわなわなと身体を震ふるわせていた。

「……ち、違います」

　ルイナが、ぼそっと言う。

「違う？」

　アニマが首を傾げると、ミュケはこくこくうなずき、

「さ、さっきのあれ、ファイアリザードなんかじゃないわ」

「ファイアリザードじゃない？」

　アニマは首を捻ひねる。とかげのような見た目をしていたし、炎ほのおを放っていたし、ルイナは『以前私が話した』と語っていた。そのためアニマはルイナが火起こしの際に使っている魔石のもととなった魔物――ファイアリザードだと判断したのだが……

「ならばいったいなんだというのだ？」

「いまのは……メルカトル様です」

「メルカトルって……」

　アニマはハッとする。

　ルイナがけっして手を出してはいけないと語っていた人物――国と契けい約やくを交かわした男のことだ。

　マルシャンに手を出すことは国を敵にまわすことを意味している。なにより強力な力を――赤竜の魔石を持っているため、手を出してはならないと忠告されていた。

　アニマは、それを倒してしまったのだ。

「だ、だが、あの男は強いのだろう？　いまのあれ、間ま違ちがいなくザコなのだが……」

「あんたが強すぎるだけよ……」

　たしかにアニマは自分の強さに自信を持っている。だが、いくらなんでも力の差がありすぎる。強いと聞いていたマルシャンがこんなに弱いとは思いもしなかった。

　本気で蹴ったわけではないが、マルシャンが生きている保証はない。

「あいつの様子を見てくるから、ちょっと待っててくれ！」

　アニマは慌あわてて森に駆けこむ。へし折れた木々を道標に、森の奥深くへ駆けていく。

　そんなに強く蹴ったつもりはないのだが、行けども行けども木は折れていた。いったいどこまで吹っ飛んだのか、マルシャンは一向に見つからず、アニマが捜索を諦めかけた、そのときだ。

「……これは」

　ふと見覚えのあるものを見つけ、アニマはそれを手に取った。これがここに落ちているということは、やはり魔物の正体はマルシャンだったのだろう。

　アニマは遠くのほうを見るが……マルシャンがどこまで吹き飛んだのか見当もつかない。アニマは捜索を諦め、とぼとぼと家族のもとへ帰還する。

「ど、どうでしたか？」

　ルイナが、おそるおそるたずねてきた。

　アニマは、ふるふると首を振ふる。

「見つからなかった」

「そうですか……」

「あと、これが落ちていた」

「まあ……」

　ルイナは驚きのあまり言葉を失っている。

　アニマが拾ったのは、マルシャンの耳みみ飾かざりだ。

　マルシャンの安否は不明だが、顔を覆っていた鱗が砕け、耳飾りが落ちるほどの衝しよう撃げきを受けたのは間違いない。マルシャンがアニマを恨むのは、言うまでもないことだ。

　つまりアニマは、国を敵にまわしてしまったのである。

「すまない……。俺のせいで、国を敵にまわしてしまって……。だ、だが、心配いらないからな。すべては俺の責任なんだ。ルイナたちに迷めい惑わくがかかることはないからな。だから……」




　――俺を嫌いにならないでくれ。




　アニマはそう言いかけて、言葉を呑みこんだ。

　たとえ世界を敵にまわしても家族は守り抜いてみせるが――国を敵にまわしてしまえば、いままでのような平穏な生活は送れない。

　アニマは、愛する家族にこれ以上ないほどの迷惑をかけてしまったのだ。

　そんなことをしてしまったのに、嫌わないでくれなんて虫が良すぎる。

「……俺おれのこと、嫌いになったよな」

　アニマは、がっくりとうなだれる。

　そんなアニマの手を、ルイナがそっと握にぎってきた。

　ゆっくりと顔を上げると……

　ルイナが、優やさしくほほ笑みかけてきた。

「アニマさんのこと、嫌いになんてなりません。アニマさんは、私たちを守ってくれたんですから」

「俺が……守った？」

「はい。メルカトル様は、赤竜の魔石を使用していました。口ぶりからして、その目的は、この魔石を――災滅獣の魔石を奪うばうためだったのでしょう」

　ルイナが服の内側に隠かくしていたペンダントを手に取ると、ミュケが驚おどろくような顔をした。

「それ、災滅獣の魔石だったの!?　ていうか災滅獣って魔石を遺のこしてたわけ!?」

　スカーレット家の先祖が災滅獣と戦ったことは知られていても――その魔石が存在していることも、それをルイナが所有していることも公にされていないのだ。

　だというのに……

「なぜあの男は魔石のことを知っていたんだ？」

「メルカトル家はスカーレット家と旧知の仲ですから。ほかにも、災滅獣を討とう伐ばつした場に居合わせた家の方々は、この魔石の存在と、その在処ありかを知っているはずです。……まさか、奪い取とりに来るとは思いませんでしたが……」

「あいつって、ものすごいお金持ちなのよね？　その魔石って、あいつが欲しがるくらいすごい力があるわけ？」

「はい。災滅獣の魔石を使えば、アニマさんを操あやつることができますから」

「パパを!?　どうしてそこでパパが登場するの!?」

「昨日、言っただろ。パパは異界から来たってな。パパは災滅獣の魔石で、ルイナに召しよう喚かんされたんだよ」

「そうなの!?　パパ、召喚されたの!?」

「驚かせてごめんな。……パパのこと、嫌きらいになったか？」

「はあ？　なにバカなこと訊いてんの？　そんなことで嫌いになるわけないじゃない」

　と、ミュケは即答した。

「びっくりしたけど、あんたはあたしの自じ慢まんのパパよ。もちろんあたしにとってだけじゃなく、マリーにとってもね。そうよね？」

「うん！　まりー、ぱぱだいちゅき！」

　子どもたちに愛され、アニマの瞳にじんわりと涙が浮かぶ。

「ミュケ……マリー……。パパも、ふたりのことが大好きだからな」

「私も、ミュケとマリーを愛しています。そんなふたりを守ってくださったアニマさんのことを、嫌いになるわけがありません」

　ルイナに力強く告げられ、アニマは希望を見出した。




「では……これからも、俺と夫ふう婦ふでいてくれるのか？」




　期待と不安の織り混ざった眼まな差ざしで見つめると、ルイナは柔やわらかくほほ笑んだ。

「もちろんです。アニマさんと別れるなんて……そんなこと、想像したくもありません。これからも末永くよろしくお願いしますね、アニマさん」

　物柔らかな口調でそう言うと……うっすらと頬を染め、じぃっと瞳を覗のぞきこんできた。なにかを求めているかのように――なにかを期待するかのように、瞳で訴うつたえかけてくる。

　アニマは女心に疎い。

　けれど、いまルイナがなにを望んでいるのかは、察することができた。

「……いいのか？」

　何事もなかったとはいえマルシャンに命を狙ねらわれたばかりで、しかも子どもたちが見ているのだ。

　いままでのルイナなら、恥ずかしがってキスどころではなかっただろう。

　だが――

「私、アニマさんのことが大好きです。結婚して、毎日一いつ緒しよに家事をするようになって、もっともっと大好きになりました。はしたないと思われるかもしれませんが、恥ずかしい気持ち以上に、アニマさんに愛してほしい気持ちが勝ります。だから……」

　ルイナは瞳を閉じた。

　これ以上の問答は野暮だろう。

「俺も……はじめて出会ったとき以上に、ルイナのことを愛しているからな」

　アニマはルイナのあごに手を添えると、子どもたちが見守るなか、花びらのような唇に自分のそれを重ねたのであった。







《　終幕　令れい嬢じよう、魔ま王おうの子を望む　》







　愛する家族とのお出かけを満喫したあと――。

　アップルケーキ作りを楽しんだアニマたちは食堂に集まっていた。

　ケーキが焼けるまでまだ時間があるため、ミルクを飲みながら一休みすることにしたのである。

「あまいにおいがする！」

　アニマが椅子の座り心地に満足していると、テーブルの向こうでマリーがはしゃぎ声を上げた。

　炊すい事じ場ばから漂ってくる甘い香かおりに、早くも興奮している様子だ。

「上手にできましたからね。焼けるのが楽しみですね」

「たのちみっ！」

　マリーがうきうきと声を弾ませるそのとなりでは、ミュケが考えごとをするように黙りこんでいた。

「どうした、ミュケ？　お腹なかが痛いのか？」

　アニマが心配そうにたずねると、ミュケは小さく首を振った。そして、アニマではなくルイナを見つめ、

「……災さい滅めつ獣じゆうの魔ま石せきを使えば、パパを操ることができるのよね？」

　不安そうな顔で、そう言った。

「実際に操ったことはありませんが、魔ま力りよくを消費することで命じることができると、お父様に聞かされています」

　実際のところは定かではないというわけだ。

　しかし災滅獣の魔石で召喚に成功したということは、命令できるというのも事実である可能性が高い。

「あたし、パパが誰だれかに操られるなんて嫌いやよ。あんたは……ママは嫌じゃないの？」

「嫌に決まってます。……ですが、命令しない限り、魔力を消費することはできません。それに私の力では、魔石を壊こわすことはできません」

「パパ、魔石を壊してよ」

　真しん剣けんな眼差しでお願いされ、アニマは首を横に振った。

「その魔石は、ルイナが両親から譲ゆずり受けた大切なものだ。それを俺の手で壊すわけにはいかない」

　ルイナは子どもたちを養うために家族との想おもい出が詰まった家財をほとんど売うり払ってしまったのだ。

　これ以上、家族との想い出を失わせるわけにはいかない。

「あたしは魔石より、パパのほうが大事よ。魔石のせいでパパを失うかもしれないなんて……そんなのぜったいに嫌。あたし、ずっとパパと一緒がいい……」

　ミュケは半泣きだ。

　くりっとした瞳ひとみに涙を浮かべ、ぐずりかけている。

　そんなお姉ちゃんの顔を見て悲しくなったのか、マリーまでぐずり始めた。

　両親から譲り受けた家族との大切な想い出の品で、アニマとルイナを結びつけた魔石は、平穏な家族生活を乱す怖おそれがあるのだ。




　――想い出の品を破は壊かいするわけにはいかず。

　――家族を不安にさせるわけにもいかない。




　ならば、やるべきことはひとつしかない。

「ルイナ。魔石の魔力が尽きるまで、俺に命令してくれ」

　アニマの提案に、ルイナは顔を曇くもらせた。あまり気乗りしない様子だ。

「ですが、アニマさんの意思をねじ曲げてまで命令をするのは申し訳ないです。それに、来たるべきときに備えて――遠い未来に訪おとずれるかもしれない脅きよう威いに備えて、魔石に魔力を蓄ちく積せきしなければなりません」

　災滅獣の魔石の魔力は、スカーレット家が三〇〇年かけて溜ためてきたのだ。両親からも、先祖の思いを伝えられていたはず。

　だからこそルイナは、マリーを守るためとはいえ勝手にスカーレット家の秘宝を使ったことに罪の意識を抱いていたのだ。

　そんなルイナの罪悪感を和やわらげるように、アニマは優しく語りかける。

「俺が生きているうちは、俺が世界を守ってみせる。世界の脅威は家族の脅威だからな」

　それに、とアニマはほほ笑む。

「魔力なら、俺たちの子孫に溜めさせればいいだろ？」

　自責の念に駆られる嫁よめを励ましたい一心でそう言うと、ルイナは頬を紅潮させる。

「……そう、ですね。私たちは夫婦ですもんね。いつかはそういうこともしますよね」

「べつに……ルイナが乗り気じゃないなら、俺はそれでも構わないのだが」

　本音を言うと、アニマは子どもが欲ほしいと思っている。

　いまでも充じゆう分ぶん幸せだが……

　愛する嫁とのあいだに子どもができれば、この家はもっと賑やかになるのだから。

「い、いえ、嫌というわけでは……。むしろ私も……アニマさんの赤ちゃん、産みたいと思ってますし……」

「ほ、ほんとか？」

　アニマは嬉うれしげに顔を輝かがやかせた。

　お互たがいに愛しあっている以上、きっぱりと断られることはないと思っていたが、まさかここまではっきり『産みたい』と言われるとは思わなかった。

　ルイナは恥ずかしげにうなずく。

「ミュケは立派なお姉ちゃんですし、マリーも大きくなってきましたし、お金にも余裕ができましたし、アニマさんのことは愛してますから。だから、もうひとり家族が増えても、ちゃんと育てられます」

　恥じらいを抑おさえるように、ルイナはたどたどしい口調で言った。

「ルイナ……。俺、ちゃんと育ててみせるからな。立派なパパになってみせるからな」

「アニマさんは、もうすでに立派なパパですよ。――ね？」

　ルイナはミュケとマリーに目配せする。

　ミュケはこくりとうなずき、

「あんたは自慢のパパよっ。だって強いし優しいもん！　あたし、あんたがルイナと結婚してくれてほんとによかったって思ってるわ！」

「まりーも！　まりーもぱぱちゅき！」

「ミュケ……マリー……！　パパ、嬉しいよ！　これから産まれてくる子どもにも好きになってもらえるように、パパ頑がん張ばるよ！」

　ルイナはくすっと笑う。

「気が早いですよ。まだなにもしてないんですから。それに……」

　ルイナは、その先は口にしなかった。けれどアニマは、ルイナがなにを言いたいのかを察することができた。

　きっとルイナは、アニマと同じことを考えているはずだ。

　この屋や敷しきに、ベッドはひとつしかないのである。

　いくら赤ちゃんがほしいとはいえ子どもたちが寝ねているところで営むわけにはいかない。マリーはともかく、ミュケは一二歳さいなのだから。アニマとルイナがなにをしているかは、暗くら闇やみのなかでも察することができるだろう。

　かといって、愛する我わが子こを寝しん室しつから閉め出すことはできない。

「あたし、ここで寝てもいいわよ。椅子を並べればベッドになるもの。もちろんマリーも一緒にね」

「そういう気を利かせる必要はありませんっ」

　ルイナは恥ずかしげに言った。

　気を取りなおすように咳せき払ばらいすると、じっとアニマを見つめる。

「赤ちゃんのことは、また今度じっくり考えませんか？」

「そうだな」

　アニマは素す直なおに従った。

　赤ちゃんのことも話したいが、いまはその前にやるべきことがあるのだ。

「とにかく魔力を使い果たそう。そんなわけでルイナ。俺に命令してくれ。俺、ルイナの命令なら喜んで従うからさ」

　愛する嫁がこれ以上罪悪感を抱いてしまわないように軽い口調で告げると――ルイナは、こくりとうなずいた。

「じゃあ……」

　アニマに命令したいことはすんなり決まったようで、ルイナは椅子に座ったまま身体をこちらへ向けると、魔石を両手で握った。

　頬を赤らめ、じっとアニマの瞳を覗きこんでくる。




「……もう一度、私にキスしてください」




　ルイナがそう口にした瞬しゆん間かん――アニマの脳内に『ルイナにキスせよ！』と言葉が響ひびいた。キスしろキスしろキスしろキスしろキスしろキスしろキスキスキスキスと脳内で鳴り響き、アニマはルイナにキスすることしか考えられなくなり――

　アニマは、ルイナにキスをした。

　その瞬間、脳内で鳴り響いていたキスしろコールは鳴り止んだ。

「あ、あの……」

　そっと唇を離はなすと、ルイナがどぎまぎする。

　申し訳なさそうにもじもじしつつ、ぼそりと言った。

「すみません……。魔力、まだ残ってます」

　なにかを期待するような眼差しに、アニマはにこりとほほ笑んだ。

「魔力が尽きるまでつきあうよ」
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「では……アニマさん、もう一度、私にキスをしてください」

　アニマは喜んで口づけをした。

　それでも魔力はまだまだあまっていたようで――……




　このあとアニマは三〇回、ルイナにキスをしたのであった。







《　あとがき　》







　はじめまして、猫又ぬこです。

　このたびは『嫌われ魔王が没落令嬢と恋に落ちて何が悪い！』を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　誰からも愛されない孤独な日々を過ごしていた魔王が、心優しい没落令嬢と恋に落ち、幸せな生活を勝ち取る物語――。

　読者の皆様に少しでもお楽しみいただけましたら幸いです。







　それでは謝辞を。

　本作の出版にあたっては、多くの方にご尽力いただきました。

　担当様をはじめとするＨＪ文庫編集部の皆様。これからも面白い物語を生み出せるよう頑張りますので、今後ともよろしくお願い致します。

　ご多忙なスケジュールのなか依頼を引き受けてくださった、イラストレーターのｔｅｆｆｉｓｈ先生。美麗なイラストを描いてくださり、まことにありがとうございます。

　校正様にデザイナー様、その他本作に関わってくださった多くの関係者の方々。本当にありがとうございます。

　そしてなにより本作をご購入くださった読者の皆様に最上級の感謝を。皆様に少しでもお楽しみいただけたなら、これ以上の幸せはありません。




　それでは、次巻でお会いできることを祈りつつ。




二〇一八年とても暑い日　猫又ぬこ
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